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恋のしかけは念入りに







　一日ごとに日差しが強くなる季節だった。


　太陽はちょうど天頂近くにいて、下界をじりじりと照らしている。


「……何をやってるんだ、あいつは」


　自室の窓に寄りかかるように外を見ていた高こう坂さか仁ひと志しは、呆あきれまじりに息をついた。


　大きな窓の外、門に背を向けるように歩きはじめた小こ柄がらな背中は、転がるような勢いで高坂家から遠ざかっていく。


　振ふりかえりもしないその背中を見るのが初めてだったら、さすがに仁志も慌あわてるだろう。しかし、今日三回目ともなれば、見送る余よ裕ゆうも出てくる。


　この暑いのに物好きなことだと、仁志は小さく肩かたをすくめた。


　時計を見ると、十二時を少しだけ過ぎている。食事の時間は守るようにと言っているのに、昼食の時間にも彼は帰らないつもりだろうか。


「……仁志さん」


　そっと声をかけられ、仁志は半身だけ振りむいた。


「どうした、御み木き本もと」


　父の代から高坂家で秘書をしている男は、眼め鏡がねの銀色のフレームに、すっと指先を当てる。


　それが、この控ひかえめな秘書が自分に意見をするときのクセだということは、仁志も知っていた。だが、上う手まくはぐらかすことができない。


　四十を過ぎたばかりの御木本だが、仁志にとっては父親のような存在だった。十歳かそこらしか違ちがわないので、年ねん齢れい的には年の離はなれた兄のようなものだろうが、御木本には年齢に不相応な落ちつきがある。仁志でも、強く出ることができなかった。


「差し出がましいようですが、そんなに湊みなとさんが気になるのでしたら、引き止めたらいかがでしょうか」


　眼鏡の奥の瞳ひとみが、柔やわらかく細められる。


「あいつは好きで遊んでるんだろ」


　仁志は素っ気ない態度に出た。


　御木本の台詞せりふは予想どおりだった。


　もの言いたげな視線から逃にげるように、仁志はふっと顔をそむけた。


「それよりも、下を見てきてくれないか。さっき、直なお樹きの車が来た」


「……かしこまりました」


　御木本は小さく頭を下げると、さっと部屋を出て行く。どうやら、口出ししても無む駄だだと判断したらしい。


　彼が出ていってしばらくすると、ノックの音もなくドアが開いた。


「仁志、こんにちは」


　大きな封ふう筒とうを片手に姿を現した瀬せ下した直樹は、いつものとおり柔らかい笑え顔がおを浮うかべていた。


　けれども、仁志は眉まゆを顰ひそめる。


　直樹の口の端はしは、少しだけ上がっていた。


　どうやら、何か企たくらんでいるようだ。


　直樹は仁志よりも三つばかり年上の、母方の従兄いとこにあたる。


　年が近いせいか、小さな頃ころから何かと一いつ緒しよにいることが多かった。おかげで、この従兄の裏表のある性格は、イヤというほど思い知らされている。


　直樹の容よう貌ぼうは柔にゆう和わだ。頰ほおや顎あごのあたりも丸みを帯びていて、どちらかというと年よりも若く見られることが多い。並んで立ったら、仁志のほうが年上に見られるだろう。


　どんなときでも瞳を和なごめている直樹だが、たまに口元は緩ゆるんでいるのに目から表情が消えていることがある。たとえば、今みたいに。


　こういう顔をしているときが、この従兄は一番油断がならないのだ。


「これ、頼たのまれていた資料だよ」


「……仕事の後でよかったんだが」


　仁志は軽く肩をすくめる。


「前から思っていたが、こんな時間にふらふらしているなんて、弁護士というのは、よっぽどヒマな商売なんだな。俺もロースクールに入っておけばよかった」


　直樹の左胸に輝かがやく向日葵ひまわりのバッジをじろっと睨にらみつけ、仁志は小さく吐はき捨てた。


「あっちで資格取っても、日本じゃ開業できないじゃない。だいたい、国こく籍せきの問題はないの？」


「ステイツの国籍を取って、永住すればいい話だ」


「まったまた～。そんなつもりはないクセに」


　長い前まえ髪がみをふわっと搔かきあげながら、直樹ははにかむように目を細める。


「君は、弁護士なんていう地道な職業に満足できる人種じゃないでしょう？　根っからの勝負師なんだから」


　くくくくっと、直樹は小さく笑みをもらした。


「だいたい、アメリカには湊くんがいないしね」


「……直樹」


　直樹の減らず口に釘くぎを刺さすように、仁志は低い声を出す。


　だが、直樹は笑みを深くしただけだった。


　仁志の胸むな元もとに封筒を押しつけた彼は、上うわ目め遣づかいで仁志を見る。


　確かに仁志のほうが身長が高いけれども、直樹にそんな顔で見つめられると、背筋に悪お寒かんが走るのはなぜだろう。


「ねぇねぇ、僕もそろそろ、生の湊くんに会いたいんだけどな。可愛かわいいよねぇ、本当に。あづささんも可愛かったけど、僕は湊くんのほうが好みかな」


　つかみ所のない明るい声に、少しだけ感傷じみたものが混ざる。


　仁志も釣つられて、何かを懐なつかしみそうになったのだが、現実を思い出して表情を引き締しめた。


「……あいつは、手紙と実物じゃエラい違いだぞ。だいたいおまえ、さっき門のところですれ違っただろうが」


「あれは会ったって言わないじゃない。見かけただけでしょう？」


「話をすると、イメージぶち壊こわしだぞ」


　仁志は渋しぶい表情になる。口さえ開かなければいいのに、と実物の湊に会ってから五百回繰くりかえし考えたことを、心の中でぽつんと呟つぶやいた。


「……ふぅん」


　直樹は目を細めると、仁志の頭のてっぺんから足のつま先までをじろじろと眺ながめる。


「なんか傷心な感じ？　そういえば、もう湊くんがこの家に来て五日も経たつのに、一度も僕を食事に呼んでくれなかったもんね……。でも、大だい丈じよう夫ぶ。僕は君ほど夢見がちじゃないから」


　仁志の神経をわざと逆さか撫なでするかのように、直樹はくすくすと小さく声を立てて笑った。


「それで、この暑い最さ中なか、もうすぐ食事の時間だっていうのに、湊くんはどうして家を出ちゃったのかな？」


「散歩だろ」


　仁志はあっさりと言いきる。


「今朝九時の話だ。今日という今日こそ出てってやると、捨て台詞を残して飛びだしていったんだ。念のために御木本に後をつけさせたが、同じ方向ばかりに曲がるから、結局うちに戻もどってきてしまったらしい。それにも負けずに、またすぐに出ていったんだが、同じことの繰りかえしだ。さっきので三回目かな。あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、今は好きにさせている。御木本も仕事があるしな」


　だいたい、所持金の残額二百八十円のくせに家を出ようとするなんて豪ごう気きなヤツだと、仁志は深々と溜ため息いきをつく。


　迷まい子ごになって駅まで辿たどりつけずに、家の周りをぐるぐるしているだけとは予想外だったけれども。


「へぇ……」


　直樹は窓の傍そばに寄ると、額に手をかざして太陽を見上げる。


「家に帰っても一人ぼっちだろうにね。仁志がいじめるからじゃないの？」


「人聞きが悪いことを言うな。大人しく居い候そうろうをしていればいいと、俺は何度も言っているんだ」


「あのねぇ、仁志」


　くちびるに指を当てて、直樹はふっと息をついた。


「君が高校からアメリカに行ったせいで、持って生まれた性格に磨みがきがかかって、いまや日本人集団の中にいたら十六方向喧けん嘩か売りまくりの口のきき方しかできなくなっちゃったのは知ってるけどさぁ……。湊くんはまだ高校生なんだし、あんまり歯に衣きぬ着せない言い方ばかりしてると、怖こわがっちゃうんじゃないの」


「あいつは怖がるようなタマじゃないぞ」


　腕うでを組んだ仁志は、専任のガーディナーに手入れさせている広い庭と、その向こうにある大きな表門を順々に眺めた。


　次は、何分後にあの小こ柄がらな影かげが帰ってくるんだろうか。


　日本人にしては白すぎるほどの肌はだの色を思い出し、仁志は眉を顰める。


　今日の日差しは、あの肌にはきつすぎる。


　今度戻ってきたら、あざ笑うついでに門まで出で迎むかえてやるか、と仁志は考えた。




１







　桜さくら井い湊が高坂家に連れて来られたのは、ある真夏日だった。


　梅つ雨ゆが明けて、夏休みまでもう一息。一学期の期末テストも終わり、なんとなく学校の雰ふん囲い気きもだらけてしまう時期のこと。


「おまえの部屋だ」


　湊をこの家に迎えた男は、その部屋の扉とびらを大きく開いた。


　網もう膜まくに、まぶしい夏の光が突つき刺さる。湊は咄とつ嗟さに目をつぶった。


　暗くなったまぶたの裏側で、白い光がちらちらと踊おどる。


　何度もまばたきを繰りかえしてから、湊はおそるおそる目を開いた。


「うわーっ！　すげぇ……」


　大きな目をぱっちりと開いてまじまじと部屋の内装を見まわしてから、湊は薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみをくるんと一回転させる。


　そして歓かん声せいを上げながら、男の横をすり抜ぬけて、部屋の中に駆かけこんだ。


　スリッパが埋うもれそうなほど毛足が長い、ダークグリーンの絨じゆう毯たんがしきつめられたその部屋は、湊の家と同じくらいの広さがあったかもしれない。狭せまいアパートの部屋なんか、余よ裕ゆうで収まってしまいそうだ。


　光をたっぷり取り入れてくれる大きな窓にかかったカーテンが、気持ちよさそうに風にそよいでいる。天てん井じようは高くて、蛍けい光こう灯とうの代わりに花形のシャンデリアがついていた。壁かべは落ちついたオフホワイト。額がく縁ぶち入りの絵が飾かざられている。


　テレビでしか見たことがない、豪ごう華かなホテルの部屋みたいだと湊は思った。


「おまえの、その言こと葉ば遣づかいはどうにかならないのか。品がいいのは見てくれだけだな」


　皮肉っぽい声とともに、盛せい大だいな溜息が聞こえてくる。


「なんだよ、なんか文句あっか」


　湊は後ろを振ふりかえり、じろりと嫌いや味みな男を睨みつけた。


　そういう自分は、渋みのあるテノールでろくな言葉を紡つむがないくせに。声がいいぶん、神経を逆撫でされるのだ。


　長身の男は、落ちついた色合いのオークル材の扉に、ゆったりと背中を預けている。


「……別に」


　彼は口元をかすかに歪ゆがめて、湊のはしゃぐ姿を見ていたみたいだ。馬鹿にされてるような気もしたけれど、彼の瞳が思いがけないほど優やさしい形になっていることに気がつき、湊は余計なことを言うのはやめた。


　彼の名前は、高坂仁志と言ったはずだ。湊は、彼のことをいくらも知らない。門の前に立つと思わず見上げてしまうほど大きなこの家の主あるじで、誰だれかとの約束で湊を引き取ってくれたということしか。


　いったい彼は、どういう人間なんだろうか。


　湊は小さく首を傾かしげる。


　今まで湊の周りにいた大人と彼は、何もかもが違ちがいすぎた。


　自分の家の中だっていうのに、仁志はきちんと折目がついたズボンをはいている。それでも、シャツの襟えり元もとを緩ゆるめているせいか、初めて会ったときのスーツ姿よりもくつろいでいるように見えた。


　すらりと高い身長、そして無む駄だな肉がついていない手足もすんなりと伸のびていて、きちんとした身なりをしている彼は、とてもシャープな印象を与あたえる。


　三日前、湊の前に突とつ然ぜん現れた彼を初めて見たとき、ナイフみたいな目をしているなぁと思った。鋭するどい眼まな差ざしの力は強くて、じっと見つめられると背筋がひんやりとしてくる。


　よく切れる刃は物ものみたいな雰囲気が全身から滲にじみだしている彼は、年ねん齢れい不ふ詳しようの威い圧あつ感かんも備えているけれども、まだ二十代の後半くらいらしい。


「その口を塞ふさいだら俺好みになるんだが、と少し考えただけだ」


「はぁ？」


　湊がぽかんと口を開くと、仁志は大きく肩かたをすくめた。長身のせいなのか、いちいち動作が大きく見えて、それがまた湊の神経を逆さか撫なでする。


「なんで俺が、あんたの好みなんかになんなくちゃいけねーんだよ」


「いいから、おまえは少し黙だまれ」


　扉に預けていた背中を起こした彼は、大きな歩ほ幅はばで湊に近寄る。そして、軽く湊の頭を小突くと、部屋の角の小さな扉を示した。


「部屋に簡易シャワーとトイレはついている。共用の広いバスルームは一階だ。食事は朝七時半、昼十二時半、夜七時半。時間には正確にな。身なりもきちんと整えて席につくこと。遅おくれたら食事抜きだから、そう思え」


「なんか、マジ、ホテルみたい」


　軽口を叩たたきながら、湊は少々不安になる。朝にはとても弱いのに、果たして自力で七時半に起きれるんだろうか。


　食事の時間なんて、今まで決められたことはなかった。


　隣となりの部屋の物音が筒つつ抜ぬけになるような場所で暮らしていたから、他人の気配がない部屋で生活することになるのも初めてだ。


　湊は体の横で、小さくこぶしを握にぎった。


　新しい生活に胸を弾はずませていればいいのに、環かん境きようの変化の中から不安要素を探しだしてしまう。心が弱くなっている証しよう拠こだ。


　肩で大きく息をついてから、湊はぴんと背筋を伸ばした。


　顔をちゃんと上げて、仁志を見る。


　弱みなんて、絶対に見せたくなかった。


「それから、ハウスキーパーが二人とガーディナー、セクレタリがいるから、あとで紹しよう介かいする。ドライバーの篠しの原はらは、もう顔を合わせたからいいだろう。一いつ緒しよに生活することになるんだから、きちんと名前を覚えるように」


　湊は首を捻ひねる。


「はうすきーぱー、がーでぃなー、せくれたり……？　なにそれ。ドライバーはわかるけどさ。運転手だよな」


　仁志は、湊を心の底から小こ馬ば鹿かにするような目つきになった。


「こんな簡単な英語もわからんのか。高校で、何を教えてもらってるんだ。家政婦、庭師、秘書だ」


「ここは日本なんだから、日本語使えよ！」


　湊は、ベーっと舌を出した。英語が苦手なのは本当のことだけれども、素す直なおに認めるのも悔くやしい。


　でも、舌を出したあとに気がつく。英語と言えば学校。この家に引き取られるのはいいけれども、湊の通う工業高校まで通学できる距きよ離りなんだろうか。


　今はまだ七月の頭だ。今日はウィークディだった。


「そういえばさ、俺、高校にどうやって通えばいいんだろ。この近くにある駅って、どこの路線？」


　――ていうか、ここどこ？


　自分がどこに連れてこられたのか、それさえも全く知らないことに気がついて、湊は軽いパニックを起こす。


「もうすぐ夏休みだろう？　高校なんてしばらく休めばいい」


　仁志は事も無げに言う。湊の疑問は、綺き麗れいさっぱり無視するつもりみたいだ。


「あづささんが帰って来ないようだったら、こっちの高校に転入することになるだろうしな。家庭教師が欲しいなら、適当なのをつけてやる。俺が特別サービスで見てやってもいいが」


　その何気ない一言は、湊の胸に鋭い痛みを走らせた。


「……どうせ、いつもみたいに泣きながら帰ってくるよ」


　なんとか言いかえしたけれども、我ながら声に力が入らない。


　湊の母親、桜井あづさが出ていってから三週間が経たつ。いつもなら長くても一週間で帰ってくるあづさが、まだ帰ってこない。ひょっとしたら、今度こそ帰ってこないのかもしれないという不安は、湊の中でむくむくと大きく育っていた。


「戻もどる気配はないんだろう？」


　薄うすいくちびるが、情け容よう赦しやなく事実を突きつけてくる。


「うっ……」


　思わず言葉に詰つまった湊を見て、仁志は口元を三日月の形に歪めた。


「おまえの一人二人くらいに居い候そうろうされたからといって、うちは生活に困るような低所得世帯じゃない。遠えん慮りよなくたかれ」


「けど……」


　仁志の言い草は、湊の負い目を的確についてくる。憎にくまれ口も出てきやしない。


　見知らぬ他人の家に厄やつ介かいになって、おまけに学校まで通わせてもらう。さすがの湊も、気が引けた。


「いらない気を回すな」


　仁志は軽く腕うで組ぐみをする。


「おまえがどんなに可愛かわいげのないガキでも、ちゃんと面めん倒どうを見てやるさ。約束だからな」


　湊はぱちぱちと目ひとみをしばたたかせた。


「……約束」


　いったい、仁志は何者なんだろう。


　湊やあづさをずっと見守ってくれていた「あいつ」の知り合いであるのは、間違いないんだろうけれども。


　そう思ったからこそ、湊はこの家に来たんだから。


　湊は、ちょっとだけ息をつく。


　そういえば、あらためて口に出すのは恥はずかしいけれども、言葉にしておかないといけないことを、仁志に言っていなかったことに気がついた。


「……あ、あの。あのさぁ」


　仁志のシャツの袖そでを摑つかみ、湊は俯うつむく。長めの前まえ髪がみが影かげを作って、今なら湊の表情を見られずに済むだろう。


「なんだ？」


「……ありがと」


　湊は小さな声で呟つぶやく。


　仁志は嫌いやなヤツだと思うけれど、世話になるのに、まだお礼の一つも言ってなかった。感謝の気持ちを表すことができない人間にはなりたくないから、湊は精せい一いつ杯ぱいの勇気を振ふり絞しぼる。


　一人ぼっちで放ほうり出されることには馴なれていたけれども、いつもは不安が大きく膨ふくれ上がる前にあづさが帰ってきてくれていた。でも今回は、あづさが帰ってこない。どこにもいない。


　不安の渦うずの中で溺おぼれそうになって、弱っていた湊を助けてくれたのは、仁志だった。初めて会ったその瞬しゆん間かんから嫌なヤツだと思ったけれども、アパートの扉とびらを仁志が開けてくれたときに、湊はたしかに救われたのだ。


「あんたのこと、ヤなヤツとは思うけど……。でも、ありがとう。これから、よろしく」


「……」


　仁志は黙だまったまま、湊の頭の上に大きな手のひらを載のせた。


　柔やわらかな癖くせのある茶色い髪の毛をぐしゃぐしゃっと撫なでられ、湊は上うわ目め遣づかいに仁志を見上げた。がっしりとした手のひらの感かん触しよくは温かくて、くすぐったい。照れくさくて、まともに仁志の顔を見ることができなかった。


「……こちらこそ、よろしく」


　冷たいばかりに見えた、整った顔の輪りん郭かくが和やわらぐ。


　仁志は笑っていた。どきりとするくらい甘い眼まな差ざしで、湊を見ていた。





　……それが、五日ほど前のことだ。





「どーして、またここに戻っちゃうんだよ！」


　悔しまぎれにアスファルトを踏ふみ鳴らし、湊は大声で叫さけんだ。


　ウィークディの昼下がり。住宅街に人ひと影かげはない。


　高い塀へいが延々と両りよう脇わきに続く道は掃はき清められたかのように清潔で、湊が住んでいたアパートの周りとは全く違ちがう、高級住宅街があたりには広がっていた。


　その中でも取りわけ大きな家の門を、湊はじっと睨にらみつける。


　そこは、湊が五日ほど前から厄介になっている家だった。


　家の持ち主は高坂仁志というイヤな男で、湊にとっては生まれて初めての、気にいらないからこそ気になって仕方がない相手だった。


　これ以上ストレスがたまらないうちに、ここを出て自分の家に戻ろうとしているのに、どうして駅に辿たどりつけないんだろうか。


「くそっ……」


　湊は小さく舌打ちをする。


　さっきは確か、道の左手に向かって歩いた。うろうろしていたらまた戻ってきてしまったから、次は右へと歩いてみればいいんだろうか。


　顎あごを伝う汗あせをぐっと手の甲こうで拭ぬぐってから、湊はぐるりと高坂家の門に背を向けた。


　おなかが、ぐーっと音を立てる。


　Ｔシャツの袖から覗のぞく腕には、夏の光が突つき刺ささるようだ。毛穴までじりじりと焼けて、水分が蒸発してしまいそうな気までしてくる。


　たぶん、顔も真っ赤になっているだろう。


　湊は体全体の色素が薄いので、強い日の光は天敵だった。真っ赤になって、水ぶくれまでできるのに、日焼けの跡あとは残らずに引いていくのだ。


　この炎えん天てん下か、アスファルトの上を歩きまわったら、間違いなく体中に水ぶくれができるだろう。


　――構うもんか！


　湊は、ぎゅっとくちびるを嚙かんだ。


「絶対に出てってやるんだからな、こんな家！」


　自分で張り上げた声に後押しをされるように、湊は猛もう然ぜんと早歩きをはじめた。


　傍かたわらを銀色の車が通りすぎていき、湊に向かって小さくクラクションを鳴らしたことにも、全く気がつけない。目をまっすぐ前に向けて、湊はひたすら歩く。


　もう、これで三回目だ。


　どれだけ歩きまわったのかも、わからない。


　たかが歩いているだけなのに、洒しや落れにならないくらい汗が噴ふき出だしてくる。


　湊はぐっと、額の汗を拭ぬぐった。タオルなんて持ち歩いていないから、手の甲で。けれども、拭ふいた傍そばから汗が滴したたる。


「あっちぃ……」


　喉のども渇かわいてきた。


　このままじゃ、アスファルトの上で干ひからびてしまいそうだ。


『高校一年生、道路の上でミイラになって死亡』っていう記事が新聞に載ったら、あづさは気がついてくれるだろうか。


　湊はふと、脈みやく絡らくもないことを思いつく。頭を熱されすぎて、思考がむちゃくちゃになっているみたいだ。


　――どこに行っちゃったんだよ、あづさ……。


『私は今度こそ本当の恋こいを見つけたわ』という書置きを残し、一ヶ月近く前に駆かけ落おちしてしまった母親の顔を思い出し、湊はくちびるを嚙んだ。


　そのくちびるの皮ひ膚ふも、かさかさしている。


　あづさの駆落ちグセはいつものことだ。そうタカをくくっていた一ヶ月前の自分に、できることなら現状を見せて悔くい改めさせてやりたいくらいだった。


　湊の母親の桜井あづさは、十六かそこらで湊を生んでいるので、まだ三十三歳だ。若いし、美人だし、何より独身だから、恋人がいても当たりまえなのかもしれない。


　けれども、その恋人の種類が問題だった。


　あづさはどうしてか、問題のある男にばかり引っかかる。妻子持ちだとか、カタギの仕事じゃないとか、日本人じゃないのにこっそり日本に入りこんでいる人だとか。男は星の数ほど世の中にいるのに、どうして一ひと癖くせある相手ばかりを選ぶのか、湊にはさっぱりわからない。


　おまけに、何か問題が持ち上がると、すぐに駆落ちをしてしまうのだ。その回数、すでに二十八回。駆落ちのベテランだった。


　もっとも、一週間も経たてば、相手の男が我にかえったり連れ戻もどされたりして、あづさも泣きながら帰ってくるのだけど。


　いい年して泣きじゃくるあづさを慰なぐさめるのは、ほんの小さな頃ころから湊の役目だった。あづさに置いていかれるたびに不安で胸がいっぱいになるけれども、絶対に帰ってきてくれるという自信があったから、湊は大人しくあづさを待つことにしていた。


　ところが、今回は違った。


　あづさは三週間経っても帰ってこなかった。あり金をあづさに根こそぎ持っていかれて、自分の財さい布ふだけで食いつないでいた湊が危機感と不安でいっぱいになっていたその時に、仁志が現れて湊を高坂家に引き取ってくれた。


　約束だから、と。


　仁志は、誰だれとの約束で湊を引き取りに来たのか、どうしても口を割らなかった。


　けれども湊には、心当たりがある。


　だからこそ、初対面の仁志の言うままに、高坂家にやってきたのだけど……。


「……ていうか！」


　物思いにふけっていた湊は、目の前に現れた巨きよ大だいな門に気がついて、ようやく我にかえった。


　ちょっと手のこんだ細工が施ほどこされた門柱。その向こうの、ひときわ大きな建物。


「どうしてまた、戻ってきちゃったんだよ！」


　もう、誰に向かって怒いかりをぶつければいいのかさえわからない。湊はその場でひとしきり地団太を踏むと、そのままへなへなと座りこんだ。


　おなかが、ぐーっと音を立てる。


「……腹減った」


　アスファルトの上に座りこみ、湊はしょんぼりとうなだれた。


　今日も朝ごはん抜ぬきだった。昨日もその前も――つまりは、高坂家に来てからずっと。


　湊はたしかに体は小さいが、立派な成長期だった。きっちり三食食べないとおなかが鳴りっぱなしになってしまうのに、薄はく情じような仁志は寝ねぼうのペナルティだと言ってごはんを食べさせてくれない。


「……仁志の馬ば鹿か野や郎ろう……ドケチ……」


　アスファルトの上に呪のろいの言葉を吐はき捨てると、思いがけずに答えがあった。


「ほぉ？　いい度胸だな」


　ひょろりと細長い影かげが落ちる。


「……へ？」


　湊はおそるおそる、顔を上げた。


「赤の他人のおまえを引き取り、無期限で衣食住万ばん端たん面めん倒どうを見て、あまつ転校するなら相談に乗るとまで言ってやってる俺の、どこがドケチだ」


　腕うでを組み、門柱にもたれかかって湊を見下ろしていたのは高坂仁志。そもそも、湊の朝食をこの五日間抜いた張本人だった。


「朝メシ……抜いたじゃん！」


　たしかに、食事の時間に起きれなかったのは湊だ。でも、生活習慣なんてすぐに改まるものじゃない。


　いつもは八時起き床しようだった湊に、七時半からの朝食時間厳守はきつかった。馴なれない生活環かん境きようにいきなり放ほうり込まれたんだから、ちょっとくらい大目に見てくれたっていいのに、仁志は一いつ切さい温情をかけてくれなかった。


　そして、五日目の今日も朝食を食いっぱぐれた湊の心の中で、何かがぶっちんと切れてしまったのだ。


　朝食抜きも頭にキたけれども、その他ほかにも、始終偉えらそうな仁志の態度とか、嫌いや味みっぷりとか、気に入らないものはいっぱいあった。


　ここを出たら、生活していけないかもしれないのに。一人ぼっちの不安を吹ふき飛ばすほど、フラストレーションは溜たまっていた。


「決められた時間に起きれない、おまえが悪い。いったい母親にどういう躾しつけをされれば、あんなに寝い穢ぎたなくなれるんだ」


　仁志はおおげさな身み振ぶりで、肩かたをすくめた。


　――む、ムカつく！


　湊は、すくっと立ち上がった。


　言葉の一つ一つにトゲがついている上に、このオーバーリアクション。湊じゃなくても頭にクるんじゃないだろうか。


「あづさのこと、悪く言うなって言ってるだろ！」


　湊がどうこう言われるのはともかく、あづさのことまで悪く言われるのが我が慢まんならない。


　湊は、自分よりも一回りも二回りも上背がある仁志を、思いっきりにらみつけた。


　たしかにどうしようもないところがいっぱいあるけれども、あづさは湊にとってはたった一人の家族だから。


「じゃあ、あづささんが悪く思われないような行動を心がけたらどうだ？」


　仁志は少しだけ背をかがめると、湊の顔を覗のぞきこんできた。


　じろっと見つめてくる、視線がうるさい。湊は、ぷいっと顔を横にそむけた。


「この様子だと遅ち刻こく常習犯だろう、おまえ。ちょうどいいじゃないか。その怠たい惰だな生活態度を、叩たたきなおしてやるよ」


　そっぽを向いた湊の顔を両手で挟はさみこみ、仁志は強ごう引いんに自分のほうへ向けさせる。


「くそ……っ」


　図星をぐっさりと刺さされて、湊は口をへの字に曲げた。


「痛いから、離はなせって。日焼けして、顔、ひりひりするんだってば！」


「……顔も首筋も腕も真っ赤だな。まったく、こんな日差しが強い日に、うろうろするからだ」


　仁志はぱっと手を離すと、湊のクセっ毛に手を置いた。


「髪かみの毛も焼けてるな……。熱射病になって、ますます頭が悪くなったらどうするんだ」


「いてっ」


　軽く小こ突づかれたかと思うと、ぎゅっと手を引っ張られる。


　湊はびっくりして、視線を上げた。仁志は湊のほうを見ないまま、手を引いて歩きだす。


「さっさと火ほ照てりを冷ましたほうがいい。水ぶくれになるぞ」


「……わかってら」


　ふくれっつらになった湊は、そのまま黙だまりこむ。


　つないだ手の力は強くて、照れくさいけれども振ふり解ほどけない。こんなふうに誰かと手をつないで歩くなんて、あまりない経験だった。


「それから、昼食だが……」


　昼食、の言葉に、湊のおなかが反応する。


　朝食抜きで歩きまわった後で、いつも以上にハラペコだった。


　どうせ昼も抜きなんだよなと、湊は空すきっ腹ぱらをあいているほうの手で押さえた。腕時計の時間は一時半過ぎ。昼の時間をオーバーしている。


「今日は客が来ていて、俺もまだだ。三十分後に食事にするから、さっさとその顔をどうにかしてダイニングに来い」


「えっ……」


　どうやら昼抜きにならずに済むらしい。なんてラッキーなんだろうと、湊は小こ躍おどりした。


「……でも、ずるいじゃん。自分が都合悪いときには時間ずらすなんてさ」


　仁志はひょっとしたらいいヤツかもしれないと、一瞬だけ思ってしまったものの、五日連続朝食抜きの恨うらみは深い。湊は、ぽつりと恨み言をこぼす。


「……」


　仁志は、ちらっと湊を振りかえった。


「……なんだよ」


　じっと見つめられて、湊も思わず見つめかえす。ところが仁志は、十秒くらい湊を見つづけたかと思うと、深々と溜ため息いきをつくなり、手を振り解いた。


　照れくさかったけれども、つないでいた手の感かん触しよくはイヤじゃなかった。いきなり心ここ地ちいいものを奪うばわれて、湊はむっとしてしまう。


「な、なんかムカつく……！」


「……もういい」


「何がもういいんだよ！」


「うるさい。おまえの知能についてはなるべく低めに見積もっていたつもりだが、まだまだ俺も甘かったみたいだな。おまえは本当に日本人か。情じよう緒ちよ面で後おくれがあるだろう？」


　仁志は腰に手を当てて、これ見よがしにがっくりしている。


「何わけわかんねーこと言ってんだよ！」


　仁志の言っていることはさっぱり理解できないものの、全力で馬鹿にされていることだけはよくわかった。


　湊は悔くやしさのあまり、その場でじたばたと暴れたけれど、仁志は取りあわない。そのままスタスタと家の中に戻もどっていってしまった。





　肌はだの火照りを冷まして、汗あせでぐちゃぐちゃになってしまったＴシャツを着き替がえてから、ようやく湊は遅おそい昼食にありつくことができた。


　一いつ緒しよに食事をすることになった客の名前は瀬下直樹といって、仁志の従兄いとこだと言う。


　湊は彼みたいに、しっとりと微ほほ笑えむ大人を見たことがない。


　仁志の秘書をしている御木本という人に、ちょっとだけ雰ふん囲い気きが似ている。でも、直樹は御木本よりもミステリアスな感じがした。


　興味を持ってじっと見つめると、視線が幾いく度ども合った。そのたびに、彼は微笑んでくれる。なんだかドキドキした。


　食事のあと、リビングに移動すると、直樹は湊の隣となりを選んで腰こしを下ろす。


　ちょっとだけ緊きん張ちようして、食後の紅茶を飲みながらちらちらと隣に視線を走らせていた湊は、直樹のスーツの襟えり元もとがきらきらと光っていることに気がついた。


　メレダイヤのようなシャンデリアの光を映した、小さなバッジが直樹の左胸のボタンホールにはめられていた。


　湊は、ひょいっとそれに顔を近づける。


「直樹さん、これなぁに？」


「ん？　ああ、これね」


　直樹は綺き麗れいな指先で、ひょいっとバッジを摘つまみ上げた。


「これは、弁護士のバッジ」


「弁護士！」


　湊は、大きな目をまん丸にする。


「すげぇ！　直樹さんて頭いいんだね！」


「あはは。そんなふうに言われると照れるなぁ」


「家でふらふらしてる仁志と大おお違ちがいだよな」


「……おい、湊」


　それまで黙って直樹と湊の会話を聞いていた仁志は、不ふ機き嫌げんそうな声を上げた。


「高校を休んで、自主的な勉強なんてもちろんせず、家でゴロゴロした挙句に、朝もきちんと起きられないようなヤツが何を言う」


「あんただって、ずっと家にいるじゃんか！」


「これでもおまえを養えるくらいの収入はあるんだが？　居い候そうろうのクセに、態度でかいぞ」


「悪かったな！」


　湊は、べーっと舌を出す。


「俺だって、出てけるものなら、出ていくよ！」


　声が最後のほう、少し小さくなってしまったのは、あづさが帰ってこないことを思い出したからだ。


　仁志は鼻先でせせら笑う。


「……まずは駅まで辿たどりつかないことには、話にならんな」


「……っ！」


　他ほかの人の目があるから、湊も我慢しようとしていた。


　けれども、馴なれないことをすれば限界が来るのも早いのだ。


「おまえなんて、大っ嫌きらいだ！」


　勢いあまって立ち上がった湊は、どんと両方の手のひらをテーブルに打ちつける。


　テーブルの天板が揺ゆれて、カップとソーサーががちゃがちゃ音を立てた。


　湊は慌あわてて手を引っこめる。


　一客の値段が、湊の一年分の小こ遣づかいを搔かき集めたって弁べん償しようができないとかいう、たいそうな食器だ。割ってしまったら、ますます借りを作ることになってしまう。


「まぁまぁ。落ちつきなよ、湊くん」


　傍かたわらの直樹が、両手を小さくバンザイさせながら、湊を宥なだめにかかる。


　ソフトで甘い声に誘さそわれるかのように、思わず頷うなずいてしまいそうになった湊だが、ぎりぎりのところで踏ふみとどまった。


　でも、直樹相手にきついことも言えず、むっと口をへの字に曲げる。


「湊くんも、気が強いんだね」


　直樹は口元をほころばせた。整った顔立ちは品が良い。かっちりしたスーツに身を包んでいても、甘やかな雰囲気は損そこなわれていなかった。


「可愛かわいい顔をしているし、黙っていれば、ふわふわしてるように見えるのに。ちょっと意外かな。でも、男の子だから、これくらい元気なほうがいいのかもね。あんまり可愛いばっかりでも、心配だし。悪い人に、連れていかれてしまいそう」


　直樹はほのぼのと笑う。柔やわらかな面おも差ざしを見ているうちに、湊はすっかり和なごんでしまった。


　正直なところ、男なのに可愛いと言われるのは複雑だ。湊にとってはささやかなコンプレックスで、クラスメートに言われるたびに、相手をぶん殴なぐったものだ。


　いつもなら怒いかりが先に立つのに、今日に限ってはなんだか照れてしまう。


　直樹に言われると、心の底から誉ほめられているように感じるからだろうか。


　湊がすとんとソファに腰を下ろすと、世にも憎にく々にくしげな声が響ひびく。


「放ほうっておけ、直樹。どうせ口だけだ」


　直樹と向かいあうようにソファに座っていた仁志は、長い足を見せびらかすみたいに大きな所作で足を組んだ。


「なにせ、ここに来て五日で、十回目の家出宣言だからな。実行に移したのは初めてだが、駅まで辿りつけないようじゃ話にもならない。あの母親にしてこの息むす子こあり、か。あとさき考えないヤツらめ」


「あづさのことを、悪く言うなってば！」


　湊は尖とがった声を上げる。


　きつい視線をぶつけても、仁志は動じなかった。鼻先でせせら笑っている。冷たく見えるほど整った顔をしているから、よけいに頭に血がのぼった。


「仁志、言い過ぎだよ」


　直樹は、やんわりと口を挟はさんでくる。


「あづささんにだって、何か事情があったかもしれないんだから」


「それはたしかに、さぞ高こう尚しような理由があったんだろうよ」


　仁志は憎まれ口を叩たたく。でも、従兄には弱いらしく、少しだけ口調が和やわらいだ。


「なにせ、一人息子を置いて駆かけ落おちするくらいだからな」


　湊の心臓が、ぎゅっと縮こまる。


　傷ついているつもりはないのに、あらためて他人の口から聞くと、胸が痛んだ。


「……あづささんからの連れん絡らくは、ないままなの？」


　とげとげしくなっていた場の雰囲気を変えるように、直樹は柔らかな声を出す。


「ああ。一応、アパートにはここの連絡先を残しておいたが」


　湊の代わりに、仁志が返事をした。


「この家の名前を出したの？　連絡取りにくいかもしれないよ」


　直樹は眉まゆを寄せる。


「……そうだな。だが、息子が可愛ければ連絡の一つくらいよこすだろう。もう、うちの親おや父じもいないんだ」


　仁志の声は苦い。でも表情は穏おだやかだ。


「そのこと、あづささんは知っているの？」


「一応、書いておいた」


　声を潜ひそめた大人二人の顔を、湊は代わるがわる眺ながめた。


　湊の母親のあづさを、この二人は知っているんだろうか。


　二人の顔を交こう互ごに見比べても、答えは出ない。


　自分だけが状じよう況きようをわかっていないというのは、けっこうストレスになる。かといって、無理に聞きだせる空気ではなかった。


「これで一ヶ月なんだよな……。いつもなら、一週間もすれば帰ってくるのに」


　湊は俯うつむいて、毛足の長い絨じゆう毯たんの上に溜ため息いきをこぼした。


「今度の男とは、上う手まくいってんのかなぁ……。想像つかねぇけど」


「まったく、どうしようもない母親だな」


　ソファの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついた仁志は、溜息混じりに呟つぶやいた。


　なんてイヤなヤツだろうと、湊は舌打ちをした。


　彼は、初対面のときからこの調子だ。


　仁志自身が、好きで湊を引き取ったわけじゃないからだろうか。それにしたって、ちょっと露ろ骨こつだ。


　もっとも、仁志の立場になってみれば仕方ないような気もする。厄やつ介かいごとを押しつけられたんだろうから。


　でも、最初は素す直なおに下げる気だった頭が、なかなか下を向かなくなってしまった。


　仁志は湊の反発心を煽あおる。でも、彼の従兄はちょっとタイプが違ちがった。


　湊はちらりと、自分の横に座っている直樹へと視線を走らせた。


　――この人が、「あいつ」だといいのにな。


　直樹なら、イメージにぴったりだ。


　考えるだけで、胸が弾はずむ。


　可能性はゼロじゃない。それは楽しい想像だった。


　湊は父親の顔を知らない。


　でも、そのかわりに、湊を遠くから見守ってくれている人がいる。


　顔も名前も知らない。


　手紙の中でしか存在しない彼こそが、湊にとっては父親のイメージそのものだった。




２







『前略　湊くんへ』という言葉から始まる手紙は、いつもワープロかパソコンで打たれていた。


　優やさしい言葉が溢あふれたその手紙たちは、湊の宝物だ。高坂家に来るときにも、こっそりと持ってきてしまったほど。


　端はしのほうが少しだけ黄ばみかけている用紙にタイプされた手紙をベッドの上に広げたまま、湊は寝ねがえりを打った。


　ごろごろごろと、三回転がっても、まだベッドには余よ裕ゆうがある。


　広々として柔らかい寝ね床どこは、アパートのせんべい布ぶ団とんとは寝ね心ごこ地ちが全然違う。最初は、柔らかすぎて寝つけなかった。


　気がつけば、もう夏休みに入ってしまっている。


　湊の唯ゆい一いつの家族だった母親のあづさが駆落ちしてから、一ヶ月と一週間ほど経たつ。


　あづさは、まだ帰って来なかった。


　八月になってもこのままなら、本格的にこちらの高校への転入を考えたほうがいいだろうと、仁志は言う。


　見知らぬ他人だった仁志がいきなり現れ、湊を引き取ってから二週間。ようやく湊は、高坂家での生活に馴なじみかけてきていた。


　けれども、馴じめば馴じむほど、不安も芽生えてくる。


　このまま、あづさのいない生活に馴れてしまうんだろうか。


　あづさは二度と帰ってこないんだろうか。


　捨てられたとは思いたくない。あづさはただ、好きな男ができると、他ほかのことはみんなどうでもよくなってしまうだけだ。


　けれども、寂さびしさや不安は否定しきれない。


　――……マジ、あづさ帰って来ないのかなぁ……。


　ベッドの上で大の字になって、湊は目をつぶる。


　何か落ちこむことや嫌いやなことがあっても、宝物のように大切にしている手紙たちを読めばたいてい気分が浮ふ上じようするのに、今はその効き目がなかった。


　――俺、ずっとこの家で世話になるのかな。


　考えるだけで、気分が暗くなる。


　このまま嫌味を言われながら仁志の世話になっていたら、毎日毎日喧けん嘩かばかりして、性格が悪くなりそうだ。


　引き取ってもらえたのはありがたい。仁志は湊とは赤の他人だ。仁志のほうは何か事情があるようだし――「あいつ」とどういう関係で、どんな約束をしているのか湊は知らないけれども、世話になっているという現状には恩をどれだけ感じたって足りないくらいなんだろう。


　けれども、どうしても素す直なおになれない。


　――だいたい、どうして仁志なんだろう……。


「あいつ」本人が引き取ってくれたなら、よかったのに。


　湊は目を開ける。高い天てん井じように向かって、息を吐はきだした。


　湊は仁志が約束を交かわした相手がどんな人か知りたくて、最初はいろいろ聞いてみたけれども、仁志はどうしても教えてくれなかった。ただのお人ひと好よしな馬ば鹿かだ、とまで言う。そんなことを言われてしまうと、湊としては口もききたくなくなってくる。大切な人を悪く言われて、腹が立たないわけがない。


「くっそ……。仁志の根こん性じよう曲がりめ……」


　教えてくれたっていいのに、と湊は呟く。


「誰だれが根性曲がりだ、居い候そうろうのくせに。家主様を少しは敬え」


　顔に影かげが落ちたかと思うと、頭をぽかりと殴なぐられた。


　湊はがばっと跳はね起きる。


「いってぇなぁ……！」


「なにを、こんな昼日中からごろごろしているんだ」


　いつのまにか部屋に入りこんだのだろうか。見れば、仁志がベッドサイドに腰こしかけていた。


「なんで、あんたがここにいるんだよ！」


　湊は慌あわてて、枕まくら元もとに散らかしていた手紙を枕の下にしまいこむ。また仁志に、意地悪のネタを提供することになったら、たまったものじゃなかった。


　それに、大切な宝物をけなされたくない。


　その紙はなんだと聞かれるかと思ったが、仁志は慌てる湊を面おも白しろそうに見ているだけで、追つい及きゆうはしなかった。


　かわりに、仁志はタチの悪い笑えみを浮うかべる。


「ドアフォンを鳴らしたが、反応がなかった。鍵かぎが開いていたから入ってきたんだ。殴られるまで気がつかないのか。人間とは思えない鈍にぶさだな。おまえ、本当はナマケモノか何かじゃないのか？」


　湊はうっと息を飲んだ。どうしてドアフォンの音に気がつかなかっただけで、ここまで言われなくてはいけないんだろうか。


「……うっせぇな、仁志！」


「仁志さんと呼べ。さま付けでもいいぞ」


　ごくごく真ま面じ目めに、仁志は言う。


「てめぇなんか、呼び捨てで十分だ！」


「態度がデカい居候だな」


　湊が膨ふくらませた頰ほおを抓つまみ、仁志は横へとぎゅっと伸のばした。


「にゃなににしゅすりゅるんんだだーっ！」


「よく伸びるな。丸いツラしてるだけある。柔やわらかいし……ガキってことか」


　感心したように呟つぶやいてから、仁志はようやく手を離はなす。


「ざけんな！　用がないなら出ていけっ」


　ひりひりと痛む両頰を押さえて湊は叫さけんだ。


　コンプレックスを思いっきり刺し激げきされたせいで、目が三角になってしまう。


　たしかに、湊は同じ年とし頃ごろの男に比べれば、頰の肉も落ちていなくて、全体的に肉づきが柔らかい。決して太っているわけではなくて、どちらかというといい加減な食生活のせいで瘦やせているはずなのに、ラインが柔らかい印象を与あたえるのだ。


　どうにも大人の男の体になりきれていないというのは、顔の造作と合わせて湊も気にしていることで、口調が荒あらっぽくなるのは、コンプレックスの裏返しみたいなものだった。


　色素の薄うすい大きな目だとか、小学校の低学年まではそばかすに悩なやまされたほど白い肌はだだとか、日の光を浴びると金きん髪ぱつに見える茶色い髪かみだとか。小さなくちびるはやっぱり色素が薄くて、ピンクに近いような色。まつげも長くて、日本人離れしている。可愛かわいいという言葉を投げかけられることは多いけれども、誰も男らしいとは言ってくれない。


　仔こ猫ねこが首の毛を逆立ててるときみたいに、全身で怒いかりを表現している湊に向かって、仁志はにやりと笑ってみせた。


「いいのか？」


「何がだよ」


「いいこと教えてやろうと思ったのに」


　思わせぶりな言葉に、湊は仁志へと顔を近づけた。


「……何？」


「教えてほしいか」


「もったいぶるなって」


　仁志は湊の頰を両手で包みこむと、耳たぶすれすれのところにくちびるを寄せる。


　――え……っ。


　ちょっとクセのある香かおりが、ふんわりと湊を包んだ。驚おどろいた心臓が、大きく音を立てる。


「直樹が来てる」


「早く言え！」


　湊は仁志を押しのけると、ベッドから飛び降りた。


「……露ろ骨こつに態度を変えて」


　小さく呟いた仁志は、駆かけ出そうとした湊の足あし下もとに、ひょいっと足を出した。


「わっ！」


　湊は見事に仁志の足に引っかかり、つまずく。


　よろめいて転びかけ、湊は咄とつ嗟さに手を前に出そうとした。


　ところが襟えり元もとがちょっと苦しくなっただけで、覚かく悟ごしていた衝しよう撃げきは訪おとずれない。


「……おまえ、本当に馬鹿だな」


　仁志の呆あきれ声がする。


　諸悪の根源は、湊の襟の後ろを猫の子を持つように摑つかんでいた。


「あんたのせいだろ！」


「おまえが不注意だからだ」


　仁志はひょいっと、湊を抱かかえあげる。


「お、おい、仁志！」


「じっとしてろ。いくらおまえが細くて軽いといっても、暴れられると重い」


「馬鹿、下ろせって！」


　お姫ひめさまがされるみたいに、仁志の腕うでに横よこ抱だきされてしまった。湊は恥はずかしさのあまり、ばたばたと暴れる。


「やだね」


　湊を揺ゆすりあげ、しっかりと抱え直した仁志は、そのまま歩きだした。


「なんでだよ」


「嫌いやがらせだ」


　涼すずしげな目元を細め、仁志は言い切った。


「……このヤロ……っ」


　正々堂々と言われてしまい、湊は二の句が継つげられなくなる。


「このまま、直樹のところまで連れてってやろう。喜べ」


「……っ！」


　そのままぶん殴ってやろうとしたのに、仁志はあっさりと湊の拳こぶしをかわした。


「おまえは、本当に面白いな」


　仁志は湊の体を軽く揺すりあげると、額を軽くくっつけて目を閉じる。


　整った顔がいきなりアップになったので、水すい槽そうの外に投げ出された金魚みたいに、湊は口をぱくぱくさせてしまった。


　――うわーっ……。


　仁志は間近で見ても、本当に綺き麗れいな顔をしていた。すっと伸のびた鼻筋も、涼しげな切れ長の目ひとみも、形のいいくちびるも、部品の一つ一つがカンペキだ。そしてその完かん璧ぺきな部品の一つ一つが、ちょっとの狂くるいもない位置に収まっている。


　柔らかい印象なんて、ちっとも感じられない。厳しい、という言葉のほうが彼にはよく似合う。


　けれども、ふんわりと伝わってくる温ぬくもりは、くすぐったいほど心ここ地ちよかった。


　そっと額を擦こすりあわされると、甘やかされているような、甘えられているような、不思議な気分になる。


　こういうスキンシップには全く免めん疫えきがない湊は、必要以上にうろたえてしまった。


　――なんだよ……っ！


　胸がドキドキしはじめたことを自覚して、湊はぎゅっとくちびるを嚙かんだ。


　さっきまで不安の渦うずに巻きこまれていたのに、今はこんなにも気分が軽い。


　一人ぼっちで落ちこんでいたことを見み透すかされ、慰なぐさめられているようで、悔くやしかった。


　子ども扱あつかいされて、いいようにあしらわれているのに、こんな気持ちになるなんて、湊はよほど心細かったんだろうか。


　認めたくないけれども、手を離されたくないと思ってしまう。


　ちょっとクセのある、懐なつかしいような香りに包まれて、湊は不ふ機き嫌げんな沈ちん黙もくを守った。








　直樹は、昼ごはんを食べに来たそうだ。


　彼は普ふ通つうの人が働いているような時間でも、高坂家に遊びに来ることがある。


　外に出たついでに寄った、と彼は事も無げに言う。湊くんの顔を見たいし、と言われるとちょっと嬉うれしくなった。


「弁護士って、忙いそがしいんじゃないの？」


　白いお皿にデコレーションされた料理をつつきながら、湊は尋たずねる。


　ここの家のごはんは、何皿も何皿も出てきて、どれもちょこっとだけ盛られている。見た目は綺麗だけれども、もっと量があればいいのになぁと湊は食事のたびに思った。


　美お味いしいけれども上品すぎる料理よりはカップラーメンが食べたい、と発ほつ作さみたいにうろうろしてしまうこともあったが、この家にはインスタント食品が一いつ切さいない。


　近くにはコンビニもあるみたいだけれども、お金がない湊は気軽に買い食いができなかった。


「うーん、忙しい人もいるだろうね」


　直樹は馴なれた手つきで白身魚を切り分ける。がちゃがちゃ音を立てながら、ナイフやフォークと格かく闘とうしている湊とは、大おお違ちがいだった。


「……直樹は要領がいいからな」


　仁志はしかめっつらになる。


「それよりも湊、食器の音がうるさいぞ。サルだって、教えればもうちょっとマシにナイフとフォークを使えるはずだ」


　痛いところを突つかれて、湊はムッとした。


　仁志は気まぐれだ。


　さっきみたいに不気味なくらい優やさしい顔をして湊を見ていることもあるのに、こんなふうに憎にくまれ口を叩たたく。


　他ほかに言いようがないんだろうか。カドが立つ言葉ばかりを、選ばれているような気までしてくる。


　仁志の二面性に、湊は振ふり回されてしまっていた。


　普ふ段だんはイヤな奴やつという印象が先に立つから、仁志なんかにどきどきしてしまうと、あとで死ぬほど落ちこみたくなる。


「しょうがねぇじゃん。使いなれてないんだからさ。箸はしくれよ、箸！」


「馬ば鹿かめ。もう二週間だろう。いい加減に馴れろ」


「日本人だから、箸が使えればいいじゃん！」


「努力しろ、努力。行ぎよう儀ぎが悪すぎるぞ、おまえは」


「うっせーよ！」


　ナイフとフォークを握にぎりしめたまま湊が声を荒あらげると、直樹が穏おだやかに声をかけてきた。


「二人とも、落ちつきなよ」


　いつものパターンだ。


　直樹はすっと立ち上がると、湊の後ろに立った。


「……直樹さん？」


「湊くんは、馴れてないから仕方がないよね。力が入りすぎてるかも。もっと楽にしても、ちゃんとナイフは切れるようにできてるから」


　直樹は背中から湊の手に自分の手を添そえると、白身魚にナイフとフォークを入れる。


「力抜ぬいててね……。ほら」


　あれだけ湊の言うことを聞いてくれなかったナイフが、すんなりと白身魚を切り分ける。


　湊は歓かん声せいを上げた。


「あーっ！　すげぇ、ちゃんと切れた」


「でしょう？」


　湊が直樹を振り仰あおぐと、視線が合った直樹はふんわりと微ほほ笑えんだ。


「……甘やかしすぎだぞ、直樹」


　仁志は不機嫌そうに呟つぶやく。


「仁志が辛からすぎるんだよ」


　くすくす笑いながら、直樹は席についた。


　仁志は大きな素振りで肩かたをすくめる。湊はそんな彼に向かって、思いっきり舌を出した。


「……お食事中、失礼します」


　ノックの音につづき、ダイニングに仁志の秘書の声が響ひびく。


　秘書の御木本と湊は、あまり口をきくこともない。


　でも、たまに目が合うと笑いかけられるから、湊は彼のことがなんとなく好きだった。


　いつもきちんとスーツを着ている彼は、とても真ま面じ目めな人みたいだ。眼め鏡がねをかけているから、よけいにそう見えるのかもしれない。


　食事時に彼が顔を見せるなんて、湊がこの家に来て初めてのことだった。


「どうした、御木本」


　仁志はフォークとナイフを置いた。


「マザーズで動きがありました。仁志さんが気にしていらっしゃったプログレス・コーポレーションが売りに出されています」


「そうか！」


　いつもはどちらかというと冷れい淡たんそうな顔をしていることが多い仁志が、ぱっと明るい表情になった。


　――え？


　湊は、目をぱちぱちと瞬まばたきさせた。


　仁志のこんな顔、はじめて見る。


　黒い瞳ひとみはいきいきと活力に溢あふれ、輝かがやいていた。


「わかった。すぐに行く。状じよう況きよう次し第だいでは、しかけるぞ」


　自信に溢れた声だ。聞きほれてしまいそうになって、湊はとまどった。堂々として、強くて、背筋がぞくんとするほど色っぽい。


「かしこまりました」


　仁志は席を立つと、御木本と連れ立ってダイニングを慌あわただしく出て行ってしまった。


「……なんだあれ？」


　仁志と御木本の背中をおとなしく見送った湊は、はっと我にかえり、仁志の声に聞きほれそうになったという一生の不覚をごまかすかのように声を上げた。


「食事の最中に出てくなんてさー、仁志のほうが行儀悪いじゃん」


　湊は仁志の皿に残った白身魚を見て、半目になる。


「……あれはね、仕方がないんだよ」


　直樹はくすりと笑った。


「仁志も仕事のことになると人が変わるから……」


「仕事？」


　首を傾かしげて、湊はまばたきをした。


「なにそれ？　仁志って仕事してたんだ。ずっと家にいるみたいだから、遊んでるのかと思ってた」


「……湊くんは可愛かわいいなぁ」


　白い手のひらで、直樹は口元を覆おおう。


「確かに、仁志は働く必要がないほどの資産家だけど、ちゃんと仕事をしてるよ。まぁ、趣しゆ味みに近いかもしれないけどね……」


「へぇ……」


　白身魚をフォークに刺さして口に運ぶと、柔やわらかな白身が口の中でほろりと崩くずれる。湊はフォークをくわえたまま唸うなった。


　そういえば湊は、仁志自身のことなんてなんにも知らない。


　ちゃんと向きあって話をしたことなんてないから、知りようもなかった。


「仁志、なんの仕事してんの？」


　仁志のさっきの表情を思いだしながら、湊は尋たずねる。


　この家に来てはじめて、彼自身に興味を持った。


　彼にあんな顔をさせるものがなんなのか、知りたくなる。


「……さぁ？」


　直樹は、ふふっと笑った。こそばゆくなるくらい優しい笑え顔がおだった。


　湊はちょっとだけ、仁志の笑顔を思い出した。











　高坂家での生活は単調だ。


　夕飯後、自分に割り当てられた部屋に引っ込んだ湊は、ごろんとベッドに寝ねっころがった。


　自宅にいるときは、ごはんのあとに寝っころがると「ブタになるよ」と叱しかられたけれども、今は叱ってくれる人もいない。


　直樹とだったらいつまでもしゃべっていられるような気もするけれど、彼だって四六時中一いつ緒しよにいてくれるわけじゃなかった。


　身の回りのことはハウスキーパーが全部やってくれる。


　学校もない今、湊がしていることといえば、テレビを見てだらだらするくらいだ。


　友達とも遠く離はなれているし、自由になるお金もないから遊びに行くこともできない。


　退たい屈くつなら書庫の本でも読めばいいと言われて、ちょっと覗のぞいてみたけれども、漫まん画がや、湊が読めそうな本なんて一冊もなかった。


　小こ遣づかいくらい、仁志に頼たのめば与あたえてくれる気がする。


　でも、これ以上借りを作りたくもなかった。それが仁志にとっては、貸しのうちにも入らないことだとしても。


　ここは、今までの湊の生活とはなにもかもが違ちがう世界だった。


　馴なれてきたけれども、やっぱり違い和わ感かんが消えない。


　――上う手まくいかないなあ。


　湊は、昼間の直樹と仁志の様子を思い出した。


　三人でしゃべるのは楽しいけれども、やっぱり微び妙みような気分になることもある。


　年ねん齢れいが一回り以上も違うから、彼らと目線を合わせるのは難しい。何よりも育った環かん境きようが違いすぎた。


　たまに、置いてきぼりにされているような心細さを感じる。


　今日の昼間、仁志が見せた表情が忘れられない。御木本に向かって見せた、仁志の心の底からの嬉うれしそうな笑顔が。


　あんな顔、絶対に湊の前では見せてくれないだろう。


　たまに向けられる甘い眼まな差ざしとも違う。素すの仁志の表情だった。


　気にいらないヤツと思っているのに、ああいう顔を自分の前でも見せてくれればいいのにな、と思ってしまうのはなぜだろう。


　湊はこの家の異分子でしかないから、いつでも居たたまれないような気分がつきまとってしまう。


　仁志が気まぐれに見せてくれる優やさしさに、そのまま甘えることができたら、もっと楽な気分になれるんだろうか。


　けれども、どうしても甘えきれない。


　優しくしてもらえる理由がわからない。それに、居い候そうろうをしているという負い目がある。しかも、仁志自身の意思で引き取ってくれたわけじゃなくて、仁志は誰だれかとの約束を果たしているだけだから、よけいに居い心ごこ地ちが悪い。


　反発してしまうのも、仁志に負い目を刺し激げきされるからなのかもしれない。


「やっぱ、出ていっちまおうかなぁ……」


　自分の居場所がないところに、ずっといるのはキツい。


　湊は天てん井じようを見上げる。


　高い天井なのに、どうして圧あつ迫ぱく感かんを感じるんだろう。


「まだそんなことを言っているのか」


　顔の上に、大きく人の形をした影かげが落ちる。


　湊は目をまん丸にした。


「仁志、あんたどうしてここに……！」


「部屋に鍵かぎをかけていなかったのは、おまえだろ」


　学習能力のないヤツめ、と仁志は呆あきれたように呟つぶやいた。


　今日のお昼と同じパターンだ。


　湊は悔くやしくて、くちびるを尖とがらせる。家にいたときは、ふすまで区切られた小さな四よ畳じよう半はんが湊の部屋だった。鍵をかける習慣なんて、あるはずもない。


　いつのまにかベッドの端はしに掛かけていた仁志は、覆い被かぶさるように湊の顔を覗きこんでいる。


「いいか、湊。おまえみたいなガキが一人で生きていけるほど、世の中甘くないんだぞ。あづささんが、ずっと帰ってこなかったら、どうするつもりなんだ」


「それは……」


　図星を指されて、湊はぐっと押し黙だまる。


　仁志の言うとおりだ。


　学校をやめて働いたとしても、今住んでいるアパートの家賃を払はらいながら生活できるかは、湊にもわからない。もっと田舎いなかに引っ越こしたらいいんだろうか。でも、どこに。


　考えても考えても、絶望的な答えばかりが出てきた。


　湊には親しん戚せきもいない。本当はいるかもしれないが、少なくとも湊は知らない。正しよう真しん正しよう銘めい、母子二人っきりの家族だった。


「大人しく居候してろ。おまえ一人くらい、食わせるのはなんてことない」


　相変わらずな口のきき方。でも、仁志の声は少しだけ優しかった。だけどやっぱり腹が立って、湊はくちびるを尖らせる。


「……借り作るの、やだ」


　湊は一言だけ、空中に言葉を放ほうりだした。


　息苦しいような、居心地が悪いような、この気持ちをなんて言えばいいんだろう。


「……」


　仁志は、じっと湊の目の奥を覗きこんできた。視線は鋭するどい。湊の中まで切りこんでくるような目つきだった。


　迫はく力りよく負けしそうで、湊はぐっと下腹に力を入れる。


　そうやって見つめあって、しばらく。仁志は薄うすいくちびるを上下させた。


「……なるほど」


　低い声だ。喉のどの奥で一いつ瞬しゆんわだかまったものが、出てくる……そんな感じの響ひびきだった。


「難しいヤツだな」


　仁志を怒おこらせたのかと湊は思ったが、どうやら様子が違う。


　どちらかというと、仁志は痛そうな表情をしていた。


　体が痛いのか、心が痛いのか。湊にはわからなかったけれども。


「そんなに、俺に借りを作るのは嫌いやか」


　仁志が悪いわけじゃないんだけど、と湊は心の中で呟く。でも、上手く自分の気持ちが説明できそうになかったので、口をへの字にした。


「……だって、あんたが俺の面めん倒どうを見てくれる理由って、ないじゃん」


「約束だと、言ったはずだが」


「けど、それはあんたの望んだことじゃないんだろ？」


　仁志の冷たく整った顔が、ゆっくりと湊に近づいてくる。


　すっと通った鼻が、湊の鼻先に擦こすれた。


「そんなに貸し借りにこだわるなら、ギブ・アンド・テイクで行こうか。俺はおまえが大学を出るまで援えん助じよしてやる。そうだな……。あづささんが帰ってきたとしても、だ。そのかわり、おまえも俺に何かをすればいい。おまえは俺に、何ができる？」


「何って……」


　湊に差し出せる財産なんて、何もなかった。アパートからこの家に持ってきたのは、自分の手回りの荷物だけ。それだって、ボストンバッグ二つぶんにしかならなかった。そのうちの一つは、手紙の束で半分くらい占しめられている。


「……俺、なんにもないや。ほとんど体一つで来ちゃったもんな……」


　口に出して、悔しくなる。湊は子どもだった。自分一人の力で生きていけない、何もできない子ども。


「……立派な財産を持っているじゃないか」


　仁志は、すっと涼すずしげな目元を細めた。


「え？」


「体」


　仁志の口元は、笑えみの形に歪ゆがんだ。


「身一つで来たとはいっても、労働で返すことはできるだろう？」


　湊は、ふっと息を吐はく。


「でも、俺なんにもできねぇよ。料理はできるけど、ハウスキーパーさんたちみたいに、凝こったものは作れないし……。庭の手入れもできねぇし、あったりまえだけど免めん許きよもないよ。馬ば鹿かだから、あんたの秘書みたいなこともできない」


「……そうだな」


　仁志は、くっと喉の奥で笑った。


「だが、そんなおまえでもできることがあるぞ？」


「へ？」


「ちょっと大変かもしれないが、馴なれれば楽かもな」


「……なんだよ、それ」


　湊は目を細めて、仁志を見つめる。珍めずらしく笑っている目は、甘い色の輝かがやきを湛たたえていた。


　笑いかけられると、やっぱり弱い。湊の心臓は正直者で、どきどきと大きな音を立てはじめた。


「なんだと思う？」


「わかんねーよ。俺ができることで、おまえにメリットがあること、なんかあんの？」


「……あるさ」


　仁志の指先が、湊の髪かみの毛に伸のびる。長い指が猫ねこっ毛にさしこまれ、ゆっくりと搔かき混ぜられた。


　たわむれるような指の動きのせいか、背筋がぞくりとした。湊は体を強こわばらせながら、薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみに仁志の姿を映す。


　小馬鹿にしたような笑みを浮うかべて、仁志は請うけ合った。


「俺はどっちでもいいんだが……。まぁ、おまえが借りになるからこの家にはいられないって言い張るなら、受け取ってやるよ」


　仁志は、ゆっくりと湊の上からどく。


　スプリングが軋きしんだ。


　仁志はベッドから下りて、動けないままの湊を見下ろす。


「俺は部屋に戻もどる。借りが返したくなったら、いつでも来るんだな」


　シャワーは浴びてから来いと言い残し、仁志は部屋を出ていった。








　熱いシャワーを浴びたせいか、全身が火ほ照てっている。


　パジャマに着き替がえた湊は、仁志の部屋の前に立っていた。


　仁志の部屋は、湊の部屋の斜ななめ隣となりだった。屋や敷しきの中では一番広い場所らしい。


　重そうな木の扉とびらは、湊の部屋のものと一いつ緒しよだ。大きなそれのてっぺんを見上げ、湊は溜ため息いきをついた。


　仁志が湊に何をさせるつもりなのか、さっぱりわからない。


　でも、肉体労働って言ってたくらいだし、きっとそんなに難しいことじゃないんだろう。湊はそう考えて、仁志の提案を受け入れることにした。


　ドアフォンに指を触ふれさせたり、引っこめたりを繰くりかえしたあと。湊は思い切って指先に力をこめた。


　一、二、三まで数えたところで、中から鍵かぎが開いているという答えがあった。


　湊は、そっと扉を押す。


　仁志の部屋に入るのは、初めてだ。湊はきょろきょろと辺りを見み回した。


　置かれている家具は、基本的に湊の部屋のものと変わらないみたいだ。でも、本ほん棚だなも机も、ひとまわり大きかった。


　机の上にはパソコンのモニタが二つ。そしてサイドテーブルには、大きなテレビが置かれていた。


　天てん井じようまである本棚には、ぎっしりと本が詰つまっている。日本語だったり、英語だったり、よくわからない文字でタイトルが書かれていたりした。


　いったい、仁志はどういう仕事をしているんだろうか。湊には、さっぱり見当がつかない。


「……本当に来たのか」


　椅い子すに座ったまま、仁志はくるりと一回転して振ふりかえった。


　もっと面おも白しろがっているような表情をしているのかと思ったら、案外深刻な顔をしていた。


　肘ひじ掛かけの上に置かれた指が、せわしく踊おどっている。


　彼もお湯を使ったあとなんだろう。ブルーグレーのパジャマ姿だ。ちょっと物珍しい。


　いつもは後ろに流している長い前髪が降りて、目にかかっていた。それをうるさそうに搔きあげた仁志は、ゆっくりと椅子から立ち上がる。


　湊は体の横で、ぐっと拳こぶしを握にぎった。


「来たよ。悪いか」


「……悪くはないな」


　足早に近寄ってきた仁志は、頭二つ分上から、湊を見下ろす。


「それじゃあ、遠えん慮りよなく借りを返してもらおうか」


「……どうすりゃいいんだよ」


「そうだな……」


　くくっと、仁志は喉の奥で笑った。


「とりあえず、ベッドへ」


　仁志は、湊の手を取る。子どもみたいに手をつないで、部屋の隅すみに寄せられたベッドに向かった。


　ベッドサイドに並んで立つと、仁志はさっさとベッドの端はしに腰こしを下ろす。


「まずは肩かたでも揉もんでもらおうか」


　ベッドに掛かけた仁志は、笑いを含ふくんだ眼まな差ざしで湊を見つめた。


「……へ？」


　言われた意味がわからない。湊は目をぱちぱちとしばたたかせた。


「体で返すんだろ。肩揉み奴ど隷れいにしてやるよ」


「わ、わかったよ」


　拍ひよう子し抜ぬけする。本当に、たいしたことはさせられないみたいだ。肩を揉むくらい、どうってことない。これで居い候そうろうの借りが返せるなら、仁志専属の肩揉み奴隷になったっていいくらいだ。


　いそいそとベッドに上がると、湊は仁志の背中に回った。


　ベッドのスプリングは柔やわらかくて、膝ひざ立ちになるとバランスを取るのが難しかった。


「肩を揉んだことは？」


「あるよ。あづさ、冷え性しようだから肩こりなんだ」


　湊はおずおずと、仁志の首筋に触れる。


　太い首筋は、あづさのほそっこい首とは全然違ちがった。いつもより力をこめても大だい丈じよう夫ぶだろうか。


　湊はパジャマの上から、ぐいぐいっと仁志の肩を押す。


　ちょっと力をこめただけで、手ごたえがあった。


　押したり、叩たたいたり、少しずつ力をこめながら大人しく肩を揉んでいたものの、しばらくすると無言でいるのが堪たえられなくなった。


「……こってんな」


　湊は小さな声で仁志に話しかけた。


「目を使うことが多いからな」


　いつもよりはずっと穏おだやかに、仁志は返事をする。


　なんとなく気が楽になって、湊は肩を揉みながら話をつづけてみた。


「……そういえば、あんたはなんの仕事をしてるんだ？」


「説明してやってもいいが、おまえにはわからんだろう」


　馬鹿だから、というニュアンスが仁志の言葉には滲にじんでいる。むっとしたけれども、湊は突つっかかるのはやめて、会話を先に進めてみた。


「なんか、ヤバい仕事？」


「どうしてそうなる」


「だって、そう年食ってるわけでもないのに、こんなデカい家に住んでるし。それに、会社勤めとかじゃないんだろう？」


「……まぁ、そうだな。親おや父じから受け継ついだものもあるんだが」


　軽く握りこぶしを作って肩をとんとんと叩いていた湊の手が、いきなり仁志に捕つかまえられてしまう。


　湊よりも、一まわり彼の手のひらは大きい。がっしりした感かん触しよくに、どきっとした。


　驚おどろいて仁志の顔を覗のぞきこむと、そのまま腕うでを摑つかまれて引き寄せられる。


　バランスを崩くずしてよろけ、気がついたときには、湊は仁志の腕の中にいた。


　薄うすいパジャマの布地越ごしに、硬かたい感触がする。湊と違う大人の男の体には、きっちりと筋肉がついているようだった。


　湊はどきっとして、仁志の顔を見上げる。


「そういえば、オヤジさんは？」


「死んだ。五年前に、癌がんで。おふくろは、もっと前に死んでる。顔も覚えていない。直樹の母親の姉だったそうだが」


　湊の体を膝の上に乗せた仁志は、そっけなく言った。


「……俺と逆だ」


　湊は、くりくりっと薄茶色の瞳を一回転させる。


　初めて、仁志に親近感を感じた。


「俺、オヤジの顔知らないんだ。あづさが捨てられたときに、一緒に捨てられちゃったんだって。そのあづさも、すぐにどこかに行っちまうけど……」


　今までは、あづさは帰ってきてくれた。でも、今回は帰ってこないかもしれない。そんな考えは、湊の胸にずきずきと痛みを走らせる。


　仁志の指先が、襟えり足あしに触れてきた。


　湊はびっくりして、仁志を振りかえる。


　仁志はかすかに笑っていた。柔らかく細められた目を向けられると、ざわざわと心が騒さわぐ。


　まただ。こんなふうに、気まぐれな優やさしい視線で見つめてきたりするから、湊は仁志に振り回されてしまう。


「マッサージ、してやろうか？」


「うん……」


　今までよりもかなり優しい気持ちになって、湊は仁志の好意を受け入れた。


　首や肩の筋に沿って、仁志の指先は器用に動く。


　心ここ地ちいい刺し激げきだった。


　緊きん張ちようしきっていた体が、ゆっくりとほぐされていく。


　気持ちがよくて、湊はうとうとと眠ねむりかけてしまった。


　どれくらい、そうしていただろう。


　耳の裏側をすっと撫なでられ、湊は我にかえった。


「……ん………うん？」


　今までの触さわり方とは違う。仁志の指が、あやしい動きをはじめた。


　首筋を、耳たぶを、からかうみたいに指が辿たどる。くすぐったいような、微び妙みような接せつ触しよく。湊は、仁志の顔を見上げた。


「……どうかしたのか？」


　何か言いたげな湊の視線に気がついたらしい。仁志はふと、目元を和やわらげた。


「たいしたことじゃねぇけど……」


　湊は口ごもり、俯うつむく。


「そうか」


　仁志は湊の耳元で、短く呟つぶやいた。そして、さっと彼は体を引く。


　完全に体を仁志に預けていた湊は、バランスを崩してベッドの上に倒たおれてしまった。


「なんだよ、いきなり……！」


　くちびるを尖とがらせて、文句を言おうとしたときには手て遅おくれだ。湊はシーツへと沈しずめられていた。


　仁志は覆おおい被かぶさるように、湊の上にのしかかってくる。


「ひ、仁志……！」


　視線が合うと、仁志はにやりと笑った。


「そろそろ、借りを返してもらおうか」


「……？」


「そのつもりで来たんだろ？」


「それはそうだけど……」


　でも、これはいったいなんの真ま似ねだと、湊は丸い目を吊つり上げた。肩揉み奴隷が仕事じゃないのか。


「俺はおまえを援えん助じよすると言った。おまえは体で借りは返すと言った。……間違いないな？」


　仁志の声は低い。視線の強さに、湊は心臓を高鳴らせた。


「そ、そうだけど」


「と、いうことは、合意というわけだ」


「何言ってんだよ、仁志」


「……強ごう情じようなヤツ。大人しく居候していれば、普ふ通つうに可愛かわいがってやったのに」


　会話がさっぱりかみ合ってない気がするけれども、仁志の声は意地悪なものじゃない。それなのに、どことなく不ふ穏おんな気配があった。


　くちびるに柔らかなものを感じる。キスされたことに気がついたのは、五秒あとのことだった。


「……っ！」


　湊は慌あわてて、仁志の肩をぐいっと押した。


「な、なにすんだよ！」


　手の甲こうで、ぎゅっぎゅっとくちびるを擦こする。少し濡ぬれていた。先ほどの感触が生々しく甦よみがえってきて、湊は顔を真っ赤にした。


「キスくらいで騒ぐな。なんだ、初めてだったのか」


　仁志は妙みように楽しそうだった。


　直球で尋たずねられて、湊は歯は軋ぎしりする。まったく、その通り。初めてだ。誰だれともしたことなんてなかった。


「そんなナリで、経験ゼロか。おまえの周りはよっぽど、腰こし抜ぬけか不ふ感かん症しようぞろいだったようだな」


　口調は冷ややかだが、仁志はどこか満足そうにも見える。


「……あんたホモだったのか？」


　湊はシーツの波のはざまでじたばたともがき、仁志の体の下から逃のがれようとした。


　でも、もう遅おそい。頭の両りよう脇わきには、しっかりと仁志の肘ひじが置かれている。


　全身に、二まわりは大きい仁志の体の重みを感じた。


「楽しめれば、どちらでも」


　笑いながら、仁志はとんでもないことを言い出す。


「まるっきり初めてじゃ、最初は面めん倒どうばかりかもしれないな。でも、おまえの泣きじゃくる顔や嫌いやがる顔が見られるのなら、それだけでも儲もうけものだ」


　湊の顎あごを摘つまみ上げ、仁志はにやりと笑う。


「本気で泣きが入るまで、たっぷり可愛がってやるさ」


「ふざけるな！」


　両腕を摑まれて、湊は悲鳴に近い声を上げた。


「どうして？　俺に借りを作るのが嫌だと言い出しだのは、おまえだろう」


　仁志の声には、少しだけとげがある。


「借りを作りたくないから出て行くと言い張るのなら、体で清算してすっきりしてもいいと、言っているだけさ。大人しくおもちゃになっていれば、せいぜいいい思いをさせてやるよ。取引だ。悪くないだろう？」


　まぶたの上に与あたえられた感触は柔やわらかい。軽いキス。頰ほおを、こめかみを、鼻の頭を滑すべるくちびるは最後に湊のそれへと重なった。


「……んっ…」


　くちびるを重ねられた瞬しゆん間かん、湊は息を詰つめる。


　奥歯がみっともなく、がちがちと音を立てて鳴っていた。


　嚙かみついてやろうとしたのに、それができない。押さえこんでくる力は容よう赦しやなく強かったけれども、キスはとろけてしまいそうになるくらい気持ちが良かった。


　――……って、ダメじゃん、俺！


　気持ちよくなってしまうなんて、一番ダメな気がする。湊は一いつ生しよう懸けん命めい、キスから逃れようと体をよじった。


　でも、体格の差は大きい。必死でばたばた動いているつもりなのに、実際は完全に押さえこまれていて、体はちっとも動かなかった。


「……震ふるえているのか」


　くちびるが離はなれる。


　湊は大きく息を吸いこむと、大声で叫さけんだ。


「そーゆー問題じゃないだろがっ！」


「そんなに大声で怒ど鳴ならなくても聞こえる。こんなときまでうるさいヤツだな」


　仁志の手が、湊の髪かみを撫なでる。穏おだやかな手つきだ。落ちつけと言われているみたいだった。


「別に、取って食ったりはしないさ。おまえも楽しむつもりでいればいい」


　耳元に囁ささやかれた、声は熱っぽい。


　湊は、ごくりと息を飲んだ。


「何言って……」


「体で借りを返すと言ったのは、おまえだぞ」


「違ちが……っ」


「違わない」


　耳の中に息を吹ふきかけられ、湊は背筋をしならせた。


　顎を摘み上げられる。ふたたび、重なってくるくちびる。小鳥が餌えさをついばむような軽いキスが、繰くりかえし与えられた。


　全身が熱っぽくなる。


　仁志はイヤな奴やつなのに。それなのに、仁志とのキスがこんなにも気持ちがいいなんて、悔くやしくなってくる。


「う……ん…」


　仁志のくちびるの感かん触しよくは柔らかくて、でも湊の体温より冷たい。けれども、何度も触ふれあわせている間に、湊の熱が移ったみたいだ。そこはだんだん、温かくなっていった。


「……湊…」


　溜ため息いきみたいな声で、名前を呼ばれた。鼻の頭同士を擦りつけられる。子どもっぽい仕草は、シャープな外見をした男には似合わないものだった。


　声も、仕草も、どうしてこんなに優やさしいんだろうか。


　湊は熱っぽく潤うるんだ瞳ひとみで、仁志を見上げた。


　視線が絡からむ。


　仁志は笑っていた。いつもみたいな、一ひと癖くせありそうな笑え顔がおじゃない。優しくて柔らかい、まるで直樹の微ほほ笑えみみたいだ。


　とくんと、血の流れが大きく音を立てる。


　くちびるが再び離れた。文句をいっぱい言ってやろうと思って待ち構えていた瞬間なのに、凍こおりついたかのように言葉が出ない。


　凍りついた、というよりも、とろかされてしまったんだろうか。


　全身がふわふわと浮ういているかのように、湊には感じられた。


　上くちびるをくちびるで挟はさまれ、引っ張られる。


　わずかに開いたくちびるの間から、温かいものが忍しのびこんできた。


　肉厚な仁志の舌だ。ざらりとした感触が、敏びん感かんな頰の粘ねん膜まくをくすぐった。


「……んっ…」


　仁志の舌に口の中をむさぼられて、湊は小さく息を詰める。歯も歯は茎ぐきの裏側も上うわ顎あごも下した顎あごも舌の付け根まで、全部仁志に触れられた。


　舌を嚙むチャンスなのかもしれない。そんな思いもちらりと頭の片かた隅すみを過よぎったけれども、すぐにどこかに行ってしまった。


「……っ……う…」


　息苦しくなってきて、湊は頭を振ふる。呼吸全すべてが仁志に奪うばわれていた。


　頭の芯しんがしびれて、ぼーっとしてしまう。舌をなぞられるけれども、どう応こたえればいいのかわからなかった。


「……まさか、息を止めてるのか」


　ふと、くちびるが離れる。ようやくありつけた酸素を一気に吸いこみすぎて、湊はごほごほと大きく咽むせた。


　湊の目じりに浮かんだ生理的な涙なみだを、仁志が指先で弾はじく。手の甲で目元をごしごし拭ぬぐっていると、その手を取られた。


　指先にキスされて、湊は目を開ける。


「要領が悪いヤツだな。適当にタイミングを計って息をしろ」


　そう言う仁志のくちびるは濡れ、いつもよりも赤みが差していた。


　今の今まで、あのくちびるとキスをしていた。そう自覚した途と端たん、湊は頰に熱を感じた。


「……柔らかいな」


　仁志は、指の腹でそっと湊のくちびるを辿たどる。


　いつもどおり口が悪いのに、どうして仁志の仕草や笑顔が優しく見えてしまうんだろう。


　もっとその温ぬくもりを感じたくなってしまう。


　触れられて、我がを張っていた自分自身が押し流されてしまいそうになる。いっそ、そうなってしまったほうが、何もかも忘れて甘えることができるかもしれない。


　とても魅み力りよく的な思いつきが、湊の頭を占しめかける。


　それでも、何度も呼吸をするうちに、いつもの自分を少しだけ取り戻もどすことができた。


　湊は顔をそむけて、小さく吐はき捨てた。


「できねぇよ、馬ば鹿か野や郎ろう」


　強がれば強がるほど、言こと葉ば遣づかいが悪くなるのが湊のクセだ。ちょっとハスな巻き舌は、あづさの影えい響きようかもしれない。


　激しいキスの余よ韻いんで舌が痺しびれているせいか、いつもよりも甘えた口調になってしまったけれども。


　いろいろと経験豊富そうな仁志と違って、正しよう真しん正しよう銘めい、湊は何もかもが初めてだ。


　ＡＶとか雑誌とかでそれなりの知識は仕入れているものの、実じつ践せんしたことはない。キスしているときの息いき継つぎの仕方なんて、わかるはずがなかった。


「……何を膨ふくれてるんだ。そんなことまで教えないといけないのか」


　仁志は湊の頰を、指で突つっついた。柔らかいなと言う彼は、言葉よりも愛あい想そよく笑っている。


「誰だれだって、最初は初心者だ！」


　ここで突っこみを入れるべきはそこじゃない気がするけれども、負けず嫌ぎらいのツボを刺し激げきされて、湊は反射的に叫びかえしていた。


「そうだな。それはもっともだ。でも、おまえの要領が悪いのも真実だな」


　憎にくまれ口を叩たたきながら、仁志は湊のパジャマのボタンを外しにかかる。


　平らな胸を大きな手のひらに触れられて、湊は一気に緊きん張ちようした。


「……早く馴なれて、俺を楽しませてくれよ」


　仁志は人の悪い笑みを浮かべると、湊にもう一度キスした。


　くちびるを舌で辿られて、湊は小さくくちびるを開ける。


　するとその隙すき間まから、当然の権利のように仁志は入りこんできた。


「……う…っ」


　舌と舌を擦こすりあわせるように動かされるだけで、熱が高くなっていく。


　深い口づけが、こんなに気持ちがいいものだなんて、湊は知らなかった。


　咬かみあうような口づけのはざま、湊は少しずつ息を継ぐ。少し咽て、唾だ液えきがくちびるから溢あふれたけれども、仁志はそれを舌で拭った。


「……っ…あ……」


　目め眩まいがする。


　湊がキスの熱に浮かされている間に、仁志の器用な指先は、完全に湊のパジャマの前を開いてしまっていた。


　大きな手のひらが、湊の胸を這はう。小さな乳ち首くびを指先で摘つみあげられ、湊はびくりと背中を反らせた。


「……いい色だ」


　仁志は満足そうに喉のどを鳴らす。


　親指とひとさし指でそこをこねくりまわされると、ひたすらくすぐったかった。


　体をよじると、肩かたを押さえこまれる。


「逃にげるな」


「くすぐったいんだ。仕方ないだろ！」


「くすぐったい？」


　仁志は笑う。意地の悪い笑みだ。


　湊の柔やわらかな乳首を、仁志はひとさし指で弾く。


「本当にガキだな。だがまぁ、すぐにここが好きになるさ」


　俺が教えてやる。


　そう言い切った男は、自信に溢れているように見えた。


　仁志は名な残ごりおしそうに湊のくちびるに口づけると、湊の頰ほおや首や鎖さ骨こつを舐なめ、胸むな元もとへと顔をずらした。


「やだ……っ。くすぐったいって言ってるだろ……！」


　乳首が温かなものに包みこまれる。湊はひときわ大きく、体をよじった。


　仁志は口の中に、湊の右のそこを咥くわえこむ。


　くちびるに乳首をはさみこまれて、引っ張りあげられる。薄うすい皮がぎりぎりまで持ち上げられ、痛みに近い感覚を湊は感じた。


　仁志に吸い上げられた乳首の先を、ざらりとしたものがつぶすように舐める。仁志の舌だ。器用に動いて、湊のそこに淡あわい刺激を与あたえた。


　思いっきり引っ張られたかと思うと、根元を親指とひとさし指で押さえこまれる。淡い乳輪の辺りからマッサージをするように、真ん中へと揉もみこまれた。


「……やっ…」


　初めての感覚だった。


　いじられている場所から生まれた熱のせいで、むずがゆさを感じる。何かとんでもないことを口走ってしまいそうで、湊は慌あわてて口を押さえた。


　湊のとまどいを、仁志は知っているんだろうか。


　湊は仁志の頭の後頭部にそっと両手を回したけれども、彼の顔を見ることはできなかった。


　ねちねちと熱心に乳首を揉まれ、舌で先せん端たんを転がせられる。体が落ちつかなくて、湊はしきりに身じろぎをした。


　――やばっ！


　湊は内心、悲鳴に近い声を上げた。足の間。湊の一番感じやすい部分が、少し硬かたくなってしまった気がする。


　――どうして、こんなふうになるんだよ……！


　そこを触さわると気持ちよくなることは、さすがに湊も知っていた。自分の手で処理したこともある。気持ちよさのあまりに、夢中になってしまったことも。


　けれども、乳首を弄いじられているだけでそこが硬くなってしまうなんて、信じられない。


　パジャマの布地を持ち上げてしまった足の間のあれは、仁志の下腹と擦すれていた。硬くなっているのは、バレているんだろうか。湊は泣き出したい気分になる。


「……く…ぅ……」


　口から漏もれる声も、だんだん甘えたものになっている気がしてきた。こんなふうになるなんて信じられない。湊は、ぐっと奥歯を嚙かみ締しめた。


　低い声が響ひびく。仁志は笑っていた。


「我が慢まんをすることはないさ」


　乳首を解放され、ほっとしたのは束つかの間まのことだった。布地越ごしに、大きな手のひらが湊の足の間のものを握にぎりこむ。


「乳首をいじられて感じたのか。女みたいなヤツだな」


　ちゅっとわざとらしい音を立てて、仁志は湊の乳首を吸い上げる。


「硬くなってるぞ」


「……っ！」


　一番指し摘てきされたくないことを言葉にされてしまい、湊はくちびるを引き結んだ。そして、仁志の視線から逃のがれるように、そっぽを向く。


「……素質があるみたいだな。先が楽しみだ」


　くくっと、仁志は声を立てて笑った。喉のど仏ぼとけが、引きつったような動きをする。


「そこ……離はなせよっ」


　疼うずくような、痛いような感覚が辛つらい。早く用を済ませて、解放してほしかった。


　湊は仁志を睨にらみつけた。


「離せ、じゃなくて、もっとだろう？」


　湊のものに絡からみついた仁志の指先が、いやらしく動きだす。布地越しなのに、刺激は強きよう烈れつだ。自分の手で直じかに握りこんでいるときとは、比べ物にならないほどすごい。


「やだぁ……っ」


　じわりと、あれの先端から滲しみだすものがある。


　湊は口元を押さえ、熱い息を押し殺そうとした。


「素す直なおに欲しがったほうが、楽になれるぞ？」


　奏のものを根元から包みこんだ仁志は、手のひらを波うたせるように動かす。あれを絞しぼりあげられるような感覚。湊は悲鳴を喉の中で押し殺した。


　嫌いやだ、感じたくないと思っているのに、湊の意思に逆らうように、それは膨れあがっていく。


　仁志の手のひらにもてあそばれ、はしたない先走りの液が下着を濡ぬらした。


「やだ……も…」


　湊は指を嚙んで、痛みで快感を散らそうとする。でも、無理だ。溢れはじめた熱は、簡単に収まってくれるはずもなかった。


「どうする？　このまま漏らしたいか」


　あれの先端のくびれを摑つかみ、仁志は笑う。


「それとも、脱ぬがして直に握ってやろうか」


　どっちもごめんだった。


　湊は堅かたくまぶたを閉じる。


　誰だれかの目の前で、気持ちよくなることが、こんなに後ろめたいことだなんて知らなかった。射精の瞬しゆん間かんなんか見られたら、悔くやしくて死んでしまいそうだ。仁志の手の中に出してしまったら、二度と頭が上がらなくなってしまう。


「……どうしてだよっ…」


　熱の暴走をもてあました湊は、腹立ちまぎれに叫さけぶ。


「俺をこんなにしてるよりも、自分がさっさと気持ちよくなればいいじゃん！」


　涙なみだが出てきた。まだ痛いほうが我慢できる気がする。


　肉体労働だと、仁志は最初に言っていた。


　噓うそつきやがって、と湊はうめく。こんなの、肉体労働なんかじゃない。労働っていうわりには、気持ちがよすぎる。


　こんなふうに、湊ばかりがとろかされていくのは辛い。


「……本当にガキだな、おまえ」


　すっかり肌はだに馴な染じんだ仁志のくちびるの感かん触しよくが、そっと目じりに触ふれてきた。涙を吸い上げられ、湊は目を開く。


　仁志は、初めて湊がこの家にやってきた日に見せたような、甘い笑えみを浮うかべていた。


「こういう顔を見るのも、お楽しみの一つさ」


「……あっ！」


　ぐっと力を加えられ、湊は小さく喘あえぐ。


「まだイくなよ」


　湊の耳たぶをすっぽり口の中に含ふくみ、仁志は耳の中に舌を突つっこんできた。


　そこから直接、傲ごう慢まんな命令が湊の頭の中に響き渡わたる。


「楽にしていろ。もっといい思いをさせてやる」


　パジャマをずらされ、すっかり熱くたかぶっていたものが直に握りこまれた。


「やだっ……！」


　湊は小さく悲鳴を上げる。


　湊のものが熱くたかぶっているせいか、仁志の手がやけに冷たく感じられた。温度差にひやっとさせられる。


「……っ…あ……」


　五本の指は湊のものに絡みつき、それぞれ好き勝手に動きはじめた。加えられる力もばらばらで、与えられる快感の強さには波があった。


　――やだ……出る……っ！


　湊は両手で、口元を覆おおう。


　扱しごかれて感じる直接的な刺し激げきが、一気に湊を煽あおっていた。仁志の指先に握りこまれたものから、今にも何かが吹ふき出してしまいそうだった。


「……元気だな」


　仁志は、先端のむきだしになっている部分を親指の腹で押す。そこからは抑おさえきれない熱が透とう明めいの液になって溢あふれだし、湊のものも仁志の指先もどろどろに濡らしていた。


「たまっていたのか」


「……ちが…っ！」


　湊は、イヤイヤと頭を振ふる。長めの前まえ髪がみが目に入った。ちくんとした痛みまで、疼きにかわってしまう。


　体のどこもかしこも、欲深く快感をむさぼろうとしているみたいだった。


　湊は、太ふと股ももに力をこめる。本当は膝ひざを閉じて仁志の手から逃れたかったけれども、熱がわだかまり重くなった下半身は、湊の言うことなんて聞いてくれない。せめて、溢れでそうになっている熱を押しとどめたかった。


「まだ緊きん張ちようしている」


　太股の付け根に、小さな痛みを感じる。ちゅっという濡れた音。仁志がそこに、キスをしたみたいだ。吸いあげられ、太股の筋がぴくぴくと動く。


「もう少し我慢しろよ。そのほうが、もっとよくなれる」


　あれの根元に、ぎゅっと力を加えられた。痛みさえ感じてうめいた湊は、濡れたそれの先せん端たんを柔やわらかなものに包まれ、驚おどろきのあまり跳はね起きてしまった。


「……やだ…！」


　仁志は湊の根元を押さえこんだまま、口の中にそれを咥くわえこんでいた。薄うすいくちびるのあいだから、膨ふくらんで、色が変わった自分のものが見える。ざらついた舌の表面で舐なめられるだけで、中から何かが溢れだしてしまいそうだ。


　視覚と触しよつ覚かくから同時に感じたインパクトは強烈すぎて、湊は小さく悲鳴を上げた。


「やだ、仁志……！　やめろ……っ」


「暴れるな。好よくしてやろうって言ってるんだ。大人しくしてろ」


　仁志は顔を上げ、濡れたくちびるを拭ぬぐう。


「……そのうち、コレも覚えてもらうからな」


　湊はびくんと体を震ふるわせた。仁志のものを、口で咥えろというんだろうか。考えるだけで目め眩まいがしてくる。


「なんて顔をしてるんだ」


　強こわばった表情で仁志を見ている湊に見せつけるように、仁志は湊のものをぺろりと舐めた。透明の雫しずくを溢れさせているくぼを、太くなっている部分を、裏側の筋を。


「あ……っ」


　腰こしから力が抜ぬける。湊はぐらりと横よこ倒だおしに倒れこんだ。


「気持ちいいんだろう？」


　倒れこんだ湊を包みこむように、仁志は体の上に乗りあげてくる。


　表情を覗のぞきこまれるのが嫌で顔をそむけたけれども、強い視線から逃れられない。


　気がつけば、ぽろぽろと涙がこぼれていた。


「……っ…く……」


　泣き顔なんか見せたくないのに、泣けてくる。気持ちよすぎることがこんなに苦しいなんて、湊は知らなかった。


　涙を見られるのが悔しくてたまらない。けれども、抑えることができなかった。自分が情けなくて、よけいに泣けてくる。


「……また泣く」


　耳たぶのすぐ傍そばで、仁志が囁ささやいた。くちゅりと濡ぬれた音がして、舌が耳じ孔こうに忍しのびこんでくる。くすぐったくて、湊は泣き笑いの表情になった。


「気持ちいいんだろう？　素す直なおに悦よろこんでいればいいじゃないか」


「だって……こんなの……っ」


「いやらしい体をしているほうが、人生の楽しみが増えるぜ？」


　背筋がぞくりとするような、低音。情欲が滴したたる声が、湊をそそのかす。


「おまえは素質があるよ」


「……あ…」


　耳の中を犯おかされているせいで、濡れた音が大きく鼓こ膜まくを揺ゆすった。湊が音に意識を吸い寄せられているうちに、下か肢しのはざまで仁志の指が再びうごめきはじめる。


「……ん…や…ぁ……！」


　湊のものは、下腹にぺったりとついてしまうくらい、勃たちあがっていた。仁志のパジャマの布地と擦すれるだけで、白くて濃こい蜜みつが溢れだしそうになる。我が慢まんしようと思えば思うほど、そこは追い詰つめられ、敏びん感かんになっていくようだった。


「……ひゃ……ぁ…っ」


　湊はシーツに片かた頰ほおを埋うずめ、擦こすりつける。くちびるを閉じることができなくなって、半ば開いて荒あらい息をついた。熱が出ているときみたいに、喉のどがからからに渇かわいている。


「……も…やぁ……っ。ゆる…して……っ…許して！」


「……どうして欲しい？」


　仁志のくちびるは、まだ冷たかった。目じりにたまった涙なみだを吸い上げられ、湊はしきりに頭を振る。


「おまえがしてほしいようにしてやるよ」


「……っ…」


「いつものへらず口はどうした？」


「……っ…う……」


　湊は大きく息をつくと、目を大きく見開いた。涙のせいか、それとも熱のせいなのか。視界はあいまいで、間近にあるはずの仁志の表情さえよく見えない。


「……さわんな……っ」


「何を？」


　わかっているくせに、男は意地悪く囁く。


「……っ…く…」


　湊は、からからの喉を何度も鳴らした。


「あれ……」


　そのものの単語はどうしても口に出せなくて、湊はくちびるを震えさせる。


「も…出ちゃう……っ」


「出せばいい」


「けど……」


　涙に濡れた湊の頰を、濡れた舌が辿たどった。仁志は湊をあやすように髪を撫なで、まぶたや鼻の頭を舌で舐めた。


「……いっぱい出してごらん？」


　低い、でも腰が砕くだけるくらい甘ったるい声。少し枯かれて、いつもの鋭するどさが欠けているせいか、ひどく耳に優やさしい。


　直樹の声に似ていた。


「あ……っ」


　根元から絞しぼりあげられ、湊は背中を反らせる。せき止められていた熱が、一気に溢れた。


　一いつ瞬しゆん、目の前が白くなったかと思った。


　熱くなっていたあれが、どくどくと脈を打っている。血管が切れてしまったときみたいだった。


「……っ…あ……ふ…ぅ……」


　湊は胸を大きく上下させ、深呼吸をする。高められていた体が、ゆっくりと落ちつきを取り戻もどしはじめていた。


　ぐったりとシーツに沈しずむ。ようやく終わったんだと、湊は息をついた。


　仁志は黙だまって、湊の髪を撫でていた。大きな手のひらで髪を乱され、そして手て櫛ぐしで梳すかれる。とても甘やかされている気分になった。


「湊……」


　名前を呼ばれ、湊は顔を上げる。顎あごを摘つまみ上げられたかと思うと、深くくちびるが重なってきた。熱っぽいキスだった。


　着ていたはずのパジャマは、いつのまにか全すべて奪うばわれていた。むきだしになった湊の肌はだに、仁志のパジャマの感かん触しよくは優しかった。


　湊は仰あお向むけにさせられる。高い天てん井じようが、視界いっぱいに広がった。


　手足におもりをくくりつけられたかのように体が重い。裸はだかを見られていることがわかっても、身じろぎ一つできなかった。


　仁志は湊の胸むな元もとに頰を擦りつけたかと思うと、ためらいもなく白い体液で汚よごれた下腹部に顔を伏ふせる。


　湊の萎なえてしまったものを、仁志は丹たん念ねんに舐めた。へその周りに飛び散った白いものさえも。


「……よせよ…」


　悲鳴を上げる元気は、湊にはなかった。掠かすれた声を、仁志にかける。


「汚きたないぞ……」


「そうでもないさ」


　尖とがらせた舌が、へそのくぼをつつく。熱く濡れた感触は、疲つかれきったはずの湊の体を煽あおった。また、足の間のものが硬かたくなるのを感じ、湊は息を飲む。


「やめ……っ」


「まだだろう？」


　仁志は湊の太ふと股ももを大きく割り開いた。腰が少し浮うかされ、湊は不安定な姿勢をとらされる。


「おまえ一人で楽しんだら、借りを返すことにはならないだろうが」


「え……」


　まだやるのか？　と尋たずねかけて、湊は口をつぐんだ。信じられないような場所に何かの感触を与あたえられ、体が強ばる。尖った舌先を体の一番奥に押し当てられたと気がついたのは、少し経たってからだった。


「そ、そんなとこ……！」


　いったい、仁志は何をするつもりなんだろうか。持っている知識と今されていることとが、上う手まく結びつかない。ただ、怖こわさばかりが暴走しそうになっていた。


　湊はおそるおそる、仁志の表情を窺うかがう。男は楽しくてたまらないとでも言うかのように、口元を笑えみの形に歪ゆがめていた。


　肉体労働で借りを返せといいながら、仁志は湊をさんざん弄いじって、気持ちよくした。彼がこれからしようとすることは、もっと気持ちいいんだろうか。


　冒ぼう険けんの旅への第一歩のような、不安まじりの好こう奇き心しんもある。


「最初は少し痛いかもしれないが、馴なれてきたら、すぐに感じられるようになるさ」


　仁志はわざとらしく大きな音を立てて、そこを舐なめる。


「や……っ！」


　くすぐったいような感触だったが、湊は思わず腰こしを捻ひねって逃にげようとした。最初はくすぐったくても、仁志にいじられているうちに、もっととんでもないものを感じるようになってしまいそうで怖かった。


　それに、痛いというのが気にかかる。


「だから、暴れるなって言ってるだろう？　馴らさないと、よけいに痛い思いをするぞ」


　湊の足を要領よく押さえこんで、仁志は笑う。


「で、でも……」


　痛いって、具体的にどう痛いんだろうか。気持ちいいのはともかく、痛いのはヤだなと湊は思った。


　大人しく仁志の言うとおりにしていたほうが、いいんだろうか。


　湊はぴたりと体の動きを止めた。


「……馴らしたら、痛くないのか？」


　仁志は目を細める。


「まぁな」


「馴らさないと、すごく痛い？」


「めちゃくちゃ痛いだろうな。なにせ、女と違ちがって狭せまいし硬いし」


「うーっ……」


　湊は思わずうめいてしまった。


　仁志は湊の手を摑つかむと、そっと自分の股こ間かんへと導く。パジャマの布地越ごしにも、そこが硬くなり、熱をたくわえているのがわかった。


　思いがけない熱を感じて、湊はびっくりして手を引っ込める。


「これが入るんだぞ？」


　仁志は自分の欲望を隠かくしもせず、堂々としていた。


「馴らしておいたほうが、いいと思わないか」


　湊は反射的に頷うなずいてしまう。少しだけ触ふれた仁志のものは大きくて、自分のそれとの差を感じてしまったくらいだ。


「いい子だ」


　仁志は湊のこめかみにくちびるを押し当てると、低い声で命じる。


「やりやすいように、膝ひざを抱かかえこんでいろ」


「……恥はずかしいじゃん！」


「痛いよりマシだろ？」


　細長い指先は、湊をあやすように髪を撫でる。大きな手のひらに、少し乱暴に髪をぐしゃぐしゃに搔かき混ぜられる。懐なつかしい仕草だった。


　このまま甘えてしまいたくなる。


「痛い思いをさせたくない。どうせなら、お互たがい気持ちよくなった方がいいからな」


　そそのかす声に、聞きほれてしまいそうだ。


「中も好よくしてやるよ。そのうち、入れられないとイケなくなるくらい馴らしてやる」


　畳たたみかけられて、湊はしぶしぶ頷いた。


　両膝の裏側に手をひっかけて、ぐいっと膝ひざ頭がしらを胸元にひきつける。イかされてすぐよりは体力が回復しているみたいで、その不自然な体勢をなんとか乗り切れそうだった。


「いい眺ながめだ」


　仁志は満足そうに喉のどを鳴らす。彼は湊の足の間へと、くちびるを寄せた。


「……あ…」


　湊は下腹をぴくりと波打たせ、小さく声を漏もらす。


　ぴちゃ、ぴちゃっと舌が濡ぬれた音を立てた。誰だれにもいじられたことがない湊の小さなつぼみの縁ふちを、ざらざらした感触が這はいまわる。


　真中をちょっと押されるだけで、腰がぴくんと跳はねた。中をいじられたらどうなるんだろうか。震ふるえる膝を抱えこんだ手に、湊は力をこめた。


「誰かに触さわられたことは？」


「……ねぇよっ」


　キスだって初めてだったんだから、こんなことされるのだってもちろん初めてだ。


　仁志はわかっていて聞いているんだろうか。それとも、湊はそんなにも、色んなことをしているように見えてしまうんだろうか。


　なんだか、納なつ得とくいかない。


「……そうか。それは良かった」


　硬く閉じたつぼみを舐めとかそうとでも言うかのように、仁志の舌の動きは優やさしかった。


「外も中も綺き麗れいなんだろうな」


　その一言で、仁志に見られていることを意識する。そこは、誰の目にも触れさせたことがなかった場所だった。秘密を暴あばかれているようで、全身が恥じらいの色に染まる。


「舐めろ」


　くちびるに、硬いものが触れた。湊は、閉じた目を開ける。仁志は湊のくちびるに、ひとさし指の腹を押し当てていた。


「……ん…」


　湊は少しだけ舌を出すと、ぺろりと指の先を舐めてみる。少し塩しお辛からい。


「もっと」


「……っ…ちゅ……ん…」


　歯をこじあけるように、男の指先は口の中に入りこんでくる。喉の奥をえずかれ、唾だ液えきがどっと口の中に溢あふれた。


　べたべたに濡れた指を引き抜ぬいた仁志は、その指を湊のつぼみへと突つきつけた。


「……やっ…」


「息を吐はいて楽にしていろ」


　つぷりと、唾液まみれの指先が中に入りこんでくる。初めて感じる異物感に、湊は身み震ぶるいをした。


「い、痛……っ」


「こんなに締しめつけたら、たしかに痛いだろうな。力を抜け。まだ、爪つめの先程度しか入ってないぞ」


　力を抜けといわれても、その呼吸がわからない。体の中を押し開かれる痛みに、湊はぼろぼろと涙なみだをこぼした。


「やだ……。も…やだよ……っ」


　中で指を揺ゆらされるだけで、全身に強きよう烈れつな刺し激げきが走る。ほとんどが痛みで、ごくわずかだけ、むずがゆさを感じた。


「我が慢まんしろ」


　仁志は傲ごう慢まんに言い放つと、湊の柔やわらかな肉を搔きわけて指を中へと進める。


「痛い……っ！」


　すごく深いところまで、指を入れられた気がした。


　湊は思わず抱えこんでいた膝を離はなし、仁志を蹴け飛とばしかけてしまう。


「……」


　仁志はさっと湊の足を避けると、溜ため息いきをついた。


「そんなに痛むのか」


「すっげー痛いって言ってるだろ！」


　しゃべるだけでも、体の中にある指を意識した。湊はもがくように、かかとでシーツを蹴る。


「……そうか」


　仁志は何か考えているようだった。


「息を吐け」


「ん……」


　湊は一いつ生しよう懸けん命めい、体から力を抜こうとする。


　大きく深呼吸を繰くり返したあと、体の中の圧あつ迫ぱく感かんが消えていた。


「……あれ？」


「おいおい馴ならしていくしかなさそうだな」


　仁志は溜息をつく。彼は完全に指を抜いてしまっていた。


「仕方ねぇだろ。無茶苦茶痛いんだから！」


「少しぐらい我慢しろ。まったく……」


　仁志は湊を抱だき起こす。そして、膝の上に乗せると、背中から包みこむように抱きついてきた。


「結局、こっちはくたびれただけじゃないか」


　湊の襟えり足あしにちゅっとキスをして、仁志は笑う。怒おこっている様子ではなかった。どちらかというと、弾はずんだ声をしていた。


　先ほど触れた仁志の熱を思い出し、湊は首を傾かしげる。


　湊だって男だから、どうすれば仁志が気持ちよくなれるかはわかっているつもりだ。高ぶった熱を、どう発散するかということも。


　痛いのはイヤだけど、湊ばかり気持ちよくなってしまっても、仁志はいいんだろうか。


「これ、いいのか？」


　後ろ手に仁志の足の間を探さぐると、苦笑いをされてしまった。


「よくないと言ったら、何かしてくれるのか？」


「うっ……」


　湊は言葉に詰つまる。墓ぼ穴けつを掘ほってしまったらしい。


「……舐なめないと駄だ目め？」


　上うわ目め遣づかいで仁志の表情を窺うかがう。


　仁志は湊の頰ほおをなでながら、ひとしきり笑った。


「いきなり初心者にやられても痛いだけだ。遠えん慮りよしておく」


　そのうち教えてやるから、と彼は言う。


　おまえは下手だと言われたようで、湊は悔くやしくなってきた。別にしたいわけでもないし、上う手まいからと言っていいことでもないような気もしたけれども、ついついムキになってしまう。


「さ、触ることくらいできるぞ！」


　言ってしまったあとに、頭を抱かかえこみたくなった。どうして湊は、こうも墓穴を掘ってしまうんだろう。


「じゃあ、やってもらおうか」


　湊を抱かかえて膝ひざの上から降ろした仁志は、向かいあうように湊を座らせた。


　湊はぺったりと座りこみ、じっと仁志を見上げる。目が合うと、にやりと笑われた。観念した湊は、おそるおそる仁志の足の間へと手を伸のばす。


　初めて両手で包みこんだ他人のものは、ひどく熱かった。


　――自分でするときと、同じだよな……。


　力の加減がわからないけれども、湊はゆっくりと、手を上下させた。たくましいものを正視することができなくて、視線は落ちつきなくさまよってしまった。


「……くすぐったいばっかりだな」


　笑われて、悔しくなる。湊は根こん性じようを据すえて取り組もうと、手の中のものを見る。


　大きく育ったそれは、湊のものよりもずいぶん大きかった。いずれはこれを入れられるんだろうかと思うと怖こわくなる。絶対に入らないような気がした。


「ここ、とか？」


　自分がされたことを思い出しながら、先せん端たんの地じ肌はだを指で辿たどる。舌で舐めるほどの度胸はまだなかった。


　仁志は喉のどの奥で笑うと、湊の手の甲こうに自分の手のひらを重ねる。そして湊の手を自分のものに押しつけたまま、扱しごきはじめた。


　仁志の顔を見てやろうと思ったのに、それはできなかった。仁志は片手で湊の頭を押さえこむと、下を向かせる。案外力が強くて、上を向くことができなかった。


「……っ」


　ただでさえ大きなものがかさを増したと思ったら、仁志は短く息を吐き捨てた。


「あ……っ」


　湊は咄とつ嗟さに顔をそむける。でも、手て遅おくれだ。頰に熱い飛沫しぶきが飛び散ったのを感じた。


「……ひっでぇ……」


　思わず、色気もなにもないうめきを漏もらしてしまう。顔にかけるなんて酷ひどい。湊はうらめしそうに、仁志を上目遣いでにらんだ。


「飲ませなかっただけ、ありがたいと思え」


　湊の顎あごを摘つまみあげた仁志は、くちびるを求めてくる。軽い口づけを交かわしたあと、仁志の舌は湊の汚よごれた頰を這はった。


「いい顔だ」


　いつもよりもさらに低い声で、仁志は囁ささやく。


　腰こしが淡あわく痺しびれた。


　仁志にいたずらをされた体の奥で、熱はまだくすぶっている。


　ふたたび熱くなってしまった足の間のそれの状態は、仁志に感づかれているんだろうか。


　湊はまぶたを閉じる。


　強く抱きすくめられると同時に、湊の下腹を仁志の手が這った。


　湊は何度か息を吐く。息を吐くごとに、恥はじらいよりも期待が強くなる。


　互たがいの心音を聞きながら、しばらく抱き合ったあと。湊は小さな声で、イきたいとねだった。


　仁志は笑って、その願いを叶かなえてくれた。











　湊はテレビの音で目を覚ました。


『昨日の終値は……』


　アナウンサーの声は、抑よく揚ようがない。油断すると、また眠ねむ気けが襲おそってくる。


「んー……」


　湊は小さく寝ね返がえりを打った。


「まだ寝ぼけてるのか」


　皮肉っぽい声をかけられて、湊はいやいやまぶたを押し上げる。


「朝だ。そろそろ朝食の時間だぞ」


　むきだしの肩かたに置かれた手のひらは、ひんやりしている。湊はようやく正気づいた。


「……仁志！」


　男の顔が目に入って、湊は今度こそカンペキに目を覚ます。


「よく寝ていたな」


　当たりまえのように抱き寄せられ、湊の脳のう裏りには鮮あざやかに昨晩のことが甦よみがえってきた。


　キスされ、体のあちらこちらをまさぐられて、そして、そしておまけに仁志の手で……。


「仁志、てめぇっ！」


　全身を真っ赤に染め上げて、湊は怒ど鳴なった。


　一晩寝たせいか、頭はすっきりしている。熱に浮かされていた時の自分が、まるっきり他人のように感じられた。


　仁志としたことを思い出すだけで、いたたまれない。


　いくら雰ふん囲い気きに呑のまれていたとはいえ、どうしてあんなことをしてしまったんだろうか。


　でも、もっと怒っていいはずなのに、こみあげてくるのは気き恥はずかしさばかりだった。


　仁志は嫌いやな奴やつで、けれどもキスは優やさしくて、いやらしいことをしている間だけは別人みたいに温かかった。


　夕べの経験をあまりイヤだと思っていないことに気がつき、湊はそのことに驚きよう愕がくする。


　どうかしている。


　あんなふうに抱きしめられても許せるほど、湊はこの家での暮らしが不安だったんだろうか。寂さびしい気持ちでいっぱいだったのか。


　湊は、ぶんぶんと頭を横に振ふる。悔しくって、絶対にそんなことは認めたくなかった。


　やっぱり、仁志はひどいヤツなんだ。


　あんなの、どこが労働だって言うんだろう。


　騙だまし討うちされた気分だ。


「……体で返すって言ったのはおまえだろ？」


　湊の怒いかりなんてどこ吹ふく風、仁志は涼すずしい顔で笑っていた。


　それどころか、真っ赤になった湊の頰にくちびるを寄せてくる。


「おまえ、見所があるぞ。これからもせいぜい楽しませてくれ。そうだ。二回イったくらいで眠ねむりこむなよな。体力をもう少しつけろ」


「ふざけんな、馬ば鹿か野や郎ろうっ」


　絶対許すもんか。と、湊はくちびるを引き締しめた。


　昨日の夜、ちょっとでも優しく見えたなんて、きっと気の迷いだ。気持ちいいからしてもいいやと思ってしまったなんて、どうかしている。仁志が上う手まいから、うっかり騙されたに違ちがいない。


「ぜってぇ、許さないからな！」


　湊は仁志を押しのけ、ベッドから転がり出る。けれども素すっ裸ぱだかの自分に気がつき、慌あわてて散らばったパジャマを拾い上げて体を隠かくした。


「出てってやる！」


「わかったわかった」


　仁志は、にやっと笑った。


「あと三十分で朝食だから、それまでには戻もどって来い」


「……！」


　湊は絶句する。


　そして、三秒後。肺にたまっていた空気を全部絞しぼりだし、大声で叫さけんだ。


「おまえなんて、大っ嫌きらいだ！」


　今日こそ絶対に出てってやるという誓ちかいも新たに叫んだのに、おなかのムシがぐぅっと鳴ったせいで、へなへなと気が抜ぬけてしまった。


「俺はけっこう気に入ったんだが？　あらためて、取引をしたい」


　仁志は湊を抱だき上げて、あやすようにゆすりあげる。


「おまえは、俺を楽しませる。俺は、おまえを援えん助じよする。悪くない話だろう？　あれだけよがってたんだ。そのうち、自分から足を開きたがるようになると思うが」


「ば、馬鹿野郎……っ」


　臆おく面めんもない台詞せりふに、湊は耳たぶまで真っ赤になった。


　あまり強く出られないのは、気持ちよくなってしまった引け目があるからだ。


　男の体は素す直なおで、それは湊のように未成熟な体つきでも同じだ。湊がさんざん気持ちよくなってしまったことは、仁志だってお見通しだろう。


　じたばたするのも往おう生じよう際ぎわが悪い気がした。


　押し当てられたくちびるは冷たい。コーヒーの味がするキス。ちょっとほろ苦く、それなのにクセになってしまいそうだった。


　仁志は嫌いだけど、気持ちいいのはイヤじゃない。無理はさせられそうもないし……――と、考える傍そばから、湊の中のシーソーは片側に下がりっぱなしだった。


「……仕方ねぇな」


　湊は重々しく頷うなずく。


「世話になるかわりに、相手してやるよ」


「それはよかった」


　仁志はかすかに笑う。


　甘い笑え顔がおは、やっぱり湊をどきどきさせた。




３







　おまえは本当に馬鹿だなと、仁志は呆あきれたように言う。


　湊はシャープペンシルのおしりで、とんとんとノートを叩たたいた。


「だって、しょうがねぇだろ。不規則変化動詞、多すぎるんだよ。全部に[image: ]つけて過去形ってことにしとけばいいじゃんか」


　空調は完かん璧ぺきで、外は熱帯でも家の中は涼しい。それでも若干熱気を感じるのは、背中にひっついている仁志のせいだろう。


「暗記できない数じゃないはずだぞ」


　仁志は軽くこぶしを握にぎると、湊の頭をぽかりと叩いた。


「できねぇもん。なんだよ、仁志だって全部覚えているわけじゃないだろ」


　湊は仁志を振りあおぐ。湊の背中越ごしにリーダーの教科書を眺ながめていた仁志は、勝ち誇ほこったように鼻で笑った。


「あいにく、英語フランス語ドイツ語なら、たいがい不自由していない」


「……む、ムカつく……！」


　湊は足をばたばたさせて、床ゆかを踏ふみ鳴らした。


　あづさがいなくなって一ヶ月と二週間。仁志の下もとに引き取られて、三週間ほどになる。夏休みも、三分の一を過ぎた。


　この三週間というもの、出ていってやる、と何度思ったかわからない。


　けれども、結局出ていくことができなかった。有言不実行なんて一番格好悪いのに。


　理由はいろいろある。全部がこんがらがってしまって、どれが一番の理由なのか、湊にもわからなかった。


　湊はすっかり仁志と馴なれあっていた。体に触ふれられることへの抵てい抗こうも薄うすい。仁志に教えられた人ひと肌はだの温ぬくもりは、心ここ地ちいいものだった。


　これは取引だと思えば、居い候そうろうをしている後ろめたさも少しは消える。


　仁志は、湊の生活の面めん倒どうを全すべて見てくれると言った。ギブ・アンド・テイクだ。たまに自分の気持ちを騙しているような気分になるけれども、湊は自分にそう言い訳をしていた。


　湊が落ちついたのを見計らったのだろうか。今日の昼食のときに、仁志は少し勉強を見てやろうと言い出した。


　新しい学校に転入するとしたら、編入試験が待っている。そして、あづさが帰ってきたときに家に戻るにしても、ずっと学校を休んでいるようでは授業についていくのが大変だろう。そう、仁志は言った。


　仁志のような非常識な男にしては、それはもっともな言い分だった。


　湊は上う手まく断ることもできずに、三時のおやつをすぎた頃ころから、机に張りつかされていた。


「数学や化学はともかく、文系はさっぱりみたいだな」


「悪かったなぁ」


「しかも、数学はできると言っても、あくまでも英語に比ひ較かくして、だ。絶対評価なら、たいしたレベルじゃないぞ？」


　仁志は呆れたように溜ため息いきをつく。


「うちはどうせ、進学校じゃねぇもん！　いいんだよ、別に」


「転入したらどうする？　授業についていけないかもな」


「……あづさが帰ってくればいいんだよ！」


　湊は小さく叫んで、ばったりと机に伏ふせた。


　いつもなら再放送のドラマを見ている頃なのにと、背後に立つ男への恨うらみの言葉を心の中で呟つぶやく。声に出したら、百回くらい馬鹿と言われそうなので、やめておいた。


「男に振ふられてか」


　仁志は、言いにくいことをあっさり言い切る。


　湊はバツが悪くなり、体をしおしおと起こした。


　仁志の言うとおりだ。


　あづさが帰ってこないということは、今回の相手とは上手くいっているんだろう。


　それなのに、帰ってこいだなんて、まるで自分が母親の不幸を願っているみたいで、湊は後ろめたくなった。


　――それにしてもさー、あづさって、やっぱり息むす子こよりも男を取るんだよな……ちぇっ。


　湊は机の上に頰ほお杖づえをつく。


　男に夢中になっているときのあづさは綺き麗れいだけど、湊には彼女の気持ちがわからない。家も仕事も全部捨てて、男についていってしまうあづさの気持ちが。


　湊だって、誰だれかを好きになったことはある。中学のときに同じクラスの女の子とか、下校途と中ちゆうに見かけた他校の子とか。でも、彼女たちのためにあづさを捨てるかと聞かれたら、答えはノーだ。


「……どうした？」


　仁志の声が、耳元で響ひびく。ふと、彼の体温を感じて、湊は体を強こわばらせた。


「なんでもねぇよ。あづさ元気かなーって思っただけ」


　首筋を撫なであげられ、観念する。


　湊はゆったりと、大きな背もたれに背中を預けた。


　仁志の手が、Ｔシャツの上から湊の体をまさぐる。布越しに探しあてられた乳ち首くびは、ちょっと摘つままれるだけで尖とがってしまった。


　仁志と取引をしてから、一週間が経たつ。だが、肉体労働上等、借りは返すと言ったものの、実はまだ上手くいっていない。


　それでも、最初は指一本しか受け入れることができなかった湊が、今では二本までなら我が慢まんできるようになった。


　まだ、最後までは一度もしていない。湊ばかりが気持ちよくて、これで借りを返していることになるんだろうかと思ったりもするが、あまり気にしないことにしていた。たまに触さわらされる仁志のものは大きすぎて、あんなものを入れられたらたまらないと、湊は思う。


「ママのおっぱいが恋こいしいのか？」


　くくくっと仁志は笑った。鼓こ膜まくまで、ダイレクトに響く笑い声。


　耳の中を犯おかされて、湊は身み震ぶるいをした。


「……そうじゃねぇけど」


　右の耳の辺りから髪かみを搔かきあげられ、覗のぞいた頭皮にキスされる。頭の皮ひ膚ふは敏びん感かんで、普ふ通つうにキスされるよりも感じた。


　仁志の舌は耳の後ろを辿たどり、首筋まで降りていく。ざらついた舌の動きは、すっかり肌はだに馴じんでいた。


「あ……」


　首筋を強く吸い上げられ、湊は小さく声をこぼす。


「おまえの頭は物覚えが悪いが、体の方はいいな。ややマシっていう程度だが」


　Ｔシャツから覗いている鎖さ骨こつを舐なめまわしながら、仁志は言う。


「だが、あそこだけは頭並の覚えの悪さだ。どうしていまだに、指を入れたぐらいでうるさく騒さわぐんだ」


「……っ…だから、マジ痛いんだってば…」


　仁志に可愛かわいがられやすいように首の筋をそらしながら、湊は主張した。


　入れられるときに痛むのは本当。


　でも、抜ぬかれるときには痛いばかりじゃなくなっていた。


　けれども、それはまだ内ない緒しよだ。指はともかく、仁志のものを受け入れるなんて無理だと思う。


「少しくらい我慢しろ。それがおまえの仕事だろ」


　男は権利を主張してくる。


　――裂さけるっつーの！


　湊は、心の中で毒づいた。


「脱ぬげ」


「……ん…全部……？」


「下だけでいい。あまり時間がないからな」


　時間がないなら無理にやらなくてもいいじゃねぇか、と湊は思ったが、口ごたえせずに服を脱ぐ。上は着ているのに下だけ脱いでしまうのは、よけいに気き恥はずかしい気がした。


　下半身だけむきだしになった湊は、もとのように椅い子すにかける。


「肘ひじ掛かけに膝ひざをひっかけて、足をひらけ」


「……っ…！」


　湊は真っ赤になる。そんなことをしたら、どうしても大おお股またを開くことになってしまう。


「……こ、このエロジジイ！」


「最後までやれないなら、少しは他ほかの方法で楽しませろ」


　それを言われると、湊も弱い。しぶしぶ足を開くと、膝を肘掛にひっかけた。


　足でＭの字を作るようなポーズは、あそこをいじられるときにたまにやらされた。足の間のものが全部丸見えになってしまうので、湊はこうされるのが本当は好きじゃない。


　明るい光の下なら、なおさらだった。


　大きく開いた足の間に風を感じる。湊はもじもじと、身じろぎをした。


「いい眺ながめだな」


　仁志は冷やかすように笑うと、机と椅子の間に屈かがみこむ。そうすると、湊の恥ずかしい場所は、ちょうど仁志の目の位置の前になった。


「……まだ開かないか」


　指を伸のばした仁志は、湊のつぼみをいたずらする。


「いっそ、何か入れっぱなしにしてみるか。さすがに広がってくるだろう」


「ぜってぇヤだ！」


「わがままなヤツだな」


　仁志の指先はまだ乾かわいていた。つぼみからそれを引かれたかと思うと、今度は足の間のものへと絡からめられる。


「ん……っ」


　そこを他人にいじられる気持ちよさは、すっかり覚えていた。体に丹たん念ねんに触ふれられる行こう為いは、甘やかされているのに似ていて心ここ地ちいい。湊は喉のどを反らし、軽く目を閉じる。


「いやらしいな。少し色が濃こくなっている」


　湊のものと、それを取り囲むように生えている茂しげみを撫でながら、仁志は呟いた。


「……あっ…」


　柔やわらかなふくろを舐められて、湊は小さく声を上げる。


「どこ舐めてるんだよ……！」


「どこって、おまえが好きなところだろう？　舐められると、すぐに硬かたくするじゃないか」


　ほら、と言いながら、仁志はあれを扱しごいた。


「中だって、同じくらい気持ちがいいぞ？　少し我慢してみるっていうのはどうだ」


「……っ…噓うそ……！」


「なんで？」


「だって、そこは痛くねぇもん。けど、中に入れようとすると超ちよう痛いじゃんか」


　丸めこもうとしたって、そうはいくもんか。湊は、思いっきり足をばたばたとさせる。


　すると、暴れた拍ひよう子しにつま先が机の引出しの取っ手に引っかかってしまった。


　痛いと思うのと、大きな音がしたのはほとんど同時だった。そして、ざっと軽いものがなだれを起こす気配がした。


「……これは？」


　仁志は湊の体を解放して、絨じゆう毯たんの上を見つめる。


「わっ！」


　湊は慌あわてて椅子から下りると、引出しから落ちて床ゆかに広がったものを搔き集めた。引出しの中身は全すべて、白い封ふう筒とうだった。


「湊？」


「ぜってぇ読むなよ！」


　古びた封筒を手に取ろうとした仁志を押しのけて、湊は封筒を抱かかえこんだ。湊の宝物だ。絶対に、仁志の目には触れさせたくない。


　いつもみたいに皮肉を言われたら、本気でキれてしまいそうだった。


「なんだ、これ」


「……」


　大事なものを引出しにしまいこみ、湊はようやく安心する。


「俺の宝物」


「宝物？」


「宝物みたいな、手紙」


　湊は照れくさくなって俯うつむいた。


　絨毯を眺めているうちに、ふと思いつく。そろそろ、仁志は本当のことを教えてくれないんだろうか。


「……なぁ、仁志。誰だれとの約束で俺を引き取ったのか、どうして教えてくれないんだよ。なんかまずいことがあんのか？」


　絨毯に座りこんだまま、湊は尋たずねる。


「さぁな」


　仁志は口を笑えみの形に歪ゆがめた。


「……俺、毎月十万円ずつ送金してもらってるんだ」


　湊はぽつりと呟つぶやく。


　この話を仁志にするのは、初めてだった。


「……」


　仁志は黙だまりこくっている。


　こんな話は今いま更さらするまでもなくって、仁志は全部知っているんだろう。


　それでも湊は、話の先をつづけた。


「けど、送ってくれる相手は誰かわかんないから、俺とあづさは『あいつ』って呼んでた。桜井ちとせっていう名前は一応入ってたんだけどさ、それって死んだばあちゃんの名前なんだって。きっと、偽ぎ名めいだよな。あづさは、俺の本当のオヤジが送ってくれてるのかもしれないって言ってたけど……」


　湊は首を傾かしげる。


　それは、本当はあづさの願望だったのかもしれない。


　湊は、「あいつ、あんたのことは大切なのね」と嬉うれしそうに話していた、あづさの姿を思い出す。


　あづさが「あいつ」と大切そうに呼んでいたその人は、湊が物心ついた頃ころから、月十万円ずつ送金してくれていた。真っ白な封筒に入った小こ為がわ替せ。それは、あまり豊かではない桜井家の財さい布ふを潤うるおしてくれた。


　毎月の送金のお礼に、湊が手紙を書きはじめたのは小学校に上がってからだった。あづさに言われて、お行ぎよう儀ぎの良い手紙を毎月一回。たまに、写真を同どう封ふうしたりもした。


　湊が中学生になってからすぐに、手紙のリターンアドレスの住所を尋ねたことがある。けれどもそこは、住所を貸したり電話番号を貸したりしている事務代行会社の住所で、「あいつ」がどこの誰かはわからずじまいだった。


　それでも「あいつ」がちゃんと手紙を読んでくれていることはたしかで、返事は翌月に送られてくる十万円に同封されていた。ワープロかパソコンで打たれた手紙だけど、何枚も何枚もの便せんにわたっていて、どれも湊やあづさへの気き遣づかいに溢あふれていた。


「俺、あづさがいなくなったこと、先月その人に送った手紙に書いただけだ。そしたら、あんたが迎むかえにきたんだ。だからさ……。別に隠かくさなくてもいいじゃん。あんたがその人と関係があるってことは、わかってるんだからさ」


「あいつ」の指示で、仁志は湊を迎えに来てくれたのかもしれない。そう思ったからこそ、湊は仁志についてきたのだ。


　仁志は、「あいつ」じゃない。けれども、ひょっとしたら仁志と仲のいい直樹こそがそうなのかもしれない。


　期待に満ちた目で仁志を見つめていると、顎あごを摘まれて顔を寄せられた。


　湊は反射的に目を閉じる。


「……おまえは知らなくていい」


　囁ささやきは冷たい。仁志はこれっぽっちも、秘密をもらす気がないらしい。


　湊は軽く舌打ちをした。


「それにしても、おまえもたいがいセンチだな。何を古い手紙まで取っている」


「うっせーなぁ。いいだろ、別に」


　湊は目をぱっちりと開けると、そっぽを向いた。


「俺にとってはオヤジみたいなもんなんだよ。いいだろ、別に」


「父親？」


　湊は大きく頷うなずく。


「そうだよ。ぜってー、すごくいい人だと思う。本当のオヤジじゃなくても、いいんだ。こう、気持ちの上でのオヤジっていうかさ……」


　小さな頃は、あづさの言うとおりに、本当の父親からの援えん助じよかもしれないと思っていた。


　高校生になった今は、湊も少し考えを変えている。


　もらう手紙の内容は、なんとなく父親っぽくなかった。どちらかというと、湊が怒おこったり喜んだりするのに同調してくれる、年の離はなれた兄弟みたいだ。


　それに、あづさと赤ん坊ぼうだった湊を置いてどこかに行ってしまったという父親が、毎月毎月マメに送金なんてしてくれるだろうか。


　けれども、あづさは湊の父親だと思いたがってるみたいだ。本当のことはわからないのだし、あづさはあづさが信じたいように考えていればいいと湊は思っている。


「……なるほど」


　仁志は嫌いや味みっぽく笑った。


「マザコンかと思ったら、ファザコンか。困ったヤツめ」


「違ちがうって！」


　湊は膨ふくれたが、仁志は構わず湊を抱だき寄せる。クセのある、外国の香かおりが強く香った。


「……っ…」


　くちびるが触ふれあおうとした寸前、内線電話が鳴る。


　仁志は舌打ちをしたものの、素す直なおに立ち上がった。


「俺だ。どうした？」


　取り残された湊は、ぼんやりと仁志を見つめる。


　受話器を置いた仁志は、ちらりと湊を見下ろした。


「服を着ろ」


「へ？」


「直樹が来た」


　仁志は軽く肩かたをすくめる。


「直樹さんが！」


　湊は、ぱっと表情を明るくした。








　直樹は大きな封ふう筒とうを持っていた。今日も事務所からの帰り道らしく、きちんとしたスーツを着こんでいる。


　シングルのスーツは若々しくて、どこからどう見ても直樹は仁志よりも年下に見えた。


「仁志、例のものを持ってきたよ」


「そうか。助かった」


　直樹から封筒を受け取った仁志は、そのまま部屋に戻もどる。


　応接間に直樹と二人で残された湊は、嬉しくなって笑いかけた。


「直樹さん、今日はごはんを食べてくの？」


「うん」


　直樹はにっこりと笑う。湊も釣つられて、表情をふにゃりと崩くずした。


「仁志から、聞いてない？」


「……なんにも」


「そっか……」


　直樹は軽く首を傾げる。


「仁志とは、上う手まくいってる？」


「うーん……」


「ここに来たときよりは、一いつ緒しよにいるみたいだけど」


「……まぁね」


　湊は鼻の頭を搔かいた。


　裸はだかで抱き合うような仲になったからといって、上手くいっていると言えるんだろうか。


　湊はあいかわらず、仁志の職業さえ知らなかった。


「……仁志は口が悪いし傲ごう慢まんだけど」


　ふふっと直樹は微ほほ笑えんだ。


「あれでも、なかなか純情なところがあるんだよ。ずっと片思いしているんだ」


「……片思い？」


　湊は驚おどろいて顔を上げる。


「あいつ、誰だれか好きな人いるの？」


「うん」


　直樹はこくりと頷いた。


「すごく好きで、宝物みたいに大切にしたいって思っているんだって。でも、仁志は素直じゃないから、なかなか上手くいかないみたいだね」


「宝物……」


　湊は思わず唸うなってしまう。あの仁志にまで、そんなふうに想おもう相手がいたなんて想像外だ。


　――俺に、いやらしいこと一いつ杯ぱいするくせに！


　湊は好きな相手の代わりなんだろうか。


　好きな人がいるのに、湊相手にいやらしいことをする。それが大人だということなのかもしれないけど、なんだか猛もう烈れつに腹が立ってきた。


　もちろん、もし仁志が湊のことを好きだったら、少しくらいいやらしいことをしても許してやっていいかなぁなんて――そんなこと、だんぜん全く絶対に思ったりしないけれども。


　湊は顔を赤くしたり青くしたりしたあとに、ぶんぶんと頭を横に振ふった。


「……だから、仲良くしてやってね」


　直樹の声はやっぱり優やさしい。


　でも今は、大好きな彼の笑え顔がおを見ても心が和なごまなかった。


「直樹」


　湊が頰ほおを膨らませていると、仁志が戻ってきた。さっきまでの部屋着ではなく、きちんとしたスーツを着こんでいる。


「俺は投資家クラブに行ってくるから……」


「うん。行っておいで」


「湊を頼たのんだ」


「もちろんだよ。仲良くしてるから」


　直樹はさり気なく、湊の肩を抱いた。頰を、きゅっと押しつけてくる。思いがけない仕草に、湊はどきどきしてしまった。


　仁志は眉み間けんに縦たて皺じわを寄せる。


「……湊」


「なんだよ」


　不ふ機き嫌げんな顔を向けると、仁志は眉まゆを上げる。


「俺は出かけてくる。帰りは遅おそくなるから、その間は直樹がいる」


「わかったよ」


「行ってくる」


　仁志は振りかえりもせずに、さっさと出て行った。


「湊くんは肌はだが柔やわらかいね。まだ若いからかな」


　嬉うれしそうに湊の頰をいじる直樹に、湊は尋たずねる。


「……仁志、どこに行ったの？」


「投資家クラブ」


「……クラブ？」


「そう。仁志と似たような職業の人たちの集まり」


　直樹はようやく、湊の体を離した。


　ソファの背もたれにゆったりと体を預けた直樹は、ふんわりと微笑む。


「仁志は、なんの仕事してるんだ？」


　湊は首を傾かしげた。そして、ひそひそと声を潜ひそめる。


「もしかして、ヤバい仕事？」


　直樹は、ぷっと吹ふき出した。


「ううん、違うよ」


「……そうなの？」


「まぁ、ちょっと賭かけ事ごとっぽいことはしてるけど」


　直樹はくすくす笑いながら、湊に手招きをする。


　湊は大人しく、直樹にぴったりとひっついた。


　直樹は湊の肩を抱だくと、耳元に口を寄せてきた。


「湊くんは、株って知ってるかな。野菜じゃないほうの株だけど」


「……ニュースで言ってるヤツ？　株が上がったとか、下がったとか」


「そうそう」


　いい子いい子するように、直樹は湊の髪かみを撫なでる。


「その株を売ったり買ったりするのが、仁志の仕事の一つなんだ。個人投資家って言うんだけど」


「へぇ……」


　頷うなずいたものの、実はよくわかっていない。湊は首を傾げた。


「それって、儲もうかるのかなぁ。この家、すっげぇでかいよな。それに、お手伝いさんとかもいるし……」


「そうだね。損をする人もいるけど、仁志は今のところ勝ちつづけてるかな。損をするのか得をするのか誰にもわからないから、株は賭けみたいなところがあるんだけどね。まぁ、仁志の場合、マンションや駐ちゆう車しや場じようをいくつも持っているから、本当は株をやらなくても、十分暮らしていけるんだけど。仁志の株投資は、半分趣しゆ味みかなぁ」


　直樹は、頰に指を当てる。


「仁志のお父さんは、僕にとって伯お父じさんに当たる人なんだけどね。その人は、『相場の神様』って言われていたんだよ。株で、神様みたいに儲けつづけた人っていう意味」


「へぇ……」


「そのお父さんの姿を小さい頃ころから見つづけていたせいかな。仁志も、十代のうちから株を覚えてね。たとえば……そうだなぁ。情報通信株っていって、ちょっと前にすごい値上がりをした後に値が下がっちゃった銘めい柄がら――株の種類のことだよ――があるんだけど、あれに絡からんで五億くらい儲けたりしている。仁志は勝負勘かんが強いし、思い切りもいい。何よりも冷静だから、感情的になったり、欲を出しすぎて失敗することもない。これまでは弱みもなかったから、守りに入ることを知らないしさ……。上手くやっていくだろうけど……ね」


　直樹は言葉を濁にごし、ちょっとだけ意味ありげに湊を見た。


　思わせぶりな視線の意味はわからないが、五億というのがとんでもない額だということは湊にもわかる。


「ごおく……」


　一生手にすることのないような金額だ。０の数が、ぱっと頭に浮うかばない。湊は目を大きく見開く。


「……すげぇ」


　直樹はにっこりと笑った。


「そう。すごいんだよ」


「……そうなんだ……」


　ただの意地悪なセクハラ帝てい王おうじゃなかったんだと、湊はこっそり呟つぶやいた。


　ちょっとだけ、見直した。


「投資家って、家にいてもできる仕事なの？」


「うん。パソコンと電話とファックスとテレビさえあれば、不自由しないと思うよ。仁志もずっと家にいるでしょう？」


「そっか……」


　湊はひとしきり感心する。


　自分は仁志のことをなんにも知らない。


　そのことを、湊はあらためて感じていた。











　仁志が戻もどってきた頃には、時計は十一時を回っていた。


　高坂家の使用人はみんな通いなので、直樹がいてくれなかったら一人で寂さびしかったかもしれないな、と湊は思った。


「遅いんだし、泊とまっていけばよかったのになぁ」


　仁志と入れ違いに帰る直樹を見送ったあと。仁志と揃そろって二階に上がった湊は、頭の後ろで腕うでを組み、つまんなさそうに呟く。


「……あいつには同居人がいるからな」


　ほろ酔よいかげんらしく、仁志の白い顔にはほんのりと赤みがさしていた。その横顔を見上げて、湊は言う。


「同居人？」


「……巨きよ大だいな犬だと」


　仁志は何が面おも白しろいのか、にやりと笑った。


「湊は、ずいぶん直樹になついているな」


「だって、直樹さんていい人じゃん」


「……いい人か」


　軽く頭を振ふった仁志は、溜ため息いき混じりにうめく。


「おまえ、外そと面づらに騙だまされてると人生に失敗するぞ」


「何がだよ」


「直樹はサドな上にホモなんだぜ」


　軽く背をかがめて、仁志は湊の顔を覗のぞきこんだ。真ま面じ目めな顔で、信じられないことを言う。湊は軽く仁志をにらんだ。


「それはおまえだろ！」


　どうして仁志は、湊の好きな人を悪く言うんだろう。湊は本気で頭にキた。


「……どうしておまえは、そういう口のきき方しかできないんだ」


「おまえがイヤなヤツだからだよ」


　湊は頰ほおを膨ふくらます。


「あーあ。俺が大人だったらなー。おまえの世話なんかにならなくてもいいのにさ。こんなところ、すぐに出ていけるのに……」


　いつもみたいに憎にくまれ口を叩たたいて、思いっきり舌を出す。すると仁志は、いつになく不機嫌をあらわにした表情で、湊の耳たぶを引っ張った。


「……出ていく、か」


　仁志の声は低い。


「おまえは本当に気が抜ぬけないヤツだよ。どうしたら繫つないでおけるんだろうな」


　端たん整せいな顔立ちが、切なく歪ゆがむ。


　――え……？


　湊は思わず、仁志の表情に見とれかけた。だが、摑つかまれた耳たぶが痛くて気がそらされてしまう。


「な、なにすんだよ！」


　仁志が指先にこめた力は案外強く、湊はぶんぶんと首を横に振って仁志の手から逃のがれようとした。


「俺は、サドな上にホモなんだろ」


　自分の部屋の扉とびらを開きながら、仁志は皮肉っぽく笑う。


「夕方のつづきをしてやるよ」


　墓ぼ穴けつを掘ほったらしいと気がついたときには、もう遅おそかった。湊はそのまま、仁志の部屋へと連れこまれてしまう。


「……軽いな」


　湊を横よこ抱だきにかかえあげた仁志は、そのままベッドの上に湊を放ほうり投げた。


「いってぇ……！」


　湊がしたたかぶつけた腰こしを擦さすっていると、仁志もネクタイを緩ゆるめながらベッドに乗り上げてくる。


「……ご要望にお応こたえして、上級者コースで相手してやるよ」


　言うなり、仁志は湊の両方の手首をひとまとめにして摑み、ほどいたネクタイで縛しばりあげた。


　人の気も知らないで、と仁志は苛いら立だたしげに舌打ちをしている。なんの言いがかりか、湊にはさっぱりわからなかった。


「仁志、てっめぇ……！」


　湊は小さく声を上げる。


　腹筋だけでなんとか起き上がろうとすると、仁志はあっさり湊をベッドの上に転がした。


「大人しくしていろ」


　湊を片手で押さえこんだ仁志は、ジーパンのジッパーを引きずり下ろす。


「や、やだ……！」


　湊は自由になる足をばたばたと動かした。少しくらいは、仁志の体に当たったはずだ。でも、仁志はそんなものは気にもせずに、湊から服を奪うばいとろうとした。


「そろそろ、最後まで我が慢まんしてもいい頃だぞ」


　仁志は含ふくみ笑いをして、ハンカチで湊のものの根元を縛りにかかる。


「……っ…」


　湊は首筋まで真っ赤にした。


「な、なにすんだよっ！」


「こうでもしておかないと、おまえは一人で気持ちよくなるだろうが」


　まだ柔やわらかな湊のものを、仁志は手て際ぎわよく縛りあげてしまった。そして湊の足の間を割ると、体を入りこませてきた。


「いい格好だ」


　火ほ照てった頰に手のひらを添そえられる。キスの合図だ。仁志とキスするのは嫌きらいじゃないが、こんなふうに好き勝手されるのはごめんだ。湊は、いやいやと頭を振った。


「……っ…」


　仁志はいつになく強ごう引いんで、無理やり湊の顎あごを摑む。顎のかみ合わせの辺りを強く押さえられ、湊はくちびるを半開きにした。


　すかさず、舌がもぐりこんでくる。いつもより少し熱っぽい。ちょっとだけ、アルコールの味がした。


「……っ…う……」


　口の中をねぶられて、湊はうめき声を上げる。最初は拒こばもうとしていたものの、馴なれた口づけに融とかされていく。


　心よりも、体が先に陥かん落らくした。キスが生んだ熱は下半身に滴したたり、湊のものを硬かたくする。


「……元気だな」


　湊の顎を摑んだまま、仁志は下半身へと指を伸のばした。直じかに握にぎりこまれ、湊は声を殺してうめいた。


「やだっ」


　ようやくくちびるを解放されて、湊は短く叫さけぶ。


「あんた、酔ってるだろ！」


「酔ってない」


「酔っ払ぱらいほど、そう言うんだ。あづさだってそうだった！」


「ワイン三杯ばい程度で酔うか」


　仁志は軽く肩かたをすくめると、湊の足の間へと伏ふせた。


「……っ！」


　湊はくちびるを嚙かんだ。この家に来て、そこの快感には本当に弱くなっている。イヤだと思っても、体はすっかり仁志の愛あい撫ぶを覚えていた。


「……なんだよ、いきなり…っ」


　いつもは、ちゃんとキスからされる。息苦しくなるほど、たっぷりと長いキスだ。こんなふうに、がっつかれたことはなかった。らしくない仁志の行動は、湊を不安にさせる。


　仁志は答えなかった。


　根元を縛いましめられた湊のものを、彼は口に含む。先せん端たんに舌先をねじこまれて、湊は息を飲んだ。


「……っ…ん……」


　荒あらっぽい扱あつかわれ方をされて腹を立てているけれども、湊のものは少しずつ硬くなっている。吸い上げられると、透とう明めいの雫しずくがあれの先っぽから溢あふれた。


「ひ……っ…あ……」


　根元へ感じる圧あつ迫ぱく感かんが、どんどん酷ひどくなっていく。感じて、大きくなっていく欲望。でも、とても不自由にさせられている。その窮きゆう屈くつささえ、熱を煽あおるだけだ。


「いやらしいヤツだな。もう濡ぬらしてる」


　口の中から湊のものを引き抜いて、仁志は冷たく笑う。


「……このぶんだと、すぐに後ろも覚えるな」


　もっと早くやればよかったと呟つぶやいた仁志は、湊の腰を少しだけ浮うかせると、足の間のつぼみへと顔をよせた。


「……っ…！」


　湊はくちびるを嚙む。


「そこヤだぁ……っ」


　閉じたつぼみへと、尖とがった舌の先が押し当てられた。十分舐なめほぐしたあとにちょっとだけ中に入りこんでくるはずのそれは、今日は強引に押し入ってきた。


「……いたっ！」


　湊は小さく悲鳴を上げる。舌の先だとはいっても、体の中で感じる他人の存在は、大きな圧迫感にすりかわった。


　いつもなら嫌いやがれば許してくれる仁志なのに、今日はどうしても譲ゆずる気はないみたいだ。小さなつぼみを広げるように、丸みを帯びた双そう丘きゆうが横に引っ張られる。


「……っ…あ……」


　部屋の電気は明るかった。いたたまれない気分を煽る。でも、顔を覆おおうことさえできなかった。無理に動かすと、縛められた手首が痛む。


「……う…ぁ……いや…」


　舌を浅く出し入れされている間に、硬かったあそこが緩みだした。体の内側をなめずられる感覚は、とても奇き妙みようなものだった。ちょっとの動きでも、腰が跳はねるほど感じてしまう。


「……や……なんか…へん…っ」


　未成熟な内ない壁へきの上を、何かが流れた。舌にのせた唾だ液えきを塗ぬりこめられているみたいだった。


「いいから、黙だまって感じてろ」


　仁志は、あそこから顔を離はなす。ほっとしたのも束つかの間ま、次は指が潜もぐりこんできた。男にしては節が小さい。


「だいたいおまえは、イヤだイヤだと思っているから、痛く感じるんだ。楽しいことだけ考えてろ」


「むちゃ言うな……っ」


「むちゃじゃないさ」


　仁志は体をずらすと、湊のＴシャツの上から乳ち首くびを咥くわえた。


「あ……っ」


　布の感かん触しよくが心ここ地ちいい。もどかしいような、痛いような感覚だった。


「ここだって、最初はくすぐったがっていただけじゃないか」


　あそこに咥えこませた指はそのまま、仁志は片方の手で湊の乳首を摘つまむ。


「でも、今はどうだ？　こんなに硬くしているだろ。直にいじってもいないのに、いやらしい乳首だな」


「……それは…」


　湊は口ごもった。自分の体のことだ。自覚はある。


　湊の小さな乳首は、すっかり尖ってしまっていた。布が擦すれるだけで感じる。本当は、直に吸ってもらったほうがいいこともわかっていた。


「いやらしいヤツだよ。本当に」


　少しさげすまれるように繰くりかえされて、湊はくちびるを嚙む。


　――おまえのせいだ！


　ほんの一週間前まで、湊は自分の体がこんなふうになるなんて思ってもみなかった。


　湊は仁志をきつい眼まな差ざしで睨にらむが、仁志は気にもとめてくれない。湊の中を搔かきわけたひとさし指を軽く揺ゆすった。


「だからここも、すぐに好よくなるだろうな」


　仁志はゆっくりと、ひとさし指を動かす。


「たっぷり教えてやるよ」


「ん……」


　細かなひだを引っ搔くように、爪つめを立てられた。自分の体の内側で、うねるような動きが生まれたことに、湊は気がつく。


「……ひっ！」


　湊の中で、仁志はいきなり指を折り曲げた。ひだを押されて、湊は小さく悲鳴を上げる。


　爪の先で押されていると、痛さよりもむずがゆいような感覚が生まれた。


　――やだっ……。


　痛いとばかり思っていたのに、足の間のものが育ちはじめる。あそこで感じる仁志の指の動きに煽られていた。そんな自分の体が恥はずかしくて、目の奥が熱くなる。


「気持ちいいんだろう？」


　仁志が、勝ち誇ほこったように笑った。


　湊は甘い喘あえぎを押し隠かくすように口をつぐみ、頭を横に振ふる。


「強ごう情じようだな。認めたほうが楽になれるぞ」


　仁志はひとさし指をゆっくりと抜ぬき差しした。わざと指の腹を粘ねん膜まくに押し付けるようにしながら。


「………あぁ…！」


　指が内側のある場所を引っ搔いた瞬しゆん間かん、湊のものは一気に熱くなった。足の裏が反りかえり、ぴんと伸びきる。


「……あ……んっ」


　ずっと引き結んでいたくちびるが、甘くほころんだ。もう、抑おさえがきかなくなる。肺から、ためこんでいた吐と息いきがどっと溢れた。


「や……そこ…だめぇ……！」


　仁志の指は他た愛わいない動きをしているだけなのに、声を抑えられなくなる。強きよう烈れつな快感が、体の中で生まれた。


「だめぇ……っ」


「……ここがいいんだろう？」


　仁志は繰りかえし、あそこのある一点を引っ搔く。押したり、揉もみこまれたりするたびに、湊は大きく腰こしを揺すって、溢れる強烈な感覚に耐たえようとした。


「……あ…やぁ…っ……やだぁ……！」


　いたずらな指の動きを押さえようとそこに力を入れると、ますます体が高ぶっていく。湊は髪かみを振り乱して泣きじゃくった。


「やだ……許して…っ」


　下腹部がしきりに波打つ。足の間のものは、下腹にぺたりとくっつくほど勃たちあがっていた。今すぐにもイける。けれども、根元の縛いましめがそれの邪じや魔まをした。


「や……あ…っ」


「説得力がないな」


　仁志は、膨ふくれ上がった湊のあれにふっと息をかける。そんなささやかな空気の動きにさえ、湊は感じていた。


「ここをこんなにして、何を言ってるんだ」


「やだ……っ」


　体の中に、二本目の指が忍しのびこむ。けれども、湊のあそこはもう頑かたくなにそれを拒こばんだりしなかった。


「……や……おねが……っ…あぁ…！」


　湊は喉のどを震ふるわせる。はちきれそうになっている湊のあれを、仁志は容よう赦しやなく咥えた。


「……ひっ……ふ……」


　やめて、やめてと繰りかえしたくちびるも、もう意味のある言葉を紡つむげない。弱い場所を一度にいじられて、湊は半ば開いたくちびるで喘ぎつづけるしかなかった。


「ひゃ……は…ぁ……んっ…」


　濡ぬれた音が、下か肢しからひっきりなしに響ひびいてくる。腫はれあがったあれの裏の筋を舐なめられ、先せん端たんに歯を立てられて、湊は悲鳴を上げた。


「……もういいだろう」


　体の中から、異物感が消える。けれども湊はもう動くこともできず、ぐったりと高い天てん井じようを見上げていた。


「あ……っ」


　指でさんざん犯おかされた場所に、熱くたかぶったものを押し当てられる。指なんかと比べ物にならないほどの存在感。それは何か。答えはすぐに出た。


「ひっ……！」


　湊は、なんとか腰を逃のがれさせようとする。でも、仁志は許してくれなかった。片手でなんなく押さえられた挙句に、触さわられるだけで頭がおかしくなりそうなほどたかぶっているものを握にぎりこまれてしまう。


「逃にげるな」


　腰を抱かかえこまれ、湊は観念した。


「……！」


　湊は鋭するどく喉を鳴らす。


　狭せまいあそこに、太いものが入りこんできた。


　体を真っ二つに切り裂さかれるような痛みが、湊の全身を貫つらぬく。


　痛い痛いと何度もうめいた。でも、それは声にならない。渇かわききった喉は力を失い、呼吸するだけで痛みさえ感じる。


「……力を抜け。そのほうが楽だ」


　仁志は、決して焦あせらなかった。ゆっくりと、湊のあそこへ入りこんでくる。


　擦こすれあっている襞ひだは、もどかしそうに痙けい攣れんを繰りかえした。ぴりぴりと引きつる入り口とはうらはら、体の内側は柔じゆう軟なんに、仁志を受け入れようとした。


「もっていかれそうだ」


　仁志は息を飲む。


「あんまり締しめつけるな。こっちも痛い」


　涙なみだで視界はぼやけて、仁志がどんな顔をしているのか、湊にはわからなかった。でも、声の調子は意外に優やさしい。丸めこまれてしまいそうになる。


「……全部入ったな」


　囁ささやきは、耳元から聞こえてきた。


　手首の縛めがようやく解ける。けれども腕うでを動かすことはできず、湊は両りよう腕うでをシーツに投げ出した。


「まだ痛むのか？」


　くちびるの端はしにキスされて、湊は小さく頷うなずく。


　無理やり押し入られたあそこは、ぴりぴりと引きつれたままだ。たとえ仁志が解放してくれたとしても、きっと痛みは残ってしまうんだろう。


「泣いているのか」


　自分が泣かせたくせに、男は今気がついたかのように呟つぶやいた。


「悪くないな。おまえは、これくらいしおれているほうが見み栄ばえがいい」


　勝手なことを言う。でも、言い返す気力さえなかった。


　泣いているほうがいいというのに、男は湊の涙を吸い取ってくれる。慰なぐさめるかのような仕草。傲ごう慢まんなくせに、不思議に優しい。


　湊は重たい腕を持ち上げて、そっと仁志の背中にすがりついた。今、湊にはこの男しか縋すがりつけるものがなかった。


「……湊…」


　名前を呼ぶ声はくすぐったいほど甘い。湊は仁志の胸へと、慰めを求めるかのように涙で濡れた頰ほおを擦りつけた。上質のスーツの感かん触しよくは柔やわらかかった。


　仁志は、湊をしっかりと搔かきいだく。息苦しいほどだ。何度もキスされて、少しずつ痛みを忘れることができた。


「動くぞ」


　宣言されて、湊は身構える。そんな湊のこめかみにくちびるを押し当てると、仁志はようやく縛めを解いてくれた。


「……っ…ん…」


　仁志の下腹と、湊のあれが擦れる。布地の感触だけで、わだかまっていた熱が一気に弾はじけた。


「……ぁ…ふぁ…っ」


　まるで血が吹ふき出したかのように、どくどくと湊のものは脈打つ。


　熱い体液が滴したたり落ち、下腹を濡らした。


「……っ…ふ…ん……」


　湊は胸を大きく上下させ、幾いく度ども喘ぐ。


　かさかさのくちびるに、湿しめった感触を感じた。仁志の舌は、いたわるように湊のくちびるを舐める。


「……あ……っ」


　湊の体の緊きん張ちようが緩ゆるんだのを見計らうように、仁志は本格的に腰を動かしはじめた。浅く深く抜き差しをされ、一度すっかり抜かれてしまったかと思うと、ゆっくりと貫かれる。


「……っ…ひ…いやぁ…！」


　仁志のなすがまま、がくがくと腰こしを揺ゆすぶられて湊は声を上げた。


　もう、何も考えられない。仁志の作り出すリズムに呑のみこまれる。


「あぁっ……！」


　体の奥で、仁志の熱がはじける。


　湊はそのまま、意識を飛ばしてしまった。




４







　さむざむしい事務所だった。


　探たん偵ていというのは儲もうからない職業なんだろうか。


　仁志はぐるりと辺りを見回す。


　建物は古いが、清せい掃そうだけはきちんとされているようだ。まずは合格を出してもいい。


　仁志はここに、直樹の紹しよう介かいで仕事を頼たのんでいたが、成果ははかばかしくなかった。自分の目で確かめて、信用できなさそうだったら他ほかにも頼もうと考えていたのだが。


　低いソファに腰かけて、仁志はテーブルの上に広げられた書類を見た。


　一口飲むだけでインスタントとわかるコーヒーを隅すみに押しのけ、彼は体を乗りだす。


「……結局、足取りはつかめないわけか」


「申しわけありません」


　人の良さそうな顔をした初老の男は、軽く頭を下げた。


「うちのものが、一度はアパートまで探しあてたんですが……。次の日にはも抜ぬけの殻からでした。どうやら、あちらさんは、いろいろと後ろ暗いみたいですね。男のほうの正体は、今洗っているところです」


「なるほど」


　仁志は一枚の写真を手にとる。


　男女一組の後ろ姿だ。


　女のほうをじっと見ていると、懐なつかしい面おも影かげがまぶたの裏に甦よみがえってくる。


　仁志は写真の上に溜ため息いきを吐はき出した。


「とりあえず、捜そう査さは続行してください。費用に糸目はつけません」


「承知しました」


　初老の男は重々しく請うけ負う。


「どうです。彼女が頼たよって逃げていきそうなところなど、心あたりは……？」


「さっぱりだ。なにせ、二十年近く顔を合わせていない。彼女には頼れる親しん戚せきもないはずだが……」


「そうですか」


　男は書類をまとめはじめる。そしてふと、何かに気がついたように仁志の顔を見上げた。


「そういえば、瀬下先生は桜井あづささんの従弟いとこにあたられるということですが、あなたは……」


　仁志は天を仰あおぐ。しばらくためらったあと、彼は重いくちびるを開けた。


「……桜井あづさは俺の姉だ。血はつながっていないが」


　言葉にしてしまうと、不思議と笑いがこぼれる。苦く笑しように近い。けれども、愛いとしい気持ちもたしかに残っていた。








「……どうだった？」


　仁志が興信所を出ると、愛車に背中を預けていた直樹が軽く手を振ふった。


「逃にげられたらしい。大だい丈じよう夫ぶなのか、ここは」


「腕は保証するよ。僕が仕事で世話になっているくらいだし」


　父親の会社の法律顧こ問もんで、主にリストラ問題を専門に取り扱あつかう弁護士である直樹は、仕事の関係で興信所に調査を依い頼らいすることがあった。やり手の若手弁護士という評価が高い彼が仕事のパートナーに指名しているということは、ひょうひょうとした風ふう貌ぼうとうらはらに、あの探偵は腕前がいいのかもしれない。


「……そうか」


　仁志は軽く肩かたをすくめ、車の助手席に乗りこむ。


　直樹は嬉うれしそうに運転席に入りこむと、シートベルトをしっかり締しめた。仁志にとっては、車というのは人に運転させるものだが、直樹はハンドルを握にぎるのが楽しくてたまらないタイプだった。


「仁志、シートベルトは締めてね。僕、つまんないことで警察に弱みを見せたくないんだ」


「……ああ」


　仁志は大人しく、シートベルトを締める。


「しかし、あづささんも見事に逃げてるね」


　直樹は、半分くらいは本気で感心しているみたいだ。


「相手の男がわけありだな、これは。張りこみに勘かんづかれたみたいだ」


「なるほどねぇ……」


　サイドブレーキを下げた直樹は、くすっと笑った。


「でも、君にとってはそのほうがありがたいんじゃないの？」


「なにが？」


「湊くんと、ずっと一いつ緒しよにいられるじゃない。お人ひと好よしだよねぇ、君も。いくら湊くんが寂さびしそうだからって、探偵使ってまであづささんの行ゆく方えを探すなんてさ。あづささんが戻もどってきたら、湊くんを返さなくちゃいけないんだよ。それでいいの？」


　直樹は、くちびるの端をつりあげる。


「一度でいいから、感情的になって、手段を選ばなくなる君も見てみたいのにな」


「……直樹」


　仁志が不ふ機き嫌げんな声を上げても、直樹はまったく気にもとめない。くくくっと、意地の悪い種類の笑えみを浮うかべた。


「おまえ、湊に妙みようなことを吹きこんでないだろうな？」


「やだなぁ。僕が、君の損になるようなことをすると思う？」


　車をスタートさせた直樹は、笑いを含ふくんだ流し目を仁志に向けてくる。


「……そうであってくれ」


　仁志は額に手を当てた。外そと面づらの良さに騙だまされそうだが、その分中が黒いのだ。瀬下直樹という男は。


「でもさ、君も要領悪いよね。愛しの湊くんがせっかく手元に来たのに。もっと上う手まく手なずければいいじゃない」


　ふふふっと、直樹は無む邪じや気きに笑う。


「十代だけあって、肌はだもすべすべしてるんだよね。可愛かわいいなぁ、湊くん」


「……直樹、おまえ……」


　仁志は、ちっと舌打ちをした。


「ったく、すっかり手なずけやがって」


「そりゃあ、僕はいい人だから」


　堂々と直樹は言い切った。


「仁志みたいに、わざわざ嫌きらわれるようなことはしないよ」


「……機嫌取りなんて、気色悪い」


　仁志は腕うでを組む。


「だいたいあいつはなぁ、初対面の俺になんて言ったと思う？　『あんた、あづさの新しい男？』だと。まともな口のきき方もできないのか」


　思い起こせば、初めて湊の家を訪おとずれたあの時。仁志の湊に対する第一印象は最悪というものになったのだ。


　写真や手紙を通して知っていた湊とは、ぜんぜん違ちがう。写真の湊は愛くるしいとしか言いようがない、守ってやらなくてはいけないという感情を搔かき立てる子どもだったのに、実際の湊は小こ憎にくったらしい高校生だった。


　気に入らないと心の底から思ったのに、鼻っ柱の強さと時々見せる寂しそうな表情のギャップに目を奪うばわれて――だからこそ、保護者ではいられなくなってしまったのかもしれない。


「イマドキの高校生だもん。敬語が苦手だっておかしくないよ」


　直樹は口元をほころばせる。


「仁志が夢を見てただけじゃない。まぁ、可愛かったものね。写真の中の湊くん」


「……手紙もな」


　投げやりに息をついた仁志は、流れていく車窓の景色に視線を移した。


「言っちゃえば？」


「なにをだ」


　直樹の本ほん性しようを知っているはずの仁志まで、うっかり目を奪われてしまいそうになるほど、艶あでやかな笑みを直樹は浮かべる。


「自分が文通相手だよ、って。ついでに、あづささんの行方をこっそり探しているとか、ずっと可愛くて可愛くて仕方がなかったとかさー。湊くんは単純だから、今までの恨うらみも忘れて懐なついてくれるかもね。試ためしてみる価値はあるんじゃない？」


「そんな格好悪いこと、できるか」


　仁志はこめかみを指で押さえる。


「そういえば、食事を一緒にどう？　今日、うちの飼い犬はいないから」


「やめておく」


　窓に肘ひじを当てて、仁志は頰ほお杖づえをついた。


「今日の午後は、湊のお守もりをする予定だからな」


「……へぇ」


「男でも、食事と服で宥なだめられるものだろうか」


　仁志の声に、ついつい真しん剣けん味みが籠こもる。


「……まぁね。湊くんは育ちざかりだし」


　信号待ちで、車の流れが止まった。直樹はステアリングに腕を載のせる。


「でも、間違っても仕立て屋呼んじゃ駄だ目めだよ。ショップブランドくらいのほうが喜ぶ。クチュールの良さが判わかる年じゃないだろうし」


　直樹の声ははしゃいでいる。面おも白しろくてたまらないという顔になった。


「……ご機嫌取りということは、とうとう煮に詰つまって、ヤっちゃったんだ。湊くんはまだ寝ねてるのかな。可か哀わい相そうにねぇ。すごく腰こしが痛いじゃない。馴なれてないとさ」


「……ほっとけ」


　仁志は溜ため息いきをついた。


　従兄いとこの性格がひん曲がっていることは知っていたが、最近は磨みがきがかかっている。露ろ骨こつな挑ちよう発はつに、どうせ本気じゃないんだと思っていても、やはり仁志は苛いら立だたされた。


　何より、いつでも家を飛び出していきそうな湊そのものが、仁志に不安を与あたえる。今は手元にいるが、何かきっかけさえあれば、あっさり出て行くだろう。あづさが高坂家を飛び出していったときのように、振ふりかえりもせず。


　自分らしくない感情の揺ゆれを仁志は嗤わらう。だが、湊を抱だいたこと自体には後こう悔かいはなかった。


　欲しくてたまらなかったものを、ようやく手にいれたのだから。


「あんなにいたいけな子に手を出すなんてね……。仁志ってば、乱暴なんだから」


　反論できないし、しようものなら報復が怖こわい。こういうときにもっとも懸けん命めいな手段を仁志は取る。すなわち、沈ちん黙もく。











　直樹に送られて家に戻ったとき、湊はまだ仁志のベッドで眠ねむったままだった。


　起きているときは口が悪いし、きつい表情もするが、目を閉じて眠ったままだとあどけない。


　湊は色素が薄うすかった。ハーフと言っても通用するくらいだ。小さな頃ころの写真には、そばかすの痕あとがあるものもあった。


　眠っている湊は、写真のイメージにぴったりと重なる。


　――口さえ開かなければ、な。


　仁志は軽く肩をすくめる。


　湊は見かけが強きよう烈れつに可愛らしいぶん、口の悪さが際きわ立だった。


　彼の顔立ちは、母親であるあづさとはあまり似ていない。


　あづさと仁志が一いつ緒しよに暮らしたときには、あづさがちょうど今の湊くらいの年ねん齢れいだった。それでも、面おも影かげは重ならない。湊は父親に似たんだろう。


　あづさの母親と仁志の父親が子連れ再さい婚こんをしたのは、仁志が十歳のときのことだった。


　あづさは十三歳。一番難しい年齢だった彼女は、なかなか仁志の父親に馴な染じまなかったらしい。再婚後数年で母親が死んだ一年後、仁志の父親と喧けん嘩かを繰くりかえした挙句に、家を飛び出してしまった。


　三年間だけ一緒に暮らした姉のことを、仁志はあまり思い出さなかった。父親の死ぬ間際まで。


　仁志の父親は天才的な相場師だったが、五年ほどまえに亡なくなった。父親は死の寸前、アメリカから帰国したばかりの仁志を枕まくら元もとに呼んで、手紙の山を託たくしたのだ。


　それが、湊との出会いだった。


　亡くなった妻の連れ子を、父親はずっと気にかけていたようだ。家族になりそこなった彼女の行ゆく方えを探し、亡き妻の名前で送金をしていたのだという。冷静な投資家だった父親らしくない感傷に仁志は呆あきれたが、いまわの際にあづさと湊の行く末を託され、しぶしぶ援えん助じよの肩かた代がわりを引き受けた。


　写真の中の幼い湊は可愛らしくて、仁志の父親は天使みたいだと笑っていた。さすがに仁志はそんな気き恥はずかしいことは思わなかったけれども、手紙を通しての家族ごっこはかったるかったはずなのに、いつの間にか湊との手紙のやりとりに夢中になっていた。


　もっとも、実物とイメージのギャップが大きすぎてがっくりもしたけれど。


「……ったく。猫ねこかぶりやがって」


　仁志は指の先で、湊のおでこを突つっつく。


「ん……」


　湊は寝ねがえりを打った。肩かたまでかかっていたシーツが動いた拍ひよう子しにはらりと落ちて、白い肌はだがあらわになる。


　首筋にも胸むな元もとにも、赤い痕あとが散らばっていた。仁志は自分が刻みこんだ痕を、一つ一つ指先で押さえた。


　手に入れたのだという実感が、興奮とともに湧わき上がる。


　けれども一方で、こんなことでは束そく縛ばくできないのだろうという冷めた認にん識しきもあった。どれだけ腕で囲いを作っても、湊はあっさりとすり抜ぬけていってしまいそうに見える。


　そしてそんなところが、たまらなく魅み力りよく的だ。


　シーツの上に散る髪かみの毛の一筋一筋を指の腹で撫なでていると、湊の長いまつげが小刻みに揺れはじめた。


　痙けい攣れんするまぶた、そしてくちびる。


　何度かまばたきを繰りかえしたあと、湊はゆっくりと目を見開いた。


「……う…ん」


「ようやく起きたか。もう昼だぞ」


　湊の大きな目の焦しよう点てんは合わなくて、ぼんやりと仁志を眺ながめている。やがて、薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみの中、くっきりと仁志の姿が像を結んだかと思うと、湊はいきなり跳はね起きた。


「仁志、てめぇっ……痛っ！」


　仁志の好意ポイントを一気に引き下げるハスな口調で、湊は叫さけぶ。たぶん仁志を叩たたこうとして手を出したんだろうが、顔をしかめたかと思うと、腰を押さえた。


　仁志は眉まゆを上げる。


「無理に動くからだ。馬ば鹿かが」


　はじめて男を受け入れた体には、まだダメージが残っているらしい。湊は悔くやしそうに仁志を見つめた。


「くそっ……！」


「食事はどうする？」


　暴れる湊の手を摑つかみ、仁志は問う。


「腹はへってるだろう？」


　湊はぷいっと顔をそむけたが、おなかがぐぅっと鳴った。仁志は小さく吹ふき出す。


「腹で返事をしていれば世話はないな。シャワーは浴びれるか？」


「……たぶん」


　湊は這はうようにベッドから降りると、絨じゆう毯たんの上にぺたりと座りこんだ。


　体液で全身濡ぬれたせいなのか、白い肌に張りがない。仁志は上着を脱ぬいで乱れたベッドに置くと、湊の体を抱き上げた。湊は高校生にしては小こ柄がらで、持ちあげることも簡単だ。仁志は両りよう腕うでで湊を抱きかかえると、部屋の片かた隅すみのシャワールームへと連れていった。


「離はなせよ！」


「大人しくしてろ。窓から放ほうり出すぞ」


　体をばたばたと動かす湊を脅おどして、仁志は腕を離さなかった。


　湊は観念したかのように、仁志の首筋に腕を回す。ようやく大人しくなった子どもに、仁志は軽くくちびるを寄せた。


　シャワールームはたいして広くない。湊が床ゆかにぺったりと座りこんでしまうと、けっこういっぱいになる。


　仁志は半分扉とびらを開けて、湊の体にシャワーを当てた。湊は気持ちよさそうに目を閉じる。お湯の加減を調整してやりながら、仁志は綺き麗れいに湊の体を洗い流した。


　ようやく、この体を手に入れた。


　仁志は、濃のう密みつな時間を思いかえす。


　直樹に煽あおられたのは不本意だったが、欲しくてたまらなかったのは本当だ。強ごう引いんに奪うばったぶん、次からはたっぷりと可愛かわいがってやりたかった。


「……中ちゆう華かでも食べに行こうと思うんだが、どうする？」


「なんで？」


　頭を軽く振ってお湯を弾はじいた湊は、警けい戒かいしたような視線を向けてくる。


「たまにはいいだろ」


「……昨日、むちゃくちゃしたから？」


「ま、そう思ってもらってもいいな」


「悪いと思うなら、最初からああいうことするなよなー」


　湊は頰ほおを膨ふくらました。


「おまえがなかなか借りを返さないからだろ。自分から言い出したくせに」


　仁志は湊の下か肢しにお湯を当てる。湊は窮きゆう屈くつそうに足を伸のばした。どうしても収まりきらなくて、足を開いて膝ひざを曲げる。足の間のほのかな陰かげりは、なかなかいい眺めだった。


「……だって」


　ふくれっつらのまま、湊は恥はずかしそうに俯うつむく。


「痛かったんだ……」


　繰りかえすところを見ると、本気で痛かったらしい。


「極力馴ならしてやったつもりだが？」


　仁志は屈かがんで、湊の足の間に指を滑すべらす。


「わ、どこ触さわるんだよ！」


　湊は全身をぴくんと動かした。


「中に出したからな。綺麗にしないと」


　淡あわい茂しげみをかきわけ、湊の一番奥へと仁志は指を這わせる。そこはまだ腫はれていて、少し熱を持っているようだった。


「やだっ……触んな！」


「じゃあ、自分でするのか？」


「……うっ」


　湊は口ごもる。


「い、いやらしいことはすんなよ」


「おまえが大人しくしてれば、すぐに終わる」


「……わかったよ」


　自分で自分の中をかき回す度胸はなかったらしい。湊は諦あきらめたように目をつぶる。


　仁志はそっと、湊のつぼみへと指を差し入れる。


「んっ……」


　湊は息を飲んだ。そのとたん、柔やわらかな部分がぎゅっと締しまる。指をきつく食い締められ、仁志は苦笑いする。


「……少しずつ、気持ちよくなってきたんじゃないのか？」


　からかうと、湊は顔を真っ赤にした。


　仁志はひとさし指と中指で、ゆっくりと白い液を搔かきだす。かなり無理をさせたそこは、まだ熱を持っているようだった。襞ひだの感かん触しよくを楽しむように指を動かすと、湊の白い下腹が波打った。


「……あ…っ」


　そこでの快感を覚えてしまったらしい。湊のものが、少しだけ頭をもたげる。


「気持ちいいんだな」


　断定口調でなぶると、湊は激しく頭を振ふった。


　湊くらいの年では、まだこのテのお楽しみに抵てい抗こうがあるんだろうか。仁志は自分の高校生時代を思い出そうとするが、うまくいかなかった。なんにしても、中学で女を経験した自分と湊では、感覚が違うんだろう。


「やだ……っ」


「洗ってやっているだけだろう」


「……んっ」


　湊は涙なみだ目めで仁志をにらんだ。


「なんかしてんだろ、おまえ！」


「なにかって？」


「だから……」


　落ちつきなくきょろきょろしていた湊は、溜ため息いきをついてから口を開く。


「……なんか……気持ちよくなるように……とか」


　仁志は思わず吹き出した。


「なに笑ってんだよ！」


　湊は腕を振り回す。仁志は湊の肩かたを押さえ、目頭にくちびるを当てた。


「……欲しいなら言えばいい。いくらでも相手してやるよ。十代はやりたいさかりだしな」


「違うって！」


「おまえのココが、特別感じやすいだけだ。俺は何もしていない」


　小さなつぼみを撫なでてやると、湊の細い腰こしはぴくんと跳ねる。


　湊は悔しそうにくちびるを嚙かんだ。ふっくらと柔らかいくちびるを痛めつけるようなことを、湊は平気でやる。仁志は湊の顎あごを捕とらえて、くちびるに触ふれた。


「切れるぞ」


　せっかく柔らかな感触なのにもったいない。そう、口には出さないが心の中で呟つぶやく。


　軽いキスを交かわしながら、仁志は湊の体を隅すみ々ずみまで清めた。


　触れるたびに、言葉を交わすたびに、あの写真の中の子どもに感じていた想おもいが遠くなっていく。


　見守りたいとは、もう思わない。身も心も、自分だけのものにしてしまいたかった。











　腰が痛むと湊が言うので、ショッピングは諦めて、中華料理屋で食事をするだけで家に帰ることにした。


　場馴れしていない湊が気き後おくれしない程度のレベルの店を選んだつもりだったが、ホールスタッフが椅い子すを引いてくれるような店は初めてだったようで、湊は物もの珍めずらしがってずっとはしゃいでいた。


　機き嫌げんを取るのが目的だったものの、目的がすっかり成功してしまっては仁志も複雑だ。やっぱり湊は、ちょっと頭が弱いんじゃなかろうかと、心配になってくる。おおらか、と言えば聞こえはいいんだろうか。


　帰宅した仁志と湊を出で迎むかえたハウスキーパーは、直樹が来ていることを告げる。いつもの直樹なら、まだ事務所にいるはずの時間だ。不ふ審しんに思いながらも、仁志はゲストルームに向かった。


「……お帰りなさい」


　直樹はふんわりと微ほほ笑えむ。


「どうしたんだ、こんな時間に」


「仕事を切り上げてきちゃった」


　細められた直樹の目は優やさしい。でも、柔らかな表情や仕草の裏側を、ついつい深読みしたくなる。


「直樹さん、いらっしゃい」


　湊は嬉うれしそうに直樹の隣となりに陣じん取どる。


　よりにもよって直樹みたいな多重人格の性格破は綻たん者しやに懐なつくなんて、湊も人を見る目がない。仁志はとても不ふ愉ゆ快かいだった。


「こんにちは、湊くん」


　直樹はさりげなく、湊の髪かみに触れる。


「なんだか、美お味いしそうな匂においがする。どこに行っていたの？」


「中華食ってきた！　なんか、すっげー大きい立派な店。それで、すごく美う味まかった」


「たいした店じゃない。なにせ、ガイドブックに載のっているくらいだからな」


　直樹や湊と向かいあうように座った仁志は、高々と足を組んだ。


「でも、湊にはちょうどいいくらいかもな。……そうだ。知っていたか、直樹。湊の家の半分こルール」


「……なにそれ」


「あ、仁志。言うなよ！」


　湊は目を三角にするが、仁志は構わず言葉を続ける。


「大皿料理は、食べていい量が決まっているんだと。たとえば二人で食事しているときにエビチリのエビが八個あったら、きっちり四個しか食べてはいけないんだそうだ。皿が出てくる端はなから数えるから、たいがい恥ずかしかったぞ。杏あん仁にん豆どう腐ふまで、数えて、よそうしな。時間がかかって仕方がなかった」


「……しょうがねぇだろ。俺の家、貧びん乏ぼうだし。あづさも俺も食べるの大好きだから、同じくらい食べたいんだよ」


　湊は下を向くと、足をふらふらさせた。


「いいじゃない。お互たがいへの思いやりだよね」


　直樹はにっこりと、優等生の笑え顔がおを浮うかべる。


「それにしても、仁志が外食なんて珍しいな。何かのお祝い？」


　直樹は小さく首を傾かしげた。


「お祝い……って」


　湊も直樹と同じ方向へ、頭を傾げた。


「たとえば、湊くんが大人になったとか。仁志の満願成じよう就じゆとか」


「……おい」


　なにもかもわかっているくせに、直樹はわざと言っている。


　どうやら仁志をからかうだけじゃなくて、湊をいじるのが最近のお楽しみみたいだ。


　仁志はしかめっつらをした。


「お、大人って……」


　湊はちらりと仁志を見る。そして、首筋まで真っ赤になった。


　ふふっと、直樹は甘い笑みを浮かべる。


「湊くん、今日は疲つかれた顔をしているね。腰、揉もんであげようか」


「え？」


　湊はきょとんとして、大きな丸い目をさらに縦に開き、直樹を見つめた。


　――そんな無防備な顔を見せるから、直樹にいじられるんだ。馬ば鹿かめ。


　仁志は心の中で苦々しく呟く。


　下手に止めに入ったら直樹を喜ばせるだけだ。どうしたものかと、仁志は思案に暮れた。


「マッサージ。僕、上う手まいんだよ」


　直樹の表情は柔やわらかいが、湊とぴったり合わせた視線はどちらかというと容よう赦しやない。ノーを許さない力強さがあった。


「い、いいって！」


　湊はぶんぶんと頭を振ふる。


「遠えん慮りよしなくていいよ。揉んであげるから。腰は特に念入りに、ね」


　直樹は親切ごかしに言いつのった。


「こ、腰はいいよっ……」


　湊の声は悲鳴に近い。


　直樹の目は、きらきらと輝かがやいている。おもちゃを見つけたときの反応だ。


　仁志は、天を仰あおいで溜息をつく。


　どうして湊は、直樹のこの本ほん性しように気づけないんだろうか。


「……僕、湊くんのためになれたら、うれしいのにな」


　直樹は、肩を落とした。


「あ、えっと……」


　湊は、そっと直樹の傍そばに寄る。ころっと丸めこまれているあたり、本当に単純だ。


「じゃ、じゃあ頼たのもう……かな」


　湊はおずおずと、ソファに寝ねそべった。高校一年生にしては湊は小こ柄がらな体格で、ソファから手足がはみ出しもしない。


「楽にしててね」


　直樹は湊の細い腰こしに手を置いた。そしてそろりと、丸い尻しりのあたりを撫なでる。


「……っ」


　湊の全身が、ぴくりと動いた。


「直樹……」


　さすがに仁志が口を挟はさもうとするが、直樹はますます調子に乗る。


「ここかな。それとも、こっち？」


　湊の細い腰、わき腹など、感じやすい場所を直樹は撫でまわす。どこがマッサージだと、仁志は呆あきれた。


「……っ…う……」


　湊はぎゅっとくちびるを嚙かむ。大きな目が一いつ瞬しゆん見開かれたあと、かたく閉ざされた。薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみが潤うるんでいたことに気がつき、さすがに仁志は止めに入った。


「やめてやれ」


「うん」


　直樹はふふっと笑う。


「気持ちよかった？」


　湊は顔を上げない。なんだか、もじもじしているみたいだ。


「湊？」


　仁志が湊の肩かたに手をかけると、ばしっと手のひらを引っぱたかれる。


　湊はそのまま、ものも言わずに一目散に部屋を出て行った。


「……やりすぎだぞ」


　仁志が横目で従兄いとこをにらむと、直樹は満面の微び笑しようを浮かべる。


「感度が良すぎるのも困り者だね……」


　悪意なんてかけらもありませんと言わんばかりの表情で、「トイレかな？」と直樹は呟つぶやいた。








　湊は五分経たっても戻もどってこなかった。


　さすがに気になって、仁志は湊の部屋へと顔を出す。


　ノックしても返答はない。ノブに手をかけたら軽く回ったので、湊の学習能力の低さにあらためて呆れながら、仁志は部屋の中に入った。


「湊？」


　声をかけると、ベッドの真中で猫ねこみたいにまん丸になってうずくまっていた湊の肩が、びくりと動いた。


「……っ！」


　がばっと起き上がった湊の顔は真っ赤だ。目の縁ふちがほんのりと赤くて、それが妙みように色っぽい。一瞬、仁志が目を奪うばわれると、その隙すきをつくように枕まくらが飛んできた。


「来んな、おまえなんて嫌きらいだ！」


「……おい」


　枕をなんなく受け止めて、仁志はベッドに乗り上げる。


　湊は仁志から少しでも離はなれようとでもするかのように、シーツに包まったまま壁かべ際ぎわに張りついた。


「……来んなってば！」


「一人でやるのも味気ないだろうと思って来てやったのに、それはないだろう？」


「馬鹿野や郎ろう！」


　湊は震ふるえていた。


　威い嚇かくしている猫みたいにじっと仁志を睨にらむけれども、目が真っ赤になっているせいか、あまり迫はく力りよくがない。


「どうした？」


　もがく湊に構わず、仁志は腕うでの中へと小柄な体を抱だき寄せた。


「何を泣いてる。そんなに好よかったのか」


　直樹のヤツやりすぎだと、くちびるの内側で呟く。


　女みたいに細い、直樹の指先を仁志は思い出してみた。たくさんの男も女も虜とりこにした指だ。経験値の低い湊なんて、ひとたまりもなかっただろう。


「……おまえのせいだっ！」


　湊は、ぷいっと顔をそむけた。そしてそのまま、俯うつむいてしまう。


　うすっぺらな肩が落ちた。本気で落ちこんでいるようだ。


「腰を揉んだのは直樹だが？」


「……でも、おまえが悪い！」


　湊は、どん、と仁志に体当たりをする。


「おまえな」


　小柄な湊とは言っても、本気でぶつかられるとけっこう痛い。仁志は顔をしかめた。さっきまで機き嫌げんがよかったのに、まったく難しい年とし頃ごろだ。


「マッサージくらいで勝手に感じたのは、おまえが淫いん乱らんだからだろうが」


「……っ」


　耳元で叫さけばれることを仁志は覚かく悟ごしていたが、予想に反して声が聞こえてこない。


　湊は仁志の襟えり元もとを摑つかんだまま、俯いていた。


　小刻みに体が震えている。


　仁志は指先で、そっと丸い頰ほおをまさぐった。濡ぬれた感かん触しよくに、ぎょっとする。


「おい……」


　手のひらで頰を挟んで強ごう引いんに顔を上に向かせると、湊は歯をくいしばって、大きく目を見開いていた。必死で目元に力を入れているんだろう。まぶたがぴくぴくしていた。


　それでも、目の縁から頰にかけて、透とう明めいの跡がある。


「おまえのせいでっ……！」


　顔を見られるのが嫌いやだったのか、湊は大きく頭を振って仁志から逃のがれようとした。


　仁志は逃さず、ますます腕に力をこめる。


「離せよ！」


「やだね」


「くそ……っ」


　湊はさんざん、手足をばたばたと動かした。でも、仁志がびくりともしないでいると、観念したかのように仁志にしがみつき、肩に嚙みついてきた。


「……野の良ら猫ねこみたいなヤツだな」


　湊の柔らかな髪かみを撫でてやりながら、仁志は呟く。


「ほら、どうした？　恨うらみ言ごとなら聞いてやるぞ」


「……」


　湊は仁志の腕の中で俯き、悔くやしそうに呟いた。


「おまえが、いやらしいことばっかするから、俺、へんになっちゃったじゃんか……っ」


　気がすまないらしく、湊は仁志の腕や背中を抓つねったり、叩たたいたりする。


「直樹さん、親切にしてくれただけなのに。俺……っ」


　湊は泣いていた。


　声を上げたりはしないけれども、震えつづけている体と、シャツから染しみてくる温かな雫しずくでそれとわかる。


「……湊」


　湊の気がすむように暴れさせてやりながら、仁志は何度も何度も背中を撫でた。


「へんになっちゃったのは、おまえのせいだ。おまえが……」


　声に涙なみだが混じる。いつも小生意気なぶん、泣いている姿が年より幼くて可愛かわいく感じられた。


　湊にとっての直樹は、理想的な兄であり、父でもあったようだ。見かけにころりと騙だまされているあたり湊が馬ば鹿かなんだろうが、それでも父親の顔を知らずに育ったことを考えれば、情状酌しやく量りようの余地もある。


　父親の理想を見ていた直樹に触ふれられ、体が性的に反応してしまったことが恥はずかしくて、辛つらくて、まるで自分が異常みたいに感じられたんじゃないだろうか。


　仁志は溜ため息いきをついた。直樹は絶対に、スーツの下に先が尖とがった黒いしっぽを隠かくしている。


　でも、どれだけ性的な経験を重ねてもスれない、湊の可愛いところを見せてくれたことには感謝するべきなんだろうか。


　仁志はあやすように、湊の背中を軽く叩いた。


「へんじゃない」


　茶色い髪を搔かきあげてやりながら、仁志は湊の頭に何度もくちびるを寄せる。


「触さわられて、感じるのは当たりまえだ。俺がおまえの体をそういうふうに仕込んだんだから」


　甘ったるい声で囁ささやいてやる。


　感じやすい体になったことを仁志のせいにしたければ、湊は好きなだけそうすればいい。それは湊の体は仁志のものなのだと、湊の口から言っているようなものなのだから。


　背中から、わき腹、腰こしを撫なでてやる。湊の体が、ぶるりと大きく震えた。


「……やめ……っ」


「欲しければ言えばいい。いくらでもやる」


　耳たぶを柔やわらかく嚙かむと、湊は湿しめっぽい吐と息いきを漏もらす。


「欲しいんだろ？」


　丸い顎あごをそっと引き上げる。湊はぷいっと顔をそむけた。それを許さず、強引にくちびるを寄せる。壁かべと自分の体に湊を挟はさみこみ、逃にげられないように閉じこめた。


「……っ…ん！」


　舌を口の中に忍しのびこませると、湊は嚙み付こうと歯を立ててくる。さすがに痛い。それでも構わず口こう腔こうをむさぼっていると、湊は根負けしたかのように小さく咽むせた。


「……う…ん……」


　柔らかな口の粘ねん膜まくを、丹たん念ねんに舌先で刺し激げきする。溢あふれる唾だ液えきは、全部啜すすりあげた。苦しがって逃れようとする湊を許さずに、舌を引っ張るように強く吸い上げる。


　湊は仁志の背中に手を回し、爪つめをきつく立てた。けれども、深い口づけをつづけていると、腕の力は弱くなり、やがてぱたんとシーツの上に落ちた。


　くちびるを解放してやると、湊はくてんと壁に背を預け、大きく息をつく。


　ぽかんと半開きになったくちびるは濡れ、幼いくせに色気が漂ただよっていた。


「……いい顔だ」


　仁志は湊にくちびるを寄せると、濡れていつもより赤くなったくちびるを舌先で辿たどる。顎へ、首筋へとくちびるを滑すべらせると湊は体をよじったが、キスの余よ韻いんにひたるようにぼんやりしていた。


「最初に言っただろう？　そのうち、どこもかしこも気持ちよくなる、と」


　シャツの上から小さな乳ち首くびを摘つまみ上げ、仁志は囁く。親指とひとさし指で挟み押しつぶすように転がすと、湊は鼻にかかったような甘え声を上げた。


「やっ……」


　いやいやと、小さな子どものように頭を振ふりつづけてはいるものの、意識は溶とけてしまっているようだ。


　口づけると、大人しく仁志を受け入れた。


「あ……」


　口づけながら、仁志は湊のシャツのボタンを一つずつ外していく。


　白くうすっぺらな胸にある、赤く色づいた小さな乳首は、ぷつっと立ち上がっていた。触れると、芯しんが通ったかのように硬かたくなっている。


　最初ここに触っても、湊はくすぐったがるだけだった。けれども、すぐにイイ表情を見せるようになった。


　仁志は舌先を尖らせて、そっと右の乳首の先をつつく。弾だん力りよくが心ここ地ちよい。口に咥くわえて少し吸ってやると、湊は背筋をしならせた。


　胸がつんと前に出るので、まるで「もっと」とねだってるみたいになる。この淫みだらな姿が、本人には見えないのが残念だった。


「……っ…ふぁ……」


「もっとねだってみろ。好よくしてやる」


「や……って…あぁ…っ」


　爪の先でぴっと乳首を弾はじくと、湊は甲かん高だかい声を上げる。ちょっと痛いた痒がゆいくらいにされるのが、湊は一番好きみたいだ。


　湊のふっくらとした指の先が、シーツの上をさまよう。決して湊は太っているわけじゃないのに、まだ肉づきが柔らかかった。肉がこそげ落ちて、体つきがシャープになる時期を迎むかえていないらしい。年より幼く見えるのはそのせいなんだろう。


「摑つかまってろ」


　仁志は湊の手を捕とらえると、背中に腕うでを回させる。意識が朦もう朧ろうとしている湊は、大人しく仁志にしがみついた。迷まい子ごの子どもがしがみつくみたいにぎゅっと抱だきつかれると、愛いとしいという気持ちがしみじみと浮うかんでくる。


「……あ…っ……く……んっ…」


　交こう互ごに胸を可愛がってやっただけなのに、湊はもう、口を閉じることさえもできないようだった。ひっきりなしに、声が漏れてくる。


「……や…ぁ……いやぁ……っ」


「イヤ、じゃないだろうが」


　仁志は苦く笑しようした。


　今の湊にとってはイヤもイイも同じだろう。もう少ししたら素す直なおにねだることも覚えるだろうかと、仁志はふと思う。


　仁志は下か肢しへと手を伸のばす。湊のものは既すでに熱く、布を押し上げるほど硬くなっていた。


「……ここがイイと言ってる」


「やだっ！」


　弱い部分に触れられて、湊は少しだけ正気を取り戻もどしたらしい。突とつ然ぜん、猛もう烈れつに暴れだした。


「可愛がってやってるんだ。大人しくしてろ」


　そこをぐっと握にぎりこんでやると、湊は息を詰つめる。ゆるく手で扱しごいてやるだけで、きつかった眼まな差ざしがとろりと蕩とろけた。


「……っ…は…あぁん」


　湊のものはまだ幼くて、完全に大人にはなりきれていない。そのうち育つのだろうか。仁志の手のひらの中で――それは、楽しい未来予想だった。


　先せん端たんのくぼみから、透とう明めいの雫が溢れだす。そこに口を寄せて啜りあげると、湊のもの自身が大きく震ふるえた。


「………く…ぅ……ん……」


　抱かれているときの湊は、子どもっぽい表情を見せた。ちょっと声を気にしてみて、口元を手のひらで押さえたりする仕草が、たとえようもなく可愛らしい。


　湊のそれを撫でまわしながら、仁志は湊のつぼみへと顔を近づけた。昨日仁志を呑のみこんだそこは、外からはわからないものの、中はまだ腫はれているかもしれない。


「……今日は優やさしくしてやる」


　未成熟な体を眺ながめているうちに、昨日無理をさせたことが後ろめたくなる。


「……っ…ひゃぁ……んっ……」


　舌先で、つぼみを舐なめる。いたわるように優しく扱あつかうと、湊は啜り泣くような声を上げた。


　親指の腹で湊のものの裏側の筋をなぞりながら、仁志は湊のつぼみへと舌を差し入れる。


「やぁ…んっ」


　一ひと際きわ高い声を上げて、湊は体を緊きん張ちようさせた。中をなめずられる感覚は独特のものらしく、湊は小さな悲鳴を何度も漏らす。


　唾液をたっぷり舌に載のせて、繊せん細さいな襞ひだの一本一本を潤うるおすように流しこむと、湊の白い下腹は、ぴくぴくと盛さかんに上下した。


「……はぁ……んっ……やめ……っ」


　白い太ふと股ももを大きく押し開いて、本格的につぼみへと顔を寄せる。痙けい攣れんを繰くり返す足の付け根にキスをしてやると、ふっと湊の体から力が抜ぬけた。


「湊……」


　仁志は湊の体を、そっとベッドの上に横たえる。湊は辛つらそうに横よこ倒だおしになり、膝ひざを曲げて丸まった。


「は……ぁ…っ……んっ……」


　両手の手のひらで口元を押さえ、湊は盛んに息つぎをする。


　仁志は起き上がり、湊の弱い場所二ヶ所に、上から手を差し入れた。


「あ……っ！」


　湊はさっと視線を上げた。焦しよう点てんの合わない二つの瞳ひとみが、仁志の姿を写す。


「楽にしていろ」


　仁志は背を屈かがめ、湊の目元にくちびるを寄せた。


「……っ…！」


　つぼみへと指を差し込むと、湊は息を飲む。辛そうに眉まゆをしかめたので、宥なだめるように足の間の熱をまさぐってやった。


「……う……ん…………」


　前を弄いじりながら、狭せまいつぼみを馴ならしてやる。指先から伝わってくる体温よりも高い熱に、夢中にさせられた。何度も抜き差しを繰りかえしながら、指の本数を増やしていく。


「……あんっ」


　しこりのような感かん触しよくがある部分を指の腹が掠かすめると、湊はびくんと体を動かせた。


「ここがイイのかっ？」


　声をかけても、力なく頭を振る。でも、体は正直だった。膨ふくれ上がった足の間の欲望はもうどろどろで、今にもはじけそうだった。


「もう少し、我が慢まんしてろ」


　湊のつぼみが指を三本受け入れたのを見計らい、仁志は穏おだやかに声をかける。


「ん……」


　湊はすっかりわけがわからなくなっているみたいで、大きく息を繰りかえすだけだった。


　仁志は湊の弱い部分から手を離はなし、上気した体を仰あお向むけにさせる。足を大きく広げさせて割って入り、腰こしを抱かかえこんだのに、湊は自分の体に何が起こるかわかっていないみたいだった。


「……ひっ！」


　熱くなっている仁志自身の欲望をつぼみへと押し当てると、湊は引きつったような悲鳴をあげる。


　昨日の痛みを思い出そうとしたのか、しきりに体をよじりはじめた。


「やぁ……っ」


「大だい丈じよう夫ぶだ、力を抜け」


「やめ……っ…」


　暴れる湊を抱き寄せて、仁志は強ごう引いんにくちびるを寄せる。


　開きっぱなしになっていたせいか、かさかさに乾かわいたくちびるを、ちゅっと吸い上げると、湊は少しだけ大人しくなった。


「……ん…あぁ……っ」


　湊が気を緩ゆるめた隙すきに、一気に中へと押し入る。


　よく馴らしたからか、二回目のせいなのか。湊は昨日よりすんなりと、仁志を受け入れた。


　閉じられていたまぶたが、ゆっくりと押し上げられる。


　湊はぼんやりと仁志を見た。髪かみを撫なでてやると、嬉うれしそうに笑う。肩かたの力が抜けた笑え顔がおだ。仁志が初めてみる、湊の柔やわらかい微び笑しようだった。


「ひとし……？」


　湊は意識が朦もう朧ろうとしているだけだ。


　だから、こんなにも大人しいに違ちがいない。


　そうは思っているのに、名前を呼ばれただけなのに、胸の奥からどっと溢あふれだすものがあった。


　愛いとしいという想おもいが、明めい瞭りような形になる。どうして今まで口にせずにいられたのか、仁志は自分がわからない。湊の体をしっかりと腕に抱えこむと、仁志は耳元へと囁ささやきかけた。


　好きだ、と。








　疲つかれて眠ねむってしまった湊を置いて仁志が居間に顔を出すと、帰ったかと思っていた直樹はまだソファに座っていた。御木本を相手に雑談をしていたようだ。


「まだいたのか」


「ひどいなぁ、仁志。僕を放ほうりだして、湊くんと何をしていたの？」


　ふふふふふ、と直樹は笑う。


　仁志は、ちっと舌を打った。


「悪のりしすぎだぞ、直樹」


「僕は湊くんが可愛かわいくて仕方がないだけだよ」


「……おまえのそういう口調は、俺には通用しないからな」


　直樹は何も言わない。軽く首を傾かしげるだけだ。ふんわりと、顔中に広がった笑みは不ふ穏おんそのものだった。


「いいの？」


「何がだ」


　直樹はカバンの中から、事務所名が入った封ふう筒とうを取り出す。


「さっき、興信所のほうから来てたんだけど」


「調査結果か」


　仁志は思わず、身を乗り出す。


「見せてあげない」


「金を出したのは俺だ」


「紹しよう介かいしたのも、間に立ってるのも僕じゃない」


　仁志は天を仰あおいだ。


　隣となりで、御木本が笑いをこらえている。眼め鏡がねの細いフレームを、しきりにいじっていた。


「……見つかったのか」


　少し声のトーンを落とすと、直樹は封筒の角で口元を隠かくす。


「男の身元が割れたよ」


「なんだと？」


「誰だれだと思う？」


「もったいぶるな」


　詰つめ寄ると、直樹はテーブルの上に書類と写真を広げた。


「あづささんと一いつ緒しよにいる男は、寒さむ川かわ東とう治じ。プラネックスプロモーションのオーナー社長」


「聞かんな」


　仁志はソファの背もたれに、背中を預ける。


　高坂家は多数の不動産を所有していて、生計はそれで得ている。その他ほかに、仁志の父親の代からは株の売買にも手を染めていた。


　仁志は十代の頃ころから株式市場に馴なじみ、今では名の知れた個人投資家だ。経済情勢や企き業ぎよう動向などは頭に叩たたきこんでいるが、プラネックスプロモーションという社名は記き憶おくにない。


「最近、マザーズに上場したばかりの企業です。仁志さんがご存知ないのも無理はありません」


　御木本がファイルをめくりながら答える。直樹と、その話をしていたんだろうか。資料をまとめて用意していた。


「こちらが、プラネックスプロモーションの社歴と企業概がい略りゃく、それから平成十三年度の決算報告です。十二月決算のようですね」


「そうか」


　御木本に渡わたされた資料を、仁志はぱらぱらとめくる。ざっと目を通すが、投資家としてはあまりそそられない企業だ。


「最近、どうやら仕手筋に狙ねらわれて、株を買い占しめられてしまったようですね。マザーズではけっこう有名な話です」


　御木本は眼鏡のフレームを押し上げる。


　株の売り買いがされる場所を株式市場という。ただ、株式市場と一口では言っても、いろんな市場があった。それぞれ取り扱あつかわれる企業の規模によって、はっきりと特とく徴ちようづけられている。


　マザーズはそのうちの一つ。新しくできた企業、成長途と中ちゆうの企業のための市場だった。


　仁志は主に、アメリカのナスダックや、ナスダック・ジャパンという市場を相手にしている。やはり、中ちゆう堅けん企業や新興企業向けの市場だ。企業を育てるという、投資家の醍だい醐ご味みを強く感じることができる。


「仕手筋に？　なぜだ」


　仁志は首を傾げる。


　仕手筋というのは、株を戦略的に売買している人々のことだ。彼らが乗り出してくると、株価の上下が激しくなったりすることもある。


「さぁ……。どうやら、売買で利益を出すのが目的だったわけではなく、株を買い占めることで会社に圧力をかけることが目的だったようですね。一時期、十五万円代で取引されていました」


「額面は？　まさか五万か。珍めずらしいな」


「いいえ。五十円です」


「……なりふりかまわんことをするヤツもいるもんだ。そこまでする値打ちがある会社か？」


　仁志は肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついた。


「それはつまり、プラネックスプロモーションを誰かが乗っ取ろうとして、お金に糸目つけずに会社の株を買い占めているということかな。それで、会社の実力以上に株価が値上がりしちゃってるってことだよね」


　直樹は膝ひざ頭がしらをひとさし指でとんとんとんと叩きながら、呟つぶやいた。


「そうだ」


　仁志は軽く頷うなずく。


　日本の株主は会社への影えい響きよう力りよくがあまりないと言われているが、本人がその気になれば株主の権利を使って、取とり締しまり役やく人事などに口を出すことができる。だからこそ、会社同士の強引な吸収合がつ併ぺいに、株の買い占めという手が使われることもあるのだ。


「でもさ、なんで御木本さんは知ってるのに、仁志は知らないの？　湊くんにかまけて仕事さぼってたの？」


　ふわふわと直樹は微ほほ笑えむ。


「一年中相場にはりついてるのは、大負けへの第一歩だな。適度に市場を離はなれることも必要なんだ」


　御木本の手前、仁志はもっともらしいことを言う。もっとも、きっと御木本には本音を見み抜ぬかれているに違いない。


「しかし、その仕手筋に狙われた会社の社長が、どうしてあづささんと駆かけ落おちをしているんだ？」


「借金だよ」


　直樹は少しだけ肩をすくめる。


「株を買い戻もどそうとして、無理に資金を調達したんだって。会社のお金だけじゃなくて、個人でも借金をしちゃったみたいだよ。今は、個人的な借金の返済で追い詰められて、逃にげ回っているらしいね。あとは、時間稼かせぎもあるのかな。どういういきさつかわかんないけど、仕手筋もいずれ手を引くだろうしね。取引法に触ふれてるし」


「経営センスがないな。だいたいオーナー社長とはいえ、会社を私物化するべきじゃない人事権を奪うばわれそうになったからだろうが、ムキになるからつけこまれるんだ」


　仁志は目を眇すがめた。あづさも、ろくでもない男に引っかかったものだ。


「今、全力で居場所をつきとめているらしいけど……どうするの、仁志？」


「とりあえず、居場所を把は握あくすることしかできんな。あづささんの首に縄なわをつけて連れ戻すこともできんだろう」


　溜ため息いきをついた仁志は、記憶の中では十六歳のままの、血のつながらない姉の姿を思い浮うかべた。突とつ然ぜん帰ってこなくなったセーラー服の少女は、すっかり大人の女の顔になって写真に収まっていた。


「そうだねぇ……」


　直樹は意味ありげに微ほほ笑えむ。


「仁志は、そのほうがいいだろうし」


　仁志はだんまりを決めこんだ。


　あづさが戻って来たら、湊は家に帰ってしまうだろう。今の関係のまま離れたらきっと、二度と湊に会うことはない。遠くから見守るだけになってしまう。


　眠ねむりこんでいる湊の顔が、急に見たくなってきた。


　恋こいしい。




５







　頭の芯しんまで甘く痺しびれていた。体がとろけてしまったかのように、何も考えられない。


「ん……」


　軽く揺ゆすりあげられて、湊は我にかえった。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　目を大きく見開くと、眉まゆを顰ひそめた仁志が心配そうに湊の顔を覗のぞきこんでいる。汗あせがにじんで、長い前まえ髪がみが額に張り付いていた。


　もう夏休みも終わりに近い。外はうだるような暑さだが、部屋の中は快適だった。


　それでも、激しく動いていたらやっぱり汗はかく。


「……うん…」


　身じろぎした湊は、体の奥に感じた違い和わ感かんに気がつき、体をびくんとしならせた。


　いきなり動くからだと、仁志は低く笑う。カンに障さわるような、からかい顔のはずなのに、ひどく優やさしく見えた。


　へんなの、と湊は思う。


　こうして、仁志に抱だかれるようになって一ヶ月近く経たつ。


　最初は痛みのほうが大きかったのに、今では気持ちがよいばかりだ。


　体が馴なじんでいくにつれて、心も馴じんだのだろうか。前よりは、仁志との距きよ離りを感じない。


　家族じゃない。友達でも、恋こい人びとでもない。それどころか、仁志には片思いの相手がいるらしい。この関係をどうやって呼べばいいのか、湊にはさっぱりわからないけれども。


　気持ちいいだけじゃなくて、いやらしいことをしているという罪悪感もあったはずなのに、いつのまにか綺き麗れいに消えていた。家の中から出ない生活をしていたから、感覚が麻ま痺ひしてしまったのかもしれない。


「……そういえば、そろそろ転校を考えたらどうだ？」


　湊の中から出て行く気配を見せないまま、仁志は湊の平べったい胸に顔を寄せてきた。


　高い鼻筋を胸むな元もとにこすりつけられ、湊はくすぐったさのあまり笑い声をあげた。


「このまま休学をつづけるわけにはいかないだろう？」


　仁志は、セックスしているときだけ少し優しい。気のせいか、声も甘ったるくなる。


　ちゅっと乳ち首くびを吸い上げられて、湊は胸元をそらせた。


「でも……っ」


　息を飲んだ湊は、半分だけ目を閉じる。体に触さわられると、どこもかしこも気持ちがいい。ちょっとずつ馴れて、ちょっとずつ気持ちよくなっていった。


「あづさ……帰ってくるかも……」


　挨あい拶さつするみたいに乳首にキスされて、湊は呼吸を乱す。体中を触られて、可愛かわいがられることが当たりまえになったのに、刺し激げきには日ごとに敏びん感かんになってしまっていた。


　この家にいることが苦痛じゃなくなった今でも、湊はあづさを思い出さない日はない。どうしようもないところがいっぱいあるけれども、湊の大切な母親だった。置いていかれたんだと思うと、やっぱり寂さびしい。


　仁志がいなかったら自分はどうなっていたんだろうかと、考えるだけでぞっとした。


　肉体労働だなんて言いながら湊にいやらしいことをたくさんするけれども、イヤな奴やつだけど、仁志のことは嫌きらいじゃない。


　だけど、あづさのことを忘れたわけじゃなかった。


　転校に踏ふみ切れないのは、そのためだ。


　けれども、夏休みも終わりに近いせいか、最近の仁志はさかんに転校を勧すすめてきた。


「……帰ってこないかも、な」


　仁志は少し冷たい声になると、湊の右の乳首を捻ひねりあげる。


「いてっ……！」


「もっと色気がある声を出してみろ」


　くにくにと親指とひとさし指で乳首をいじりながら、仁志は言った。


「馬ば鹿か、何言ってんだよ！」


　殴なぐってやろうと思って手を振ふり上げた湊だが、力を失っていた足の間のものを握にぎりこまれて、そのままシーツへと腕うでを沈しずめた。


「やめろ……っ！」


　何度も熱を絞しぼりだされたはずなのに、少し触ふれられただけでそこは簡単に力を取り戻す。硬かたくなったのを感じて、湊は声を上げた。


「イイ、だろ」


　仁志は呆あきれ声を上げる。


「何回言っても、わからない奴だな」


　根元から丹たん念ねんに揉もみこむように扱しごかれて、湊は呼吸を短く途と切ぎれさせた。


「……っ…あ……ん」


　湊は何度も声を上げる。


　鼻にかかった甘え声を出す自分に抵てい抗こうがあったはずなのに、いつのまにかそれさえも平気になってしまっていた。


「この家の近くに、私立の共学校がある。あまりレベルは高くないが、のんびりとした校風だ。篠原に送り迎むかえをさせれば十分くらいで着くし、おまえ向きだと思う」


　湊のものの先っぽをぐいっと親指の腹で押しながら、仁志は囁ささやく。


「……っ…ふぅ……」


　湊は仁志の腰こしへと、大きく開いた足を巻きつけた。自分のかっこうがどんなにみっともないのか、あまり考えないことにする。


「試験を受けてみないか？　学校のほうには打だ診しんした」


　こんなときに話すことじゃないと思うが、仁志はごく当たりまえのように湊の学校の話をした。


　たしかに最近の仁志はサカリがついてしまったみたいで、昼間からでも湊をベッドに招いたりするから、前以上に会話もベッドの上ですることが多くなってしまったけれども。


　湊の胸をついばみながら、仁志は下か肢しをまさぐる手も止めない。


「……く…んっ……」


　湊の体は自然に揺れて、腰が催さい促そくしているみたいにうごめいた。自分の体の中で、一度は果てたはずの仁志のものが大きく膨ふくれ上がっていくのを感じる。


　柔やわらかな内ない壁へきを内側から圧あつ迫ぱくされるのは、足の間のものを擦こすられるのとはまた別の、強きよう烈れつな悦よろこびがあった。


　少しでも身じろぎされると、ぐっと内側の柔らかい肉が仁志のものを締しめ上げる。体の中にある仁志の欲望がかさを増やしていくのを感じるだけで、湊の体も熱くなる。


「すっかり、こっちを覚えたな」


　仁志の声は満足そうだ。


　仁志に全部教えられた湊の体は、すっかり仁志の好みどおりに作り変えられていた。髪かみを撫なでられたり、キスされたりしながらそうやって囁かれると、傲ごう慢まんな男の台詞せりふはムカつくはずなのに、甘ったるい告白をされている気分になってとろけてしまう。


「あとは、可愛いねだり方を覚えてくれよ」


　おまえはどうも色気がないと、仁志は笑った。


　十六のガキだからかと続けられて、湊は口を引き結ぶ。ひとまわりも年ねん齢れいが違ちがうから仕方がないけれども、子ども扱あつかいは嬉うれしくなかった。


「……っ…ひと…しぃ……」


　湊は全身で仁志に抱きつく。今のところ、湊はこれ以外に仁志にねだる方法を知らなかった。仁志だって悪い。これだけで、湊に欲しいものをくれるから。


「湊……」


　体の奥へと、仁志がより深く沈みこんでくる。強い摩ま擦さつに、繊せん細さいな粘ねん膜まくが痙けい攣れんを起こした。


「……っ…ぅ……ん……」


　奥まで割りひろげられて、湊は大きく息を継つぐ。


「あ――……っ」


　大きく抜ぬき差しされ、一番気持ちがいい場所をきつく擦りあげられる。


　湊は大きく声を上げると、そのままわだかまった熱を吐はき出した。








　湊がシャワーを浴びて戻もどってくると、仁志はベッドの上で起き上がり、気だるそうに壁かべに体をもたれかけさせていた。


「仁志、空いたぜ」


「……ん？　ああ」


　仁志は何かを考えているようだった。いつもはふてぶてしいほどに落ち着いている眼まな差ざしが、声をかけたとたんに揺ゆれる。


「来い」


　招かれて、湊は仁志の隣となりに体を寄せた。仁志からは汗あせの匂においまじりの体たい臭しゆうがしたが、イヤなものではなかった。


　腕に抱だき取られて、湊は胸に頰ほおを埋うずめる。濡ぬれた髪を撫でられて目を閉じた。


　あづさに頭を撫でられたことがなかったわけじゃない。でも、大きな肉厚の手のひらで撫でられると、あづさからは感じなかった安心感にひたることができた。


「……もう十日もすれば九月だろう？」


　湊の耳の後ろの髪を搔かきあげながら、仁志は呟つぶやく。


　今日はどうしても、転校の話にケリをつけたいらしい。湊は面めん倒どうそうに声を上げた。


「そりゃそうだけど」


「そろそろ腹をくくったらどうだ？」


「……わかってら」


　まぶたの上にくちびるを押し当てられる。


　湊は心もち顎あごを上げた。待ち構えるように、くちびるを半分だけ開く。


「ん――……」


　セックスのあとに与あたえられるキスは、いつもより熱い。お互たがいに体温が上じよう昇しようしているせいだろうか。微び熱ねつにまどろんでるみたいな気分になる。


「……あづささんと一いつ緒しよに暮らしたいか？」


　キスのはざまに問いかけられても、湊には答えることができない。


　あづさには帰ってきてほしい。


　でも、仁志の下もとから離はなれたいわけでもない。


　矛む盾じゆんだらけだ。でも、どうしようもない。


　黙だまりこくったあと、湊はくちびるを開きかけた。何か投げ出す言葉の当てがあったわけじゃない。沈ちん黙もくに耐たえられなくなっただけだ。


　けれども、開いたくちびるの間からは、仁志の薄うすい舌が忍しのびこんできた。湊は何かをごまかすように、無心に舌を動かす。


「……ちゅ…んっ………」


　ぴちゃっと濡れる音がした。舌を擦るように絡からめあってるうちに、唾だ液えきが溢あふれ出してくる。


　啜すすりあげられ、飲み込まされても、嫌けん悪お感かんは感じなかった。


「……っ…ふぅ……」


　くちびるが離れ、唾液が透とう明めいの糸を引く。くちびるの周りをなめずられて、湊はぶるっと肩かたを震ふるわせた。


　仁志は湊の頰を撫でていた。手のひら全体で、顔の形を確かめるように。


「……どうかしたのかよ」


　湊は首を傾かしげる。


　仁志の視線はちょっと怖こわい。何か思いつめているように見えるが、気のせいなんだろうか。


「どうもしていない」


　かすかに仁志は笑ったが、その笑えみは湊の心を不安にさせる。


　湊は頭が悪いが、鈍にぶいわけじゃない。


「でも、なんか考えてるだろ？」


　筋肉質の胸をとんとんと叩たたくと、仁志は苦笑いした。


「株の資料を見ていたからかもな」


　見れば、仁志の傍かたわらには白い紙が何枚も束ねられている。


　湊は数字の羅ら列れつがかかれた紙の束を手にとった。


「うぇ～。字ぃ細かすぎ……。わけわかんねぇ……」


「マザーズの株価一覧だ」


　仁志は湊を背中から包むように抱かかえ込む。


　湊はすっぽりと、仁志の腕うでの中に収まった。


「マザーズ？」


「ベンチャー向け株式市場」


「……わかんねぇ」


「新しくできた企き業ぎようや、成長途と中ちゆうの企業の株を売り買いする市場さ。会社にとって、株というのは必要な資金を集めるための手段の一つだが、新しい会社や成長途中の会社では市場で扱ってもらうための基準をなかなかクリアできない。そのため、できたのがマザーズだ」


「ふぅん……」


「たしかに、株の売り買いによって利益を出したり、配当金をもらったりするのも、もちろん株をやる楽しみだが、一番の喜びは自分が出資している会社が大きく成長することだ。そういう意味では、安定している東証一部二部よりも、マザーズやナスダックのような新興市場のほうが魅み力りよく的だな」


　湊は首を傾げる。


　やっぱり、よくわからない。


　でも、仁志が株を売ったり買ったりすることが大好きなのは、声の調子でわかる。湊がサッカーの話をするときも、きっとこんな感じだ。声が生き生きして、話をしているだけで元気になるのだ。


「それって、面おも白しろい？」


「まあな」


「でも、難しいんだよな」


「学校の勉強のデキは関係ないが、株は株で勉強が必要だ」


　湊の髪を撫でながら、仁志は笑う。


「おまえも、そのうちやってみるか？」


「無理だよ。俺、馬ば鹿かだもん。それに、すげぇ金かかるんだろ」


「最初はイメージトレーニングにしておけばいい」


　仁志は紙面に視線を落とした。


「実際に株を買う必要はないさ。たとえば、この銘めい柄がらを買ったつもりになる」


　節くれだった細い指が、トレード・フューチャーズという単語を指す。


「あとは期間を決めて、どれだけ株価が動いたかを見てみるんだ。上がっていれば、湊の勝ち。下がっていたら、湊の負け。どうだ、簡単だろう？」


「そりゃそうだけど……」


「銘柄選びをするために、勉強は必要だがな。まずは東証一部で練習すればいいだろう。動きがあって面白くて、ある程度安定しているのがナスダックだ。特にステイツのほうはアクティブだし、スリルがある」


「……俺にもできる？」


「ドラマばっかり見てないで、ちゃんとニュースも見る。それから、新聞もテレビ欄らん以外をちゃんと読むようにするんだ。そうすれば、色んなことがわかってくる」


　湊は書類をじっと見つめた。数字の羅列は見ているだけで頭がくらくらしそうになるが、我が慢まんだ。


　仁志は面白いというけれども、湊にはその面白さが理解できそうにない。でも、仁志が一番大切にしているものだと思うと、興味が湧わいてきた。


「俺もやってみよう……かな」


「ああ。イメージトレーニングが上う手まくいくようになったら、株を実際に買ってやるよ」


　ぐしゃぐしゃと髪かみをかきまぜられ、湊はくすぐったくなって首をすくめる。


「いいよ、そんなの。高いんだろ？　それに俺はまだ高校生だよ」


「俺が最初にイメージトレーニングを始めたのは、中学生のときだった。高校の入学祝いに親おや父じが株を買う金を出してくれたから、今の湊の年には株主だったな」


「仁志のオヤジさんも株の人だったの？」


「俺に株を教えてくれたのは親父だ。引退するまで負けなしだったよ……」


　仁志は目を細めた。父親のことが好きだったんだろう。本当に懐なつかしくてたまらないという顔をしていた。


「……そうなんだ」


　湊は、とん、と仁志の胸に背中を預ける。


「なーなー、たとえばこの中だったらどれがお勧すすめ？」


　自分が知らない、仁志の大切な人の話をされるのがなんだか悔くやしくて、湊は話題を元に戻もどそうとした。


「そうだな……」


　仁志は首を傾げる。


「最近離れていたからな……。マザーズで株を扱あつかっている企業は業績が不安定だったりすることもあるから、情報は新しいものを入れていないとダメなんだが……」


「この列が、会社の名前？　カタカナばっかだなー」


「新しい会社が多いからな。リスクも高いが、将来性もある。投資家としては、育て甲が斐いがあるな」


　仁志はちょっとだけ表情をほころばせる。


「投資家は、株を売ったり買ったりして利ざやを稼かせぐだけじゃない。企業に投資することで社会貢こう献けんもする。もちろん、その逆もできるが……」


　言葉のつづきは飲みこまれた。


　湊はこてんと、仁志へ全身を預ける。なんだか、眠ねむくなってきた。ちょっとは興味が湧いたけれども、難しい話はさっぱりだ。


「なんか、やっぱりわかんねぇ……」


　湊が半分まぶたを閉じてぶつぶつ呟つぶやいているのに対して、仁志はやけに静かだった。


「仁志？」


　言葉が途と切ぎれたことを不思議に思って、湊は仁志を見上げる。


　――こ、怖っ。


　湊は思わず身み震ぶるいする。


　人相が違ちがって見えるのは、どうしてなんだろう。


　仁志は表情を強こわばらせ、数字の羅列を眺ながめていた。











　どうも最近、様子がおかしい。


　仁志の部屋の前に仁に王おう立だちになり、湊は首を傾げる。


　そろそろ日付が変わる時間。お湯を使ってシャーベットブルーのパジャマに着き替がえた湊は、仁志の部屋のドアをにらみつけた。


　五日ほど前、転校の話が出た頃ころから、仁志の様子が変わった。


　喧けん嘩かしたわけじゃないのに、微び妙みように避さけられている気がする。


　今までは仁志が面めん倒どうを見てくれていた勉強も、秘書の御木本が見てくれるようになった。


　相場に取り組むシーズンになったからだと御木本は言っていたけれども、本当にそれだけなんだろうか。


　――そ、それにさー。


　湊は、頰ほおをうっすらと赤く染める。


　――なんで何にもしないんだよ……。


　これまで毎日のようにベッドに招かれていたのに、この五日間というものご無ぶ沙さ汰ただった。


　昼夜の区別もなく部屋に呼ばれていたのが、噓うそみたいだ。


　飽あきられたのかと思うと、薄うすら寒いような気分になる。


　別に、好きこのんで仁志とセックスしていたわけじゃないのに、いざ捨てられるのかもしれないと思うと複雑だった。


　仁志には片思いの相手がいるというし、もしかしたらその相手と上手くいってしまったのだろうか。


　湊にしたようなことを、彼が他ほかの誰だれかにしているというのは、とても面白くないものだった。


　切ないような悔しいような気分。ちょっと一言では表現できない。


　帰って来ないあづさのことを思い出す。また、置いていかれるんだろうか。嫌いやだ。考えるだけで、膝ひざが震ふるえた。


　――たまには……いい、よな。


　湊はぐっと拳こぶしを握にぎったあと、思い切ってドアフォンに指を伸のばした。


　開いているという返事が中からあったのを聞き届けてから、部屋の扉とびらを開ける。


「……湊か。どうしたんだ？」


　仁志はパソコンに向かって、何かをしていた。湊の方をちらりと一いち瞥べつしただけで、すぐにパソコンディスプレイのほうに目を向ける。


　湊よりも、パソコンに興味があるみたいだ。悔しくなって湊は頰を膨ふくらませた。


　大きな机の上には、いくつもの書類の束がある。


　湊はおずおずと仁志の机の近くに寄った。


　顔を上げていられなくて、視線が絨じゆう毯たんの上をさまよう。


「……こっちで寝ねたい」


「は？」


「俺、今日はここで寝る」


「……当分、仕事が終わらないんだが」


　仁志は大きな椅い子すをくるりと回すと、ようやく湊に向き直った。


「どうした。そろそろたまってきたのか？」


　からかわれて、湊は真っ赤になる。


「別に、そういうわけじゃ……！」


　湊はぐっとくちびるを嚙かみしめた。でも、触さわってほしかったのは本当だ。


「ふぅん」


　仁志は、湊を値ね踏ぶみするように目を細めた。


「たまにはおまえから、誘さそってみたらどうだ？　俺ばかり働かせないで、労働してみろ。労働」


　湊の神経を逆さか撫なでするような声。


　でも、不思議と腹は立たない。それよりも、切なかった。やっぱり飽きられてしまったんだろうか。


　下を向いてしまうと、仁志は甘く誘いをかけてくる。


「服を脱ぬげ。おまえの体が見たい」


　なんでいちいち、こいつはこんなに偉えらそうなんだろうと、湊は口を尖とがらせる。でも、逆らえない自分が不思議だった。


　湊はのろのろと、パジャマのボタンを外していく。下まで脱いでしまってから、ふと我にかえって悲しくなり、仁志に向かってパジャマのズボンを投げつけた。


「乱暴なヤツだな」


　仁志は湊のパジャマを受け止めてから、素すっ裸ぱだかになった湊を手招きする。


　椅子に座った仁志の足の間に立った湊は、居い心ごこ地ちが悪くてあちらこちらに視線をさまよわせた。


　仁志の視線が、皮ひ膚ふの表面を滑すべっていくのがわかる。


　空調が少し肌はだ寒ざむく感じられて、つんと尖ってしまった乳ち首くびをねぶるように見つめられて、湊は目を閉じた。


「せっかく、おまえがその気になってるんだし、少し変わったことでもしてもらおうか」


　舐なめてみろ、と仁志は低い声で命じる。


　湊は、はじかれたようにまつげを押し上げた。


　仁志の言葉の意味を理解して、耳まで熱くなる。


「そんなの……っ」


「いつも、俺がしてやってるだろう？」


「うっ……」


　仁志の口の中に自分の感じやすい部分を含ふくまれているときのことを思い出し、湊は言葉に詰つまった。


　手でされるよりも、温かな口の中で吸い上げられたり舐められたりするほうが、ずっと気持ちがいい。湊はもう、手であそこを弄いじられるくらいじゃ、満足できなくなっていた。


　湊はすごすごと、仁志の足の間に挟はさまるように、絨毯にぺったり腰こしを下ろす。


　少しだけ腰を浮うかし、思い切って仁志の足の間へと顔を伏ふせた。


　指でこわごわとスラックスのジッパーを下ろしていると、色気がないと言われてしまった。


　でも、色気がある脱がせ方なんて、湊は知らない。


　むきだしになった仁志のその部分は、力なく、柔やわらかかった。


　何度か触らされて、そこがどれだけ硬かたくなるものなのかは知っている。湊はごくりと息を飲むと、思いきってそれを咥くわえた。


「ん……っ…ちゅっ……」


　まだ柔らかいままでも、咥えるのは大変だった。湊とは違い仁志の体は完かん璧ぺきに大人で、そこは湊のものよりもずっと大きかったし、形も違った。


「歯は立てるなよ」


　湊の髪かみの毛を撫なでながら、仁志は言う。


「奥まで咥えて……そうだ。おまえは飲みこみがいいな」


　耳の後ろや髪の生はえ際ぎわをなぞられると、ぞくぞくした。湊はぶるっと身み震ぶるいしながらも、一いつ生しよう懸けん命めいに仁志のものをしゃぶる。


「う……っ…ん……」


　口の中で、仁志のものはどんどん大きくなっていく。溢あふれてくる唾だ液えきを飲みこむと、苦いものがまじるようになった。


「……っ…ん…ふぁ……」


　大きく膨れ上がった欲望を、湊は口の中から出す。こほこほと咽むせていると、仁志に髪の毛を摑つかまれた。


「まだ終わってないぞ？」


「だ、だって……」


「どうせなら、ちゃんと飲め」


　するとき、いつも仁志は楽しそうにしているけれども、今日は微妙に違ちがう。


　やっぱり、飽きられたんだろうか。


　湊は手の甲こうで濡ぬれた口元を拭ぬぐうと、もう一度仁志のものを飲みこんだ。


「……く……っん……」


　顎あごが外れるんじゃないかと心配してしまうくらい、それは大きい。


　喉のどの奥を先せん端たんで突つかれて、目の奥がつんと熱くなった。


　頰ほおを一筋、熱いものが伝ったかと思うと、口の中に苦味が広がる。


「……っ……う…ん……」


　塩っぽいような、生なま臭ぐさいような体液を、湊は全部飲みこんだ。喉の壁かべを引っかかるように流れていくそれの感かん触しよくは、つぼみの奥で射精されたときに感じるものと似ている。湊は、かぁっと全身が熱くなるのを感じた。


　咽て、口の周りを汚よごしたものを手で拭っていると、仁志は足の裏で、そっと湊の股こ間かんに触ふれてきた。


「ひっ！」


　湊は小さく悲鳴を上げる。湊のそこはもう硬くなっていて、靴くつ下したの感触にまで敏びん感かんになっていた。


「仕方のない奴やつだな。しゃぶっただけで、こんなに感じているのか」


　仁志に笑われて、湊は体を隠かくすように身じろぎした。


「……来い」


　柄がらにもなくもじもじしていると、脇わきの下を抱かかえられて、立たされる。そしてそのまま、ベッドのシーツの上へと放ほうり投げられた。


「あ……っ…」


　肌はだに、糊のりの利きいたシーツの感触が痛いくらいだ。湊は反射的に、体を竦すくめる。


「足を開け」


　言われて、湊は足を開いた。


　つまらないから途と中ちゆうで止やめると言われそうで、いつもよりも簡単に仁志の言うことを聞いてしまった。


　膝ひざを立てるようにと言われたので、湊はいったん体操座りをしてから、足をおずおずと左右に開く。


　足の間のほのかな陰かげりを楽しむように、湊と向かい合ってベッドに座った仁志は目を細めた。


「せっかくだから、自分でやって見せてみろ」


「え……？」


「いつもしてやってるだろう？　今日は自分で準備してみろ。良さそうになったら、入れてやるから」


「……！」


　今日の仁志は、いつにも増して無茶ばかりを言ってくる。まるで、湊に反発されたいみたいだ。


　湊は、ぐっと下腹に力を入れた。


　いつも仁志がするみたいに、中指を一本、奥のつぼみへと滑らせる。


「ん……」


　仁志は意外そうに眉まゆを上げた。自分で言ったくせに、なんでそんな顔をするんだろうか。勝手な男だ。


　湊が、自分のそこに触れるのは初めてだ。


　自分で入れるのは、ちょっと怖こわかった。でも、思い切ってそこに指を突つき立ててみる。


「あ……っ」


　あそこは、想像よりもずっと柔らかかった。そこだけが違う意識をもった生き物みたいに、うごめいている。


　でも、仁志の指じゃないのが不服なのか、いつもほどの強きよう烈れつな快感は伝わってこなかった。


「……っ……く…んっ」


　仁志は黙だまりこんでいた。


　からかってくれるくらいのほうがいいのに、と湊は思う。そうすれば、どんな恥はずかしいことでも、冗じよう談だんっぽく済ませられる気がする。


　じっと見つめられると、自分だけが淫いん乱らんだと笑われてるみたいで辛つらい。


「……っ…あ……やぁ……」


　湊の小さな指では、全然足りない。いつもみたいには気持ちよくなれなかった。


　中ちゆう途と半はん端ぱに煽あおられた体は、もっと強い刺し激げきを欲しがって疼うずきだす。湊は欲求にしたがって、指を二本、三本と増やしていった。


「……っ…ひっ……」


　自分の指をあそこに出し入れさせている姿は、仁志の目からはどんなふうに見えるんだろうか。


　ぼんやりと掠かすれはじめた視界で仁志を見ると、彼はただ目を細めているだけだった。


「……もういい」


　枯かれた声に命じられたときには、どれくらい経たっていただろうか。


　あそこから引き抜ぬいた指を、仁志が丹たん念ねんに舐なめる。そしてそのまま、熱いたかぶりを押しつけられた。


「ん……くっ……！」


　待ち望んでいたものが与あたえられたのに、なんだか寂さびしかった。


「あ……いやぁっ……」


　腰を大きく揺ゆすりあげられながら、湊は声を上げる。


　こうされていると、どうしてほっとするんだろうか。


　仁志の背中に腕うでを回して、湊はすんっと涙なみだを啜すすりあげる。


　こんなに近くにいるのに遠い。


　抱だかれながら、声を上げて泣いた。


　悲しくて、涙が溢れたのは初めてだ。








　湊が泣きじゃくりながら、仁志にしがみつくように眠ねむったのは最初にセックスして以来のことかもしれない。


　腕に抱えた小こ柄がらな体と、自分自身の感情を持てあまして、仁志は小さく息をつく。


　長いまつげの先に細かい涙の粒つぶがついていた。


「……ん…」


　湊が小さな声を漏もらす。


　丸みのある頰に、透とう明めいの雫しずくが静かに伝った。


　こんなふうに泣かれるのは、声を上げて詰なじられるよりも堪こたえる。


　仁志は指の先で、湊の目元を拭った。


　触れないように、距きよ離りを置くようにしていたのに、湊のほうがあんな態度に出るなんて思わなかった。まったく、意表をつくことばかりしてくれる。


　自制心にも判断力にも、自信があった。それは投資家としての実績に基もとづいたものだったし、それがあるからこそ仁志はここまできた。


　その自信が、今初めて失われそうになっている。


　こんな子どもに、積み上げてきた自信と自負を揺らされてしまうなんて思わなかった。


　愛いとしいという想おもいにはかわらないのに。


　手放したくない。


　けれども、傍そばに置いておくのも怖い。


　――……終わりだな。


　小さく息をつき、自分自身に通告する。


　湊がぐっすりと眠りこんでいるのを確かく認にんして、仁志はベッドから出た。


　机の上の携けい帯たいへと、仁志は手を伸のばす。


　そして散々ためらって、湊の寝ね顔がおと携帯の間に視線をさまよわせた挙句に、仁志は携帯の短縮番号を押した。


　コール二回で相手は出た。


「……直樹か。頼たのみがあるんだが――」




６







　告白は、突とつ然ぜんだった。


「状じよう況きようが整ったんだ」


　夜、いつものように高坂家に顔を出した直樹は、にっこりと湊に微ほほ笑えみかけた。


「今までは仁志に君を頼んでいたんだけどね、ようやくこの手で引き取ることができるようになった」


「へ……？」


　右手を、直樹の両手でふんわりと包みこまれて、湊はどきっとする。


「ずっと見ていたよ。君やあづささんのことを……」


「ど、どういうこと？」


　湊は直樹と、それから腕組をしたまま動かない仁志の顔を交こう互ごに見つめた。


「……おまえが、会いたがっていた奴やつが、目の前にいるってことさ」


　仁志の声の調子は冷れい淡たんなくらいに静かだ。


「いつも、手紙を楽しみにしてたんだよ。あづささんがいなくなって、君がたいへんな思いをしていると知ったときには、気が気じゃなかった」


　優やさしく笑いかけられて、湊はようやく気がつく。


　この家に引きとられた最初の頃ころは、何度もそうだったらいいのにと考えた。


　湊を見守ってくれている「あいつ」。毎月のように手紙のやりとりをしていた見知らぬ誰だれかが、直樹だったらどれだけいいだろう、と。


「えぇっっ！」


　湊は大声を上げた。








　――こんな……こんなことって、アリなのかなぁ……。


　湊は絨じゆう毯たんの上にぺったりと座りこむ。


　直樹のマンションに移るために荷物をまとめるよう言われたけれども、手がどうしても止まりがちになった。


「湊くん、用意できた？」


　ひょこっと直樹が顔を覗のぞかせる。湊は飛び上がりそうになった。


「あ、もうちょっとだから、待って」


「うん。あ、よかったら手伝おうか？」


「いいよ。荷物は少ないんだ」


　アパートからこの家に持ってきたものだけを集めて、湊は荷造りをする。湊のために仁志が買い集めてくれたものもたくさんあるけれども、持っていくのも気がひけた。


「……直樹さん、聞いていい？」


「なぁに？」


　黙だまっているのも気き詰づまりで、湊はなんとか話題を探す。


「あの……あのさ、直樹さん、なんで俺やあづさの面めん倒どう見てくれたの？」


「……ああ、それね」


　直樹は湊に倣ならうかのように、ぺったりと絨毯に腰こしを下ろした。


「僕、あづささんの従弟いとこなんだ」


「従弟……？」


　湊は、まじまじと直樹の顔を見つめる。直樹の顔はとても上品で、けばけばしいほど派手な顔立ちをしたあづさとは、ちっとも似ていなかった。やっぱり、仁志と直樹のほうが似ている。


「血はつながってないんだけどね……。君たちのことは、あづささんの家族に頼まれていたよ」


「あづさ……家族、いたんだ」


「うん」


　直樹はこくりと頷うなずいた。


「十六歳のときに、折り合いが悪くて出ていっちゃったけど……。あづささんの飛び出し癖ぐせは、あの頃からだねぇ」


「そうなんだ……」


「事情があって、君を引き取れなかったんだけど、状況が変わってね」


　くすっと笑った直樹は、いたずらっぽく片目をつぶる。


「うちは高坂家ほど大きな家じゃないし、大きな飼い犬がいるから多少窮きゆう屈くつかもしれないけど……。でも、湊くんと仲良くやっていけたら嬉うれしいな」


　優しく言われて、湊は小さく頭を縦に振ふった。


「ありがとう……」


　でも、嬉しいはずの言葉を言われているのに、どうしてこんなにもがっかりしているんだろう。湊にも、自分がよくわからない。


「……寂さびしい？」


　顎あごを摘つまみ上げられ、湊はびくっとした。直樹は真ま面じ目めな顔で、湊の表情を覗きこんでくる。


「仁志と離はなれるのが、寂しい？」


「べ、べつに……！」


　湊は大おお慌あわてで首を横に振った。


「ちっとも寂しくなんかないよ、あんなヤツ！」


「そうかな？」


「そ、それに……二度と会えないわけじゃないよね？」


　うかがうように、上うわ目め遣づかいで直樹を見つめるのに、直樹は意味ありげに微笑むだけだ。


　湊はとたんに、不安になる。


「家を出る前に、仁志に顔を見せてやってね」


「うん……」


　湊は俯うつむく。絨毯の上に置いた手のひらがどうして震ふるえているのか、湊にもそれはわからなかった。








　のろのろと荷物をまとめ終わり、湊は一人で仁志の部屋へと顔を出した。


　直樹は先に下りて、車の準備をしてくれているらしい。


　仁志は部屋の入り口に背をむけるように、窓を向いて立っていた。


「仁志……」


　声をかけたのに、仁志は振り向いてもくれない。


　湊はぐっと、体の横で握にぎりこぶしを作った。


　言葉が上う手まく出てこない。


「えっと……今まで、ありがと」


　掠かすれた声で絞しぼりだせたのは、ありふれた礼の言葉だけだった。


「……ああ」


　仁志は小さく頷く。


「元気でやれよ」


「うん……」


　なにか言わなくてはいけないことがあるはずだ。でも、別れが近づくにつれ、気が焦あせるだけで何も言えなくなる。


「直樹が待ってる。早く行ったほうがいい」


「……！」


　湊は大きく息を吸って、吐はいた。


「また、遊びに来る」


「ああ。直樹と来ればいい」


　仁志が完全に自分のことを手放そうとしている。それに気がつき、湊はたまらなくなった。


「じゃ、じゃあな！」


　結局、仁志の目を一度も見ることができないまま、湊は部屋を飛び出した。











　窓の外、広い庭には白い夏の太陽の光が満ち溢あふれていた。


　直樹のアリストが、外に止まっているのが見える。


　少し疲つかれた気分で、仁志は庭を見下ろしていた。


　どうか自分の代わりに湊を引き取ってほしい、援えん助じよしていたのは自分だったと名乗り出てほしいと直樹に頭を下げたとき、直樹は目をまん丸にしていた。


　生まれたときからのつきあいだけど、君に頭を下げられたのは初めてだ、と。


　そんなに湊くんが大切なら手放さないでいればいいのに、と三歳年上の従兄いとこは笑っていた。


　仁志は息をつく。


　直樹なら、こんなときにためらわないんだろうか。


　従兄のようになりたいとは思わないが、自分の感情に忠実な彼の潔いさぎよさは少し羨うらやましかった。


「本当に、これでよろしかったんですか、仁志さん」


　湊が部屋を飛び出していったあと、入れ違ちがいで入ってきたのは御木本だった。


「……ああ。これですっかり元どおりだ」


「湊さんがいなくなると、この家も寂しくなりますね」


　仁志は御木本を振り返る。父の代から高坂家の秘書を務める男は、眼め鏡がねのフレームに指を当てて、少し責めるような目で仁志を見ていた。


「あの湊さんが、暗い顔をしていましたよ。あづさお嬢じようさんが戻もどっていらっしゃらず、今、あなたからも手放されて、寂しい思いをしていらっしゃるんじゃないですか？」


「……御木本」


　仁志は苦い笑えみを浮うかべる。


「知っているんだろう？　俺が、ねえさんの息むす子こに何をしていたか」


「……そうですね、少し驚おどろきました。あなたが、相場を放ほうりだして、高校生の男の子にかまけるなんて」


　御木本は穏おだやかな表情になった。


「あなたのお父上が、あづさお嬢さんのお母上と再さい婚こんされたときのことを、少し思い出しましたよ」


「親おや父じか。そういえば、ちとせさんと再婚したときは、本当に浮かれていたな」


　その頃ころ、仁志は小学生だったので、あまり詳くわしいことは覚えていない。だが、いかめしい顔ばかりしていた父親が、急に機き嫌げんがよくなったことだけは記き憶おくに残っていた。


「湊さんは、ちとせ奥さまのお孫さんだけあって、よく似ていらっしゃる。明るくて、活発で、気が強くて、ものごとにこだわらない、おおらかな性格で」


「血筋なんだろうな。よく覚えていないが、かあさんはねえさんとも似ていた」


「あなたは、お父上とよく似ていらっしゃる。だから、必要とするパートナーも似るのでしょうね」


「御木本……」


　仁志は渋しぶい顔になる。


「私はあなたや、あなたのお父上の天才を愛し、尊敬していますよ。ですから、成功していただきたい。人生も、仕事も」


　御木本のまっすぐな目は、湊の眼まな差ざしを連想させる。仁志は、御木本から視線をそらした。


「……俺は、おまえのその信しん頼らいを裏切りかけた」


　仁志は低く呟つぶやく。


「ねえさんの駆かけ落おち相手が、仕手筋に狙ねらわれたベンチャー企き業ぎようのオーナー社長だということは知っているな？」


「はい、存じております」


「マザーズの市場データを見ていたときに、思ったんだ。俺が、ねえさんの男の会社の株を金に糸目をつけずに買い占しめたら、相手の男は株の買かい戻もどしもできず、自分の会社も失い、借金も返せないままで、永遠にねえさんと逃にげつづけるかもしれない、と。億単位の大おお商あきないだが、別にたいしたことじゃない。仕手筋が絡からんでいようと、いざとなったら競せり負けない自信がある」


「仁志さん、それは……」


　御木本が何かを言いかけたのを、仁志は手で制した。


「わかっている。とんでもない話さ。投資家のプライドに懸かけて、そんなことは絶対にできない。私情を絡めて、一つの会社の命運を左右するなんて許されないことだ。できないはずなのに……湊をねえさんのところに返さずにすむと思ったとたんに、我を忘れそうになった。この俺が、だ」


　仁志はくちびるを笑みの形に歪ゆがめる。自分自身を、嘲あざけるように。


「信じられないだろう？　だが、湊を傍そばに置いておくためになら、俺はそれくらい考えかねないんだ。湊の存在にはいつか足あし下もとをすくわれる気がする」


「……私には、そういう気分がわかりませんが」


　御木本はしきりに眼鏡のフレームを弄いじっていた。


「でも、今のお言葉は、あなたにはふさわしくない弱音のように感じますが？」


「株に関しては、弱気になったことなんてないさ」


　仁志は小さくうめく。


　湊の存在は、生まれて初めて仁志が手に入れた弱みだった。


　投資家として一番大切な、冷静な視線と判断力を失いかけたことに、仁志は本気で戦せん慄りつした。


　湊を遠ざけようと思ったのはそのせいだ。


　落ち着くまでは顔も見ないほうがいいんだろう、と仁志は思う。


　直樹は性格に問題点しか見当たらないような男だが、それでも湊の面めん倒どうをきちんと見てくれるだろう。あづさが戻ってきたら、湊も家に帰れる。


　初めて感じた独どく占せん欲よくは抑おさえがきかず、何よりもそれが恐おそろしい。


　湊を傷つけてしまいそうで、怖こわかった。











「僕の家は、ここから車で十分くらいだから」


　直樹はにこやかに笑いながら、湊を車へと手招きした。


「うん……」


　湊は、こくりと頷うなずいた。


　名な残ごり惜おしげに高坂家を見あげる。


　初めてこの家に来たときには不安でいっぱいだった。


　ずっと会いたかった「あいつ」と出会えたっていうのに、この家を去る今も不安ばかりが胸に募つのる。


　――仁志の馬ば鹿か野や郎ろう……。


　振ふりかえりもしてくれなかった男の顔を思い浮かべる。


　そういえば仁志には好きな相手がいるんだっけ、と湊はぼんやりと思い出す。


　ひょっとしたら、その人と上う手まくいったから、もう湊は要いらなくなったんだろうか。


　悔くやしい。


　あんなに毎日、色んなことをしたのに。何も知らなかった湊に、ぜんぶ教えたのは仁志のクセに。


　ただの取引だった。たぶん、湊は仁志が片思いをしている相手の身代わりだったんだろう。全部納なつ得とくしていたことなのに、どうして今、こんなにも胸が痛むんだろうか。


「……湊くん？」


　柔やわらかく声をかけられて、湊ははっと顔を上げた。


「危ないよ、前……」


「わっ……！」


　段差に気がつかなかった湊は、思いっきり滑すべりおちる。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　直樹が駆け寄ってきて、手を差し伸のべてくれた。


「うん……」


　湊はこくりと頷く。ぼんやりとあたりを見み渡わたしたあと、荷物がひっくり返って中身が散らばったのに気がついた。


「あ、しまった……！」


　大量の手紙が散らかっている。湊は慌あわてて封ふう筒とうを拾い集めた。


「……全部、取ってあったんだね」


　直樹も屈かがみこんで、一いつ緒しよに封筒を集めてくれる。


　今目の前にいるこの人が手紙をくれていたなんて、なんだか実感できない。湊は一つ一つ手紙を拾い集めながら、印象に残っている文面を心の中で反はん芻すうした。


　――……そういえば。


　大切に手紙を拾いあげながら、湊はふと思い出す。


　こういう別れの話を、手紙でやりとりしたことがなかっただろうか。


　あれは、湊がまだ小学生の頃のことだ。


　一番仲がよかった友達が遠くに転校してしまったことがあった。それがとても悲しくて、湊は手紙に書いたのだ。悲しかったけれど、泣きながら見送った。ちょっと格好悪かった、と。


　あのときの返事は、確か――。


　湊の心臓が、どくんと大きな音を立てる。


　仁志の背中が、なぜか気になりだした。


　ざわざわと胸が騒さわぐ。


　あのときの、「あいつ」の手紙の返事は印象的だった。


　湊はえらかったね。自分なら、別れが辛つらいときは背中を向けて見送ってしまいそうだ――そう、書かれていたはずだ。


　最後まで振り向いてくれなかった、仁志のことを思い出す。


　胸が痛くなった。


「……直樹さんさ」


　湊は手紙を全部カバンにしまいこみ、立ち上がる。


「辛い別れのとき、どうやって見送る？」


「ん？　どうしたの、いきなり」


「うん……。なんとなく……」


「そうだね」


　直樹は口元に手を当てて、小首を傾かしげた。


「僕なら、笑って見送るよ。ちゃんと相手の顔を見て。離はなれても、僕の顔を忘れないように」


「……！」


　違ちがう、と湊は思う。


　どうしてだろう。直樹が間違いなく「あいつ」本人だっていうのに、どうしてこんなときに、仁志のことを思い出してしまうのか。


「直樹さん」


　湊は抱かかえたカバンを握にぎり直した。手のひらに汗あせをびっしりかいていて、このままだとカバンを滑りおとしてしまいそうだった。


「直樹さん、俺……俺さぁ……」


「どうしたの？」


「その……」


　なんて言えば、わかってもらえるんだろう。


　心の一番深い場所からせりあがってくる、熱いような重いような想おもいに、名前はあるんだろうか。


　直樹は長身を屈め、湊と視線を合わせた。


「仁志のところに残りたい？」


「……っ！」


　ぎゅっと目をつぶってから、湊はおそるおそる両目を開ける。


　直樹の表情は静かだ。


「僕のところに来たら、あづささんに会わせてあげられるよ。でも、仁志のところに残ったら、あづささんには二度と会わせてもらえないかもしれない。仁志ってば、あれで案外小心者なんだ。自分だけのものにしておきたくて、そのためならなんでもしてしまいそうな、みっともない自分が許せないんだって。馬鹿みたいだよね」


　直樹は、そっと湊の鼻の頭をつついた。


「誰だって、本気で人を好きになったら、なりふりかまっちゃいられなくなると思うけどね。あづささんみたいにさ。湊くんも、そうなるのかな？」


　湊はじっと、直樹を見返す。直樹の言葉の意味はよくわからない。でも、あづさの名前に反応する。


「……あづさの居場所、知ってるの？」


「今、調べさせてるところ」


　直樹の笑えみは深く、そして今まで見たどんな表情よりも優やさしかった。


「あのね、仁志の好きな人の話覚えてる？」


「……うん」


　忘れようたって、忘れられない。


　湊は口をへの字に曲げた。


「仁志ねぇ、その子がほんの小さなうちから知ってるんだよ」


「え……」


　直樹は意味ありげに、ぱっちんと片目をつぶった。


「写真と手紙でね、好きになったんだって。実物を見て、最初は騙だまされたって言って怒おこってたけれども、今はもうめろめろみたい。で、めろめろになっちゃってる自分を認めたがらないんだよね。往おう生じよう際ぎわが悪いと言うか」


「……直樹さん」


　喉のどがからからに渇かわいていた。湊はこくんと息を飲む。


「あの……あのさ。直樹さんがあづさの従弟いとこなら、仁志もなの？」


「仁志は違う。仁志は彼女の……」


　直樹はちょっとだけ口ごもった。そして、思わせぶりに微び笑しようする。


「……湊くんは、いい子だね」


　髪かみの毛を優しく撫なでられ、湊は一いつ瞬しゆん目をつぶった。


　湊の頭の中で、いろんなことがぐるぐると回る。あづさ、直樹、「あいつ」……。そして、ぐちゃぐちゃになった頭の中で、最後まで形を保っていたのは、仁志だけだった。


「直樹さん、ごめん！　ごめん、俺……っ」


　謝ることしかできない。


　湊は回れ右をして、そのまま高坂家の玄げん関かんに向かって駆かけ出した。


　今なら、湊を置いてどこかに行ってしまったあづさの気持ちがわかる。


　理り屈くつなんかじゃない。居ても立ってもいられないようなこの想いを、あづさも感じていたのだろうか。


　あんなに嫌いやな奴やつだと思っていたのに、ようやく逃にげ出したはずの彼へ向かって、湊の足は自然に走りだしていた。





「……やれやれ。損な役回りだね」


　湊の後ろ姿を見送ったあと、車の運転席に乗り込んだ直樹は軽く肩かたをすくめた。


　家に帰って愛犬に慰なぐさめてもらうしかない。そう結論づけて、くすくすっと笑った。


　直樹が愛犬をいたぶったり可愛かわいがったりするのを見て眉まゆを顰ひそめていた仁志が、どんな顔で湊を可愛がるのか、想像するだけで痛快だった。











　どたどたと、騒そう々ぞうしい足音が聞こえてくる。


　仁志は御木本と顔を見合わせ、首を傾げた。


「仁志――っ！」


　どん、と勢いよく扉とびらが開く。


　飛び込んできたのは湊だった。


　小こ柄がらな体は一直線に、仁志の胸むな元もとへと飛びついてきた。


「……みな…と？」


　胸に強い衝しよう撃げきを受けながら、仁志は戻もどってきた少年を見下ろす。


　御木本はかすかに笑うと、私は失礼しますと部屋を出て行った。


「どうしたんだ。何か忘れ物か？」


「違うよ、馬鹿！」


　約束事のように顎あごを引き上げると、強い光を放つ薄うす茶ちや色いろの瞳ひとみは濡ぬれてきらきらと輝かがやいていた。


「俺、やっぱりこの家に残る！　だって、最初にしたときに、そういう話だったじゃん。俺が大学出るまで面めん倒どう見るって言ったくせに」


　顔を真っ赤にした湊は、ぎゅっと仁志の服にしがみついてくる。


　迷まい子ごの子どもが、ようやく親と巡めぐりあったかのような必死な表情だった。


「……馬鹿か、おまえは」


　湊が望んだ関係ではなかったはずだ。それなのに、どうしてそんな顔で仁志を見るんだろう。


　仁志はとまどいを持てあますかのように、湊を突つき放そうとする。だが湊は逆にムキになって、ぎゅうぎゅうと仁志にしがみついた。


「ずるいぞっ。俺をさんざん振ふりまわしたくせに、いきなり放ほうりだすのかよ！」


「湊……」


　仁志の胸に顔を埋うずめた湊は、仁志の背中に腕うでを回す。


　息いき詰づまるほど抱だきしめられた。


　湊は俯うつむく。


　震ふるえる肩に視線を落としながら、こんなにも湊は小さかっただろうかと仁志は思った。


「……飽あきちゃった？」


　湊は小さく小さく呟つぶやく。


　消え入りそうな声に誘さそわれるように、仁志は湊の背中に手を回した。


「馬鹿だな」


　自分に向かってか、湊に向かってか、もうそんなことさえわからなくなりながら、仁志はぽつんと呟く。


　制することができないものなんて、ないと思ってた。


　今まで築きあげてきた土台が、ぐらぐらと崩くずれていくのがわかる。


「俺が、好みに仕込んだんだ。簡単に飽きるわけないだろう？」


　するっと腰こしを撫でてやると、湊は大きく身み震ぶるいした。


「だ、だって……」


「なんで戻ってきたんだ。出て行くチャンスだったんだろう？」


「……なんだよ。俺、ここにいちゃダメなのかよ？」


「誰だれがそんなことを言った」


　仁志は観念して、湊の髪へと顔を埋める。


　どうして、こんなに愛いとしいものを手放せると思ったのかがわからない。


　一つくらい弱みがあってもいい。思いどおりにならないものがあってもいい。そう、仁志は思った。


「おまえが出て行きたがってたから、チャンスをやっただけだろう？　自分から帰ってきたんだから、もう文句は言わせないぞ」


「仁志……」


　湊は顔を上げる。


　まぶたを閉じて、甘えるように差し出されたくちびるに、仁志はくちびるを重ねた。


「……出て行くなんて言ったら、首輪をつけて鎖くさりでつないでやる。あづささんが戻ってきても、家に帰れると思うなよ」


「うん……」


　触ふれ合っただけのキスなのに、もう湊は目をとろんとさせていた。


「それでもいいや」


　凶きよう暴ぼうなほどの、愛しいという想おもいが胸の奥から湧わき上がってくる。


　衝しよう動どうそのまま、仁志は湊を抱き寄せた。








　仁志の手がもったいぶるように、一枚一枚シャツを脱ぬがせていく。


　馴なれたはずの仕草と行こう為い。それなのに、全身ががたがたと震えた。


「……どうした？」


　仁志の声まで、まるで聞きなれない人のそれのように響ひびく。


　夢みたいに甘かった。


　仁志が「あいつ」なのか。それともやっぱり、本当は直樹なのか。湊にはわからない。


　でも、仁志のことで胸がいっぱいで、他ほかの大切にしていたはずのこと全すべてが、全部体の中から出ていってしまった気がする。


　――直樹さんが怒おこっていないといいな。


　湊は小さく息をついた。


「気が乗らないのか？」


　湊の溜ため息いきを、仁志は別の意味に取ったようだ。


　胸元をなぞった指先が、とがめるように湊の乳ち首くびを弾はじいた。


「なんでもない……けど」


　日の光のせいで隅すみ々ずみまで明るい部屋の中、裸はだかをさらすのは恥はずかしい。


　湊はぎゅっと目を閉じた。


　仁志が何者だろうと、どうでもいい。湊にわかるのは、自分の心の中が仁志でいっぱいに埋まってしまったことだけだから。理由さえもわからないまま、思いつめた想いが膨ふくれあがっていく。服を一枚ずつ滑すべりおとされて、最後に残ったのは仁志へと一直線に向かう衝動だけだった。


　それでも、少しだけ気になる。


「……いつから、こういうことしたいって思ってたんだ？」


「さぁな」


　仁志の声はからかうように、笑えみを含ふくんでいる。真ま面じ目めに白状する気はないみたいだ。でも、気に障さわるほどのことじゃない。


「あづさと、どういう関係なんだよ？」


「あづささんが帰ってきたら、教えてやるよ」


「……ちぇっ」


　湊は頰ほおを膨らます。


「なんだよ、俺だけなんにもわかんないままかよ……」


「なんにもわからないまま、ってことはないはずだが？」


　仁志は湊を肩かたにかつぎあげるように抱かかえると、そのままするりとズボンと下着を脱がせてしまう。


「わっ！」


「動くな。落とすぞ」


　わざとらしく湊の体を横に揺ゆすりながら、仁志はベッドへと湊を運んだ。


　糊のりの利きいたシーツの感かん触しよくは素す肌はだに優やさしい。


　湊は後ろに手をつくような姿勢で、ベッドに座る。膝ひざを少しだけ立てて足を開いたら、仁志はちゃっかりその間に割り込んできた。


　上から覆おおい被かぶさるようにのしかかられ、湊は目をつぶる。顎を引き上げられ、深いキスに身を任せた。


「ん……ふ…っ」


　くちびるがようやく解放されたかと思うと、痛いくらいにぎゅっと抱きしめられる。


「この俺が、おまえみたいなガキを本気で欲しがっていることさえわかっていれば、十分だろ」


「え……」


　湊は、目と口をぽかんと開けた。


　仁志が怖こわいくらいに真面目な顔をするから、茶化すこともできない。


　驚おどろきのあまりに強こわばった体を、好きだと言う言葉の奔ほん流りゆうが押し流した。




エピローグ







　直樹にエスコートされたあづさが高坂家に顔を出したのは、湊の新しい高校への転入試験の合格通知が届いた翌日だった。


「あづさ！　今までどこに行ってたんだよ」


　制服を合わせている真っ最中だった湊は、真新しいブレザータイプの制服を軽く羽織ったまま、二ヶ月ぶりに母親と対面した。


「聞いてよ、湊！」


　あづさは涙なみだで化け粧しようをぐちゃぐちゃに崩した顔で、湊へと抱だきついた。


「あのね、酷ひどいの。今度の男ね、上う手まく借金返せたからって、家に帰っちゃったのよ～！　奥さんより私がいいって言ってくれたのに。ひどいよーっ」


「うわっ、やめろよあづさ！　口紅つくってば」


　湊は慌あわてて飛びのこうとするが、泣いているあづさは離はなしてくれない。


「湊の馬ば鹿か、冷たいわっ！　だいたい、どうして高坂の家の世話になんてなってるの？　私、あんたにこの家のこと話した覚えないよ。直樹くんが迎むかえに来るし、びっくりしたんだから……」


　あづさの後ろで、直樹が笑みを深くする。優しい微び笑しようだが、どことなく思わせぶりだった。


「あづさが有り金全部持って、家を出てっちまうからだろ。俺、あやうく飢うえ死にするところだったんだぜ」


　湊は腰に手を当てて、ふっと息をつく。


　あんなにあづさと会いたかったのに、なんだかとても落ちついている。


　俺もあづさと同じだと、湊はこっそり息をついた。あづさのことは大事だけど、大切だけど、今はあづさよりもずっと強く、湊の心を独どく占せんしている人がいる。


「だって、彼が貧びん乏ぼうだったんだもん。私、尽つくす女なの。それなのに、なんで幸せになれないの？　幸せになりたいのにーっ！」


「わーかったから、落ちつけよ、あづさ」


　なんとかあづさを引き剝はがすことに成功すると、居間の絨じゆう毯たんの上にぺたんと座りこんだ母親の、小こ柄がらな肩を湊はぽんぽんと叩たたいた。


「大だい丈じよう夫ぶ。おまえはいい女だから、すぐに二十九人目の相手がみつかるって」


「湊ぉ……」


　あづさは目を潤うるませながら、じっと湊を見上げる。


「どうしたの？　しばらく見ない間に大人になったね。今までは、もう男追っかけるのはやめろ、って怒ってばっかりだったのに」


「んー、まぁ、いろいろあったんだよ」


　湊は、へへへっとごまかし笑いをした。


　誰だれかのことが好きで好きでたまらなくて、他のことがどうでもよくなる。そんなあづさの気持ちが、湊にもようやくわかるようになったから、今までよりも優しい言葉をかけることができる。


「……好きな人でもできたの？」


　あづさは長いまつげに縁ふち取どられた瞳ひとみを大きく見開いて、初めて見るものに向けるような視線を湊に注いだ。


「えっ！」


　湊はどきっとして、ちょっとだけ跳とび上がる。


　直樹が満面の笑みを浮うかべたのが視界の端はしに引っかかり、湊は耳たぶに熱を感じた。


　わかってるからねと言われてるようで、少し恥ずかしい。


　呆あきれたように母おや子この会話を見守っていた仁志のほうへ、湊はちらりと視線を動かした。


　すると仁志は、綺き麗れいな笑顔になって、湊を背中から羽は交がい締じめにする。


　湊の耳元へくちびるを寄せた仁志は、ひっそり囁ささやいた。


「そうか。おまえ、そんなに俺が好きか」


「……っ！」


　湊は首筋まで真っ赤にして、仁志の足を勢いよく踏ふんづけようとした。ところが、あっさりとかわされる。


「馬鹿っ！」


　悔くやし紛まぎれに、湊は小さく叫さけんだ。


「なーに？　どうしたの。内ない緒しよの話？」


　湊と仁志を交こう互ごに見比べながら首を傾かしげるあづさに向かって、湊は大おお慌あわてで両手を振ふってみせる。


「な、なんでもねぇよ、あづさ！」


「……そぉ？」


「それよりもさ」


　湊は話を変えるために、こほんと咳せき払ばらいをした。


「俺、これから、ここの家に厄やつ介かいになる。だからあづさは、もう俺のことを気にしなくていいよ」


「え、なんで？」


「仁志が、大学出るまで、全部面めん倒どう見てくれるって」


「ひとし……？」


　あづさは何度も、湊と仁志の顔を見比べた。


　うーんとうなりながら額にひとさし指を押し当てたあづさは、いきなりがばっと立ち上がる。


「ひとしって、あの仁志？　小生意気で、人が漫まん画が読んでたら、鼻先で笑って通りすぎていった、あの可愛かわいげのない小学生！　うっわー、すっかり老ふけちゃって……ってお互たがい様さまか。私も老けたもんなぁ」


「……そうですね」


　仁志は憮ぶ然ぜんと頷うなずいた。


「変わりなく頭が軽そうで何よりですよ、あづさねえさん」


「姉さん？」


　湊は首を捻ひねる。


「湊は何も聞いてないの？　私、この家の子だったことがあったんだよ。母さんと、この家の人が再さい婚こんして」


　あづさは肩かたまでの黒くろ髪かみを、さらりと揺ゆらした。


「ま、そういうことだ」


　仁志は軽く頷く。


「……やっぱり、おまえじゃねぇの？」


　何度聞いても、仁志は送金のことを白状しない。意地悪で意地っ張りなくちびるのあたりを、湊はじろりと睨にらみつけた。


「だから、直樹だろ、それは。なぁ、直樹」


　仁志は、涼すずしげな笑えみを浮かべて直樹を見る。


　直樹は仁志の視線を受けて、こくんと首を縦に振った。


「そうそう。……って、なんのことかわからないけど、頷いておくね」


「ほら見ろ」


「……騙だまされてる気がする」


　従い兄と弟こ同士の連れん携けいプレイに、上う手まく丸めこまれている気がした。けれども湊は、小さく首を傾げるだけにする。ここで事実をはっきりさせて、あづさの夢を壊こわすのも悪いから。


　大人しく黙だまりこんだ湊の髪の毛へと、仁志は頰ほおを埋うずめる。


「……っ…！　おい、仁志っ」


　さっきから、いくらなんでもスキンシップ過か剰じようだ。さすがに湊は仁志の腕うでを振りほどこうとしたが、仁志には全くその気がないようだった。


「ねえさんには、あらためてお願いしようと思っていましたが」


　仁志はにっこりと営業用の笑みを浮かべ、あづさを見み据すえた。


「血のつながらない甥おいっことはいえ、頭のてっぺんから足のつま先まで、俺が万ばん端たん面倒見るので、ねえさんは心置きなく、本当の恋こいとやらを探してください。大丈夫、世の中の半分は男ですから。いつか、ねえさんの星と巡めぐりあえますよ」


　皮肉たっぷりだけど、少しだけ親愛の情がこもった声で仁志は言う。


「……なんか頭にクるんだけど、なんでだろう……？」


　あづさはぶつぶつ呟いていたが、そのうち、ぱっと明るい表情になった。あまり難しいことを考えられない頭の構造をしているのだ。


「ま、でもそっか。私、いい女だしー。すぐに次の男が見つかるもんね」


　我が母親ながら、この脳天気ぶりにはちょっと涙なみだぐみたくなるが、湊はこくこくと頷く。


　じゃあね湊、またね、と言い残して、あづさは帰っていった。


　さっそうとした後ろ姿だった。振りかえりもしないけれども、寂さびしさは感じなかった。


　湊の居場所は、今ここにあった。自分で選んだ場所だった。


「……おまえの母親は、馬ば鹿かだろう？」


　久しぶりに会った血のつながりのない姉に対し、仁志は容よう赦しやないコメントをする。


「だから、あづさのこと悪く言うなって！……ちょっとオツム軽いかもしんねーけど」


　羽交い締めされたまま湊は頷き、上うわ目め遣づかいで仁志を睨んだ。


「……本当は、一いつ緒しよに帰りたかったんじゃないのか？」


　湊の前髪を搔かきあげ、むきだしになった白い額に仁志はくちびるを落とす。


「帰りたいって言ったら、どうする？」


　挑いどむような眼まな差ざしで湊は、尋たずねた。


「無意味な仮定だな。もう、おまえは俺と離はなれられない。そうだろう？」


　どこからその自信が湧わいてくるのかは謎なぞだが、仁志にはそういう傲ごう慢まんな台詞せりふが誰よりも似合う。思わずぼーっとしかけてしまうから、湊も重じゆう症しようかもしれない。


「それよりも、仁志のほうが湊くんと離れられないんでしょ？」


　僕はまだここにいるんだけどねーと付け加えた直樹は、ふふふっと笑う。


　直樹は事情を全部知っているとはいえ、今いま更さらながら湊は照れた。額へとはいえ、キスを見られたのは恥ずかしい。


「……直樹、一言余分だ」


　仁志の目つきは、とたんに悪くなる。どうやら湊と一緒で、直樹の存在をすっかり忘れていたみたいだ。


「怖こわい顔しないでよ。ねぇ、湊くん？　イヤになったら、いつでも僕のところに来てくれていいんだからね」


「直樹！」


　自分の頭越ごしに見つめあう男二人を交互に見比べて、湊は小さく吹ふき出した。







恋こいのしかけは念ねん入いりに





柊くい平びらハルモ
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